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一夜のアバンチュール




「寝てるかな」

　そう呟きながら、もらった合鍵でそっと彼のアパートの部屋に入る。

　時刻は、午後九時過ぎ。

　玄関にはなぜか、彼の革靴と、見知らぬ黒のパンプスが並んでいる。

　それを見て首をひねった。

　姉か妹がいるなんて話は彼から聞いたことがない。

　――このパンプス、一体誰の？

　とっても嫌な予感がした。そのままドアを閉めて帰れ、と私の本能が告げる。

　でも、二メートル先のドアの奥から、若い女性の喘あえぎ声とギシギシというベッドが軋きしむ音が聞こえて、中の様子がどうしても気になった。そのまま靴を脱いで上がり、目の前にあるドアをそっと開ける。

　目に映ったのは、部屋の奥にあるベッドで、自分の恋人と会社の後輩が裸で抱き合ってる姿。

　う……そ。

　今見ているものが信じられなかった。

　あまりのショックに手に持っていた袋を床に落とす。

　その袋の中には、スポーツドリンクとゼリーが入っていた。

　今日、彼が風邪で休んでいると聞いて、近くのコンビニで買ってきたものだ。

　残業を終え、彼の体調が心配で、思い切ってアパートに来てみたのだけど……。

　三月下旬の最後の金曜日、彼氏に浮気されました。




　私は水み無な月づき楓かえで、二十八歳。大手家電メーカー『シュテルン』に勤めるＯＬだ。

　背は百六十センチ、顔は美人の母に似たのか目が二重で唇はふっくら。それで、男を誘っていると誤解されるから、普段は化粧は控え目にして、長い黒髪も後ろでひとつに束ねている。

　シュテルンは日本で三本の指に入る大企業で、国内外には五百近い支社と関連企業や研究所があり、総従業員数は二十五万人を超える。

　その日に本ほん橋ばしにある本社の総務部で主任をしている私。

　彼は同じ本社のシステム部で働いているふたつ上の先輩で、佐さ倉くら誠まことという。身長は百七十五センチあって、目が切れ長でスッとした顔立ちをしているが、笑顔が優しい。

　目立つタイプのイケメンじゃないけど、先輩のことを好きな女の子は社内に結構いた。真面目な性格で仕事もできて、次の人事では係長に昇進するらしい。

　普段は眼鏡をかけて前髪も上げているのだが、今……彼の髪は乱れ、眼鏡もベッドサイドのテーブルの上。私の知らない彼がそこにいた。

　ベッドの上で、裸で後輩の身体を弄いじる彼。その肌に汗が滲んでいる。

　突然の私の訪問に気づいてビックリした顔をする先輩と目が合った。

「か……楓？」

　後輩もそんな彼を見て私の方を振り向き、自分の肌を隠すことなくニヤリとした。

　悪意に満ちたその目に、背筋がゾクッとする。

　彼女は、私と同じ部署で三つ下の渡わた辺なべ真ま奈な。

　小柄でライトブラウンのカールがかったセミロングの髪に、綺麗に施されたメイク。いつも身なりがかわいくて男子社員に人気だ。

　なぜこのふたりが抱き合っているの？

　自分の中でなにかがガタガタと音を立てて崩れる。

　ひどく動揺して踵きびすを返すと、床に落ちた袋も拾わずに彼のアパートを走って出た。

　とにかく一刻も早く逃げたかったのだ。

　そんな私の心情と同じように外の天気は激しく荒れていて、桜が満開だというのに雪が吹ふ雪ぶいている。

　悪夢のような現実。

　胸の中がモヤモヤして気持ちが悪かった。

　あまりに狼ろう狽ばいしていてどこをどう歩いたのか覚えていない。

　とにかく先輩のアパートから離れたくて、目についた駅で電車に乗った。

「……な、なんでこんなことに？」

　虚うつろな目で呟く。

　電車の中で大きく肩を上下させて息を整えるが、心は激しく乱れたまま。

　気づけば、兄に成人祝いに連れてきてもらった六ろっ本ぽん木ぎにあるバーに向かっていた。

　お酒を飲んですべてを忘れたいと思ったのだ。

『ペーパームーン』と書かれた看板を見つけ、メタルレッドの重厚な扉を開ければ、そこは街の喧けん騒そうを忘れさせてくれる大人の隠れ家的なバー。照明は薄暗く、ジャズが流れている。

　客層は、三十代から六十代の裕福そうな男性がメイン。外国人もちらほらいる。

　カウンターにはちょうど誰もいなくて、私は奥の席にためらいがちに腰を下ろした。

「外、すごい雪ですね」

　四十代くらいのマスターが、ニコリと笑って私の前におしぼりを置く。

「そうですね」

　なにも考えずに相あい槌づちを打ち、おしぼりを手に取ると、とても温かかった。

　それで初めて気づく。

　私の身体は、こんなにも冷え切っていたんだと。

　目の前にあるメニューを見て、兄が言っていたことを思い出した。

『楓はお酒弱いんだから、ロングアイランドアイスティーは絶対に飲むなよ』

　理由を聞いたら、かなり強いお酒が何種類も入っているらしい。

　だったら、今夜はそれで酔ってやろうじゃないの。飲んだ後のことなんて知らない。記憶がなくなるくらい飲んでやる。

「ロングアイランドアイスティーをお願いします」

　髪を束ねていたシュシュを取りながら頼むと、バッグがブルブルと震えた。

　きっとスマホが鳴っているのだろう。

　手探りでバッグを漁ってスマホを取り出せば、画面には佐倉先輩の名前が表示されている。

　一体なにを話すつもりなの？　言い訳なんて聞きたくないし、声も聞きたくない。

　唇をギュッと結びながらスマホを操作して、ブチッと通話を拒否した。

　これで、誰にも邪魔されずに酔える。

　しばらくして「どうぞ」と、スライスしたレモンが添えてあるグラスが前に置かれた。

　見た目は茶色の液体で本当にアイスティーのようだ。グラスを手に取り、味見するように少し飲んでみた。

　あれっ？　味もネーミング通り紅茶の味。しかも、甘くて美味しい。

　実は本当にアイスティーだったりして……。

　ストローがささっているし、カクテルだと言われてもいまいちピンとこない。これなら二、三杯はいけそうな気がする。

　カウンターの席が混んできて、マスターは他のお客さんと話し込んでいる。

　その方が気が楽でいい。話しかけられてもなにを話していいかわからないし、口を開けば泣いてしまいそうだったから。

　グラスの中の液体を眺め、ゴクゴクと一気に飲み干した。

　こんなんじゃあ、まだ足りない。

「すみません。お代わりください」

　マスターに声をかけたら、またすぐにグラスが置かれた。

　私をもっと酔わせてよ。先輩のことを忘れてしまうくらいに。

　じっとグラスを見つめる。

　思い出すのは彼とのこと。

　一年前、会社の親睦会の後、佐倉先輩に告白されて、付き合うことになった。

　先輩には総務部のシステムを新しくした時にお世話になって、システム部の中では一番優しくて頼りになる人という印象だった。特別好きという感情はなかったけど、温厚そうな人柄だったから、徐々に好きになっていけたらいいと思ってオーケーしたのだ。

　世の恋人たち全員がお互いに好きで付き合い出すわけではないと思う。男女で好きになるタイミングが違うこともあるだろうし、付き合いながら育てていく恋だってあるはず。

　私はもともとブラコンだったこともあって恋愛経験がないから、恋人がいる子たちを見ていて羨ましくなったのかもしれない。

　でも、先輩とならいい関係を築けるような気がしたんだ。雰囲気がちょっと兄に似ていたから。

　週末になると、彼と映画や美術館に出かけて、食事をして……。男性と交際するのは初めてだったから、絵に描いたようなデートが私には新鮮で楽しかった。

　今月は組織の改変の準備で忙しく、先輩とデートをすることもなかった。いや、正確には誘われたけど、私がすっぽかしたのだ。

　平日は早出と残業続きで身体が疲弊していて、彼とデートの約束をしていた休日は泥のように眠ってしまい、目覚まし時計の音や彼の電話にも気づかなかった。先輩には目が覚めてすぐに電話で謝って、彼も私が疲れているのを理解してくれたようだった。

　だけど、それ以降、先輩からデートに誘われることはなく……今月はプライベートでは一度も彼に会っていない。

　佐倉先輩と抱き合っていた後輩は今日、いつものように定時で上がった。

『私、今日は用事あるんで帰ります。先輩は金曜の夜も残業なんてついてないですね』

　後輩は、私を見て笑っていた。あれは今思えば私を嘲あざ笑わらっていたのだろう。あの時すでに佐倉先輩のアパートへ行く気でいたのだ。

　彼女が彼を狙っているのは知っていた。でも、先輩ならずっと私を想っていてくれる。そう信じていた。

　彼のアパートの場所を知っているなら、かなり前からふたりは親密な関係だったのかもしれない。なにも知らずに残業していた私って……。

　先輩とはまだ体の関係がなかった。それは、私の心の準備ができなくて、先輩に求められても、もう少し待ってほしいとお願いしていたから。だけど、先輩はそれが不満だったのかもしれない。だから簡単に浮気されたんだろうな。

「馬鹿みたい」

　ポツリと呟き、カクテルを口にする。すると、カランコロンとドアベルが鳴って、誰かに肩をポンと叩かれた。

「楓？　お前、なにひとりで飲んでるんだ？」

　咎とがめるような口調。よく知ったその声に身体がカッと熱くなる。

「ひとりで飲んでなにが悪いの！　もう二十歳をとっくに過ぎたし、文句を言われる筋合いはないわよ！」

　キッと相手を睨みつけて、いつものように噛みつく。

　厄やっ介かいな人間に会ってしまった。

　彼は兄の親友で成なる瀬せ遥はるか、三十二歳、独身。百八十五センチの長身、ゆるくカールしたダークブラウンの髪に、イケメン俳優顔負けの彫りの深い端整な顔立ち。

　着ているスーツはひと目でオーダーメイドとわかるものだし、腕時計は何百万もするブランド物。セクシーで洗練された大人という言葉がぴったりな出で立ちだ。

　父親は現職の国会議員。でも彼は政治家にはならず、大学生の時に起業した会社を経営している。

　まあ、王子様みたいなキラキラした容姿をしていて、頭もよくて有能で、神様から愛されている……そう思えるようなオーラを持っている人。

　遥と兄は小学校から大学まで同じで、タイプは全然違うのだけど、お互いに波長が合うのか仲がいい。どちらも美形で頭脳明めい晰せきなのだが、遥が俺様で腹黒な性格なのに対して、兄は物静かでクール。

　お互いの実家が割と近かったこともあって、遥は頻繁にうちに遊びに来ていて、『そんなチョコばっか食ったら、太るぞ』とか、『お前の女友達かわいいな』とか言って、なにかと私に絡んできた。それはもう私が小学生の頃からずっと。

「酒なんかたいして飲めないくせに、ひとりで飲んでるのが問題なんだ。そのカクテルで何杯目だ？」

　まるで兄のような口をきくこの男にカチンとくる。

「遥には関係ないでしょ！」

　私の身内でもないくせに。

　ムッとして言い返すが、彼は私を無視してマスターに目を向けた。

「ねえ、マスター、この子、これ何杯目？」

　顔見知りなのか、マスターはにこやかに答える。

「二杯目だよ。ロングアイランドアイスティーをね」

　聞いてすぐに険しい表情になる遥。

「……お前、それウォッカとかジンとか強い酒がいっぱい入ってるんだぞ。二杯も飲むなんて馬鹿か」

　上から目線で注意する彼に腹が立った。

「うるさいな。私はお酒を楽しんでいるの。あっちへ行ってよ」

　ただでさえ心が傷ついているのだから、そっとしておいてほしい。

　よく見れば、彼はモデルのように綺麗な女の人を連れている。私に構ってないでその人の相手をしなさいよ。

　遥を視界から追い出し、グラスを口に運ぼうとしたら、横からスッとグラスを奪われた。

「ちょっと！　なにするの！」

　遥の腕を掴んで怒ると、彼は兄よりも厳しい顔で命じた。

「これ以上飲むな」

　その鋭い眼光に思わず怯んだ。美形が怒ると、凄みがある。

「いつから私の保護者になったわけ？」

　彼から視線を逸らして抗議すれば、溜め息交じりの声で返された。

「修しゅう也やはイギリスにいるんだ。誰かがお前の面倒みないといけないだろ？」

　修也というのは私の兄のこと。優秀な研究者で、ロボット工学の分野でその名を世界に知られている。実の親以上に面倒をみてもらったが、兄は今、日英合同プロジェクトに携わっていて渡英中だ。

「私は頼んでません。お酒を楽しんでるんだからあっちへ行ってよ」

　もう二十八歳の大人なのに子供扱いするのはやめてほしい。保護者なんて必要ない。自分の面倒くらい自分でみられる。

　手でシッシッと追い払うも、彼は私から離れようとしない。

「悪いけど、この子を送っていくから、今日は付き合えない」

　遥が横にいる女性に素っ気なく告げる。すると、その綺麗な人は目をつり上げて私を睨みつけ、その場を去った。

　うわぁ、怖！　なぜ私が恨まれるの！

　とばっちりもいいところだ。お願いだから私を巻き込まないでほしい。遥の恋人でも愛人でもないのに。

「私を女を追い払う口実にしないで」

　怒りを込めて彼を見据えるが、当の本人は歯し牙がにもかけずニヤリとする。

「利用できるものはなんでも利用するのが俺のモットーだ。さあ、帰るぞ。送ってく」

　腕に手をかけられ立たされそうになったが、バシッと遥の手を振り払った。

「結構よ。ひとりで帰れます」

「どうだか？　そう言い張るならひとりで立って歩いてみろよ」

　冷ややかなその眼差し。いつも私を挑発する時の目だ。

「歩けるわよ」

　フンと鼻を鳴らし、椅子から降りて歩こうとするも、足元がふらつく。

「あっ」

　無様に転びそうなところを、すかさず遥の腕に支えられた。

「誰が歩けるって？」

　ニヤッと彼は意地悪く口角を上げる。

　反論できないのが悔しくて仕方がない。

　おかしい。頭はしっかりしているのに、なぜ身体が思い通りに動かないのか。

「自分が思っているより酔ってるんだよ」

　私の思考を読んだのか、遥はそう言って私をたしなめると素早く会計を済ませた。

「なんであんたが払うのよ！」

　彼のやることなすこと腹が立つ。

　苛立たしげに言えば、彼は余裕の笑みを浮かべた。

「お前の保護者代理だから」

「私は認めてません！　もう他のバーで飲み直す！」

　遥の腕を退けて店を出るが、身体がふわふわしてまっすぐ歩けない。すぐに彼に捕獲された。

「この酔っ払い。そんな状態で飲み続ければ、狼にお持ち帰りされるぞ」

　彼は私を見て馬鹿にしたように笑う。

「望むところよ」

　自虐的に呟いて、遥の腕を振り払った。

　それで……他の男に抱かれて今日のことなんか忘れちゃえばいいんだ。

　初めては佐倉先輩とって決めてたのにな。

　処女なんて後生大事に取っておくものではない。今夜絶対に捨ててやる。

　そもそも大事に取っておいたから後輩に彼を取られたんだ。

「私はねえ、今夜彼氏に浮気されてショックを受けてんの。だから、他の男と寝て憂うさ晴らしをするのよ。一夜のアバンチュール。今までずーっと真面目に生きてきたんだもん。たまには羽目を外して楽しんでもいいじゃない」

　聞かれてもいないのに自然と言葉が口から溢れ出す。

　余計なことまでしゃべってしまったが、遥はなにもツッコまず、「はい、はい」と適当に聞き流して、私を米俵のように肩に担かついだ。

「わあ、ちょっと！　なにするのよ！」

　彼の背中をバカスカ叩いて文句を言う。酔っているせいか、周りの目も気にならなかった。

「じゃじゃ馬を運んでるんだ」

　そう説明して遥はタクシーを捕まえると、私を乗せて自分も乗り込んだ。

「お前、確か会社の寮に入ってるんだろ？　場所はどこだ？」

　彼の質問に答えず、ツンとそっぽを向いてとぼける。

「さあ、どこでしょう？」

「お前は……」

　ハーッと遥が今日二回目の溜め息をつく。珍しく彼が困る姿を見て、少し胸がスーッとした。

「麻あざ布ぶまで」

　苛立ちを抑えた声で遥が運転手に行き先を告げる。

「彼氏に浮気されたくらいで自棄になるなよ。お前が損をするだけだ」

　長い脚を組むと、彼はネクタイを緩めながら説教を始める。

「遥には関係ない」

　彼に会わなければ、きっと今頃知らない男の人とホテルに行っていたはず。

　胸の中のモヤモヤは大きくなる一方だ。

　どうすれば楽になれるの？

　どうすれば……先輩と後輩が抱き合っていた光景を忘れられる？

「お前、ホント子供だな」

　遥が私の顔をじっと見て呆あきれ顔で呟く。

　その発言がおもしろくなくて言い返した。

「ジジイに言われたくない」

「俺にそんな口きくのはお前くらいだよ」

　彼がおもしろそうにクスッと笑うので、ますます頭にきた。

「遥がちっとも紳士じゃないからでしょう！」

　憎らしげに睨みつけると、プイッと横を向いて、車窓の風景を眺めた。

　外はまだ雪が降っている。でも、きっと明日の朝には解けてなくなっているだろう。私も、雪みたいに消えてなくなりたい。

　どうしてこんなことになっちゃったんだろう。

　身を粉にして働いた結果、彼氏と過ごす時間がなくなって、それで浮気された。

　恋と仕事の両立って難しい。

　私も後輩の渡辺さんみたいに、仕事を適当にやってればよかったの？

　そしたら、裏切られることはなかった？

　でも、仕事を適当になんて、そんな無責任なことはできないよ。

「私って不器用だなあ」

　自分の人生が虚しく感じる。

　ホント……不器用。

　苦しくて、自分でもどうしていいのか……わからないよ。

　わから……な……い。

「おい、ここで寝るな」

　遥に面倒くさそうに言われ、「……寝てない」と否定するも瞼まぶたが重くて……。

　途切れ途切れになる意識。

　睡魔と闘う力も今の私にはない。

　身体がゆらゆら揺れて、気づけば大きなベッドに下ろされた。

「ここ……どこ？」

　トロンとした目で聞けば、遥はジャケットを脱ぎながら「俺の家」とぶっきら棒に答える。

　遥の家……か。いつの間にタクシーから降りたのか。

　少しうとうとして眠ってしまったらしい。

「ほら、これに着替えて今日は大人しく寝ろ」

　彼がクローゼットから黒の部屋着を取り出し、ベッドの上に置く。

　スプリングコートを脱いで、ブラウスのボタンに手をかけるも、指が滑ってボタンがつまめない。

「あれ？　あれれ？　なんで？　遥、ボタンが外れない」

　子供のようにじーっと彼の顔を見つめれば、チッと舌打ちが聞こえた。

「ったく、世話の焼ける」

　悪態をつきながらも、遥は私のそばに来てボタンをひとつひとつ外していく。

　その慣れた手つきに感心してしまう。さすがプレイボーイ。百戦錬磨の男は違う。今まで何人の女性の服を脱がしてきたのか。

　そう思った時、私の心の中の悪魔が囁ささやいた。

　じゃあ、彼に抱いてもらえば？

　身元はしっかりしてるし、変な病気も持ってないと思う。それに、きっと女の人なんて抱き慣れててテクニックに長たけているはず。行きずりの男を誘うより安全だ。

「ねえ、しようよ」

　遥にそう声をかけるが、彼は「はあ？」と片眉を上げる。

　これじゃあ、意味が通じないのか。男を誘うのって難しい。だったら、これならどう？

　遥の首に腕を絡め、「私を抱いてよ」と彼の耳元で囁く。

　よくドラマや映画で女優さんがやっているのを真似してみせたが、遥は眉根を寄せ、表情を険しくして私の身体をぞんざいに剥はがした。

「酔っ払いの戯たわ言ごとに付き合ってられるか」

　戯言？

　ブチッとなにかが自分の中で切れた。

「私は本気よ。遥が抱いてくれないなら、今すぐここを出てって他の男に抱いてもらう！」

　声を荒らげると、ブラウスを脱ぎ、さらにブラのホックを外して脱ぎ捨てた。

「お前……自分がなにやってるかわかってるのか？」

　困惑した顔をする遥。

　またお説教する気？　私じゃ色気がなくて抱く気にもなれないって？

　そう考えると、急に悲しくなった。

　多分、酔ってるせいで感情がコントロールできなくなったんだと思う。

　涙がポロポロ溢れてきて止まらない。

「遥なんて大っ嫌い！　先輩も大っ嫌い！　男なんてみんな……みんな……だい……嫌い」

　どうせ私はお子様ですよ。女の魅力のかけらもない。

　だから、彼氏にも裏切られた。誰も私のことなんか好きにならないんだ。

　大声で叫びながらむせび泣く。

　すると、遥にギュッと抱きしめられた。

「馬鹿。泣くな。美人になれないぞ」

　昔から私が泣くと、いつもそう言って彼は私を慰める。次に頭をポンポンと叩くのだが、今日は違った。

　チュッと頭に何度かキスをすると、次は頰に口づけ、そして最後に……その柔らかな唇は私のものと重なった。

　トクンと心臓が大きく跳ねる。

　今、なにが起こっているのだろう？

　私……遥にキスされてる。

　驚きで目を見開く私。

「……修也に顔向けできないな」

　自じ嘲ちょうめいた笑みを浮かべると、遥は私の身体を押し倒した。

　ボンとベッドの上で大きく身体が跳ねるが、彼もベッドに上がり、私の両手を掴んでシーツに押さえ付ける。

「誰に抱かれるのか……ちゃんと覚えておけよ」

　その目は欲望の色に染まっている。そんな彼を見るのは初めてだ。

　ゾクリと身体が震えたが、恐怖は感じなかった。

　初めて男に抱かれるという緊張と期待。

「楓」

　何度も甘い声で囁いて、彼は私の身体中にキスをする。

　乱暴に抱かれるって思っていたのに、この夜、遥はこの上なく優しく私を愛した。

　まるで本当の恋人のように――。




　シャワーの音がする。

　私は寮でひとり暮らしなのに、なんで？

　そんなことを疑問に思いながら目を開ければ、大きなベッドで寝ていてビックリ。

　え？　どういうこと？

　目をパチクリさせながら起き上がるが、自分が裸だと気づいて思わず布団で胸を押さえた。

　瞬時によみがえる昨夜の記憶。

　酔ってはいたが、しっかり覚えている。忘れていた方が幸せだったかもしれない。

　昨日……私は遥と身体を重ねた。下腹部が痛いのがその証拠だ。

「ああ……なんて馬鹿なことしちゃったんだろう」

　思わず溜め息と共に言葉が出る。

　後悔先に立たずだ。

　タイムマシンがあったら、過去の自分に〝遥と寝るな〟と注意してやりたい。

　馬鹿！　現実逃避している場合じゃない。

　遥は、今シャワーを浴びている。ここから逃げ出すなら今だ。

　このまま顔なんて合わせられないよ。

　ベッドを出ると、床に落ちている下着と服を拾い集めて素早く身につけようとするが焦ってうまくいかない。

　もう、なんで！

　遥が今すぐにでも戻ってくるんじゃないかと思って、気が気じゃない。

　落ち着け、落ち着くんだ。

　自分にそう言い聞かせ、彼のシャワーの音を気にしながらもなんとか服を着るが、一足千円のストッキングは力が入りすぎて破いてしまった。

「あっ！」

　急いでいる時ほどうまくいかない。早くしないと遥が出てきちゃう！

　ストッキングをゴミ箱に入れるのは気が引けて、自分のバッグに無造作に突っ込む。

　そして、音を立てないように忍び足で寝室を出て、長い廊下を歩いて玄関に行き、彼の家を飛び出した。

　心臓はバクバク。

　近くにあったエレベーターのボタンを押して駆け込むように乗り込み、壁にもたれかかって頭を抱えた。

　どうする私？　お兄ちゃんの親友と寝るなんてシャレにならない。

　でも、お兄ちゃんはイギリスにいるし、遥に会うことはあまりないはず。そう……きっと当分会わない。

　自分を慰めながらエレベーターを降りると、バッグからスマホを取り出して現在地を確認しようとするも、あまりにも取り乱していたせいか、スマホを落としてしまった。

　ガシャンと音を立てるスマホ。不運にも床は大理石。

「嘘でしょう？」

　なんでこんな時に……。つくづくついていない。

　半泣きになりながら拾い上げれば、画面にヒビが入り、電源を入れてもうまく作動しなくなった。

　ホント、疫やく病びょう神がみにでも取り憑つかれたのだろうか？

「なにやってるんだろう。私って……馬鹿だ」

　だが、私の不幸はそれで終わりではなかった。










不幸のどん底




「水無月さん、すごく申し訳ないんだが、今月末で辞めてもらいたい」

　次の週の月曜日、始業後すぐに上司に呼び出された私は、その言葉に我が耳を疑った。

　だって今日は、新年度の初日。プライベートのことは忘れて、仕事に没頭しようと週末、心に決めたところだったのに……。

　遥のマンションでスマホを壊してしまったあの朝、タクシーを呼んでなんとか寮に帰った。

　それから自分の部屋で何十回溜め息をついただろう。

　どれだけ後悔しても、遥と寝てしまった事実は変わらない。だから、これからは仕事に生きて、あの金曜の夜に起こったことはすべて忘れようと思ったんだ。

「そ、それってクビってことですか？」

　声を震わせながら聞き返すと、上司はゆっくりと頷いた。

「まあそうだな。あと、今住んでる寮も今月末までに退去してほしい。その代わり退職金を上乗せして支払うから。それに、残ってる有給も消化してくれていい」

　ショックで頭が真っ白になる。

　その後、どうやって仕事をしたのか覚えていない。

　四月初めの肩叩き。誰が予想しただろう？

　例年なら新入社員が入ってきてフレッシュな気分になるところだが、仕事と住まいのふたつを同時に失うことになった私は、不幸のどん底に突き落とされた。

　ここ数日で、私の会社の環境はガラリと変わった。

　過去三年間の粉飾決算が先月発覚し、九千億円もの負債を抱え、株価は大暴落。外資系企業に買収される危機に直面している。

　先月末から、上司は毎日早朝会議があって大変だな、と他人事のように思っていた。その議題がクビ切りだったとは。

　派遣社員はもう雇わないとは噂うわさで聞いていたが、まさか自分がクビを言い渡されるなんて思わなかった。

　扶養家族もいなくて、寮に住む独身女は絶好のターゲットってわけか。

　寮は代よ々よ木ぎの一等地にあるし、売却すれば少しは金になる。保養施設や単身者の寮を売却して少しでも負債を減らすつもりなのだろう。

　そして、大規模なリストラ。表向きは、私はクビではなく希望退職になるとか。

　普通ならこんな性急に事は運ばないが、今は会社の存亡に関わる事態。他の社員も上司に呼び出されていたが、気にかける余裕もなかった。

　この六年間、残業も厭いとわず働いてきた。先月は終電で帰るのが普通で、残業も六十時間超え。

　会社のために尽くしてきたのに、この仕打ち。精神的ダメージが強すぎて涙も出ない。




　その日、家に帰ると、棚から通帳を出して残高を確認した。

　何度見ても五十万ちょっとしか残っていない。

　六年間働いてそれしか貯めていないのには理由がある。去年の十二月に大学の時に受けていた奨学金を一括返済したからだ。借金をいつまでも抱えているのは嫌だったし、身軽になりたかった。

　普段は無駄遣いなんてしないし、夏にはボーナスも出る。だから問題ないとタカをくくっていたのだけど……。

　どうする、私？

　この週末、クレジットカードで七万円のスマホを購入した。来月になればその引き落としだってあるのだ。

　いくら退職金を上乗せされるからって、勤続六年じゃ、もらう金額もスズメの涙ほど。充分な貯蓄もない。それなのに寮を追い出されるなんて……。

　しかも、私には頼れる実家というものがない。母は高校生の時に肺がんで亡くなり、父は商社マンで海外で橋を建設中。母が闘病している時に知り合った愛人と一緒に住んでいて、私が就職してからは一度も会っていない。頼れる兄も今はイギリスにいる。

　お先真っ暗じゃないの。

　ネットで調べてみたら、東とう京きょうのアパートは１Ｋで八万円前後。寮を出るとなると、敷金礼金に引っ越し費用がかかる。それに今住んでいる寮の家具や家電は備え付けだから、新しく買わなくてはいけない。

　……頭痛がしてきた。

「五十万じゃあ、全然足りないよ」

　その上、アパートを契約するには保証人が必要。でも、母を裏切って浮気した父には絶対に頼みたくない。大学進学の時だって父からは一切お金を受け取らず、奨学金をもらっていた。

　兄だったら力になってくれるだろうけど、この最悪のニュースを兄にだけは知らせたくない。

　兄はずっと海外に行きたいのを我慢して、父の代わりに私の面倒をみてきた。私が失業して寮も追い出されると知れば、優しい兄は仕事を放棄して戻ってくるかもしれない。それだけは避けなくては……。

　お兄ちゃんには、自分の人生をちゃんと歩んでほしい。

　不意に、兄と親しいあの男の顔が浮かんだが、慌てて打ち消した。

　あんな失態を犯したのに、遥に頼るなんてできないよ。

　ひとりでなんとかしなければと、保証人不要のマンスリーマンションも探してみたけど、家賃が月十万円前後と割高だった。

　失業したらますますアパート探しなんて難しくなる。保証人のことは後で考えよう。

　そう思って、その日から職探しとアパート探しを頑張ったのだが、四月という時期が悪かったのか、なかなか見つからない。

　今日は埼さい京きょう線沿線の埼さい玉たまの物件を見てきた。でも、まったく知らない土地だし、駅から二十分もかかる。

　寮に戻れば、身体はクタクタだった。お風呂を沸かす元気もなければ、食欲もない。

　ドサッとベッドに横になると、スマホが鳴った。

　画面を見れば兄からで、スマホを操作し、いつも通りの明るい声で電話に出る。

「お兄ちゃん、どうしたの？　平日に電話なんて珍しいね」

《楓の会社がニュースになってて心配になってね》

　ほら、離れていても私のことを心配してこうして電話をくれる。父とは大違いだ。

　私のことなんて心配しなくていいんだよ、お兄ちゃん。もう自分の好きなことだけ考えて生きてよ。

　それが、私の心からの願い。だから、兄に嘘をついた。

「大丈夫だよ。ちょっとボーナスの金額が減るってだけ。お兄ちゃん、私の心配なんかいいから、仕事に集中してね」

　兄を安心させるため、電話越しに笑ってみせる。

　嘘をついた罪悪感で少し胸が痛んだが、これも兄のためと自分を納得させた。

《俺はこっちの仕事が立て込んでいて今はどうしても日本に戻れない。だから、お前のことは遥に頼んでおいた》

　え？　遥？

　その名前を聞いて、血の気が一気に引いた。

「お、お兄ちゃん、私の話ちゃんと聞いてる？　私は大丈夫だから。遥なんかに頼まなくても平気だよ」

《会社クビになって、寮も退去させられるんだよね？》

　兄の言葉に絶句してしまう。

　それは、質問ではなく確認だった。狼狽うろたえずにはいられない。

　な、なんで海外にいるのにそんなこと知ってるの？

　そんな私の疑問に答えるかのように、兄は説明する。

《遥が教えてくれた。楓、苦しい時ほど強がるのはよそうね》

「は……遥が私のことを？　なんで？」

　あまりに動揺して声がなかなか出なかった。

《さあ？　理由はお前が一番よくわかっているんじゃないの？》

　その声音は穏やかだけど、あきらかに私と遥の間になにかあったと知っているような口ぶりだ。

　遥がお兄ちゃんに私と寝た……なんてバラすとは思えない。そこまで無神経で空気の読めない男じゃないはず。

　遥は去る者は追わずタイプの男だ。それにモテるから、私なんかに執着するはずがない。顔はイケメンだし、金も地位もあって女なんてよりどりみどり。

　あの夜だって、私にお願いされて仕方なく抱いたのだ。抱くつもりだった女性をバーで帰してしまったから、私はその人の代わりだったのかもしれない。

　そう考えると、胸がチクッと痛んだ。

　ああ……もう、なにがなんだか……。

　ただでさえ疲弊している頭の中がぐちゃぐちゃで頭痛がしそうだ。

「私には全然わからない」

　そう言ってシラを切るも、兄は簡単に騙されてはくれない。

《喧嘩したのなら早く仲直りするんだね。あいつ、お前のこと心配してたよ》

　フッと小さく笑って、兄は電話を切る。

「ちょっ……お兄ちゃん、遥に断って！」

　スマホに向かって叫ぶが、もはや兄には聞こえていない。

「……最悪だ」

　ポツリと呟き、悩ましげに額に手を当てた。

　顔なんて合わせられるわけがない。こうなったら徹底的に避けよう。あの金曜の夜の話なんかされたら、たまったものではない。

　なのに……頭も身体もあの時の遥を鮮明に記憶している。

　彼の甘い声も、その優しい温もりも……って、ああ～、考えちゃダメ！

　忘れるんだ。ただ夢を見た。そう思えばいい。

　そんなことよりも早く仕事を探して、アパート見つけなきゃ。でないと、ホームレスになっちゃうよ。

　ベッドに突っ伏して頭を抱えていたら、またスマホが鳴った。

　お兄ちゃん、なにか言い忘れたことでもあるのかな？

　すぐにスマホを見ると、それは遥からの電話だった。

　ひょっとしてあの夜のことを言われるんじゃあ。

　怖くて電話には出ず、スマホの画面をじっと見ていたら留守番電話に切り替わり、相手はメッセージを残したようだった。

　電話が切れると、スマホを操作して遥のメッセージを再生する。

《楓、折り返し電話しろ》

　その声を聞いてドキッとする。

　もっとなにか言われるかと思ったが、メッセージはそれだけだった。

　そのことにホッとしてハーッと息を吐く。

　ここに遥はいないのに、声を聞いただけで身体が緊張してしまう。電話なんてできるわけがない。

　なにを話そうっていうの？　お兄ちゃんへの口止め？　そんなことしなくたって、大丈夫なのにね。お兄ちゃんに『遥と寝たよ』なんて言うと思った？

　それとも、このタイミングでかかってくるってことは、私が失業するって話？

　遥が出てきたら、余計に問題が複雑になる。

　ベッドサイドにあるフォトフレームにちらりと目をやる。

　そこに写っているのは、兄と遥と私の三人。兄が渡英する直前に撮ったものだ。

　遥が馴れ馴れしく私の肩を抱いていて、私はそんな彼を睨みつけ、今にも揉めそうな私たちを、兄がニコニコ顔で見ているという三人の日常が凝縮された写真。

　それを見るだけで、遥との夜を思い出してつらくなる。

「お願いだから、私のことは放っておいて」

　写真の中の遥に向かって言うと、パタンとフレームを倒して見えなくした。

　でも、頭の中の彼はなかなか消えてくれない。

　その夜は悶もん々もんと遥のことを考えて、そのまま疲れて寝てしまった。




　それから、毎日のように遥から電話がかかってきたけど、全部無視した。

　職探しは相変わらずだし、アパートも見つからない。無常にも時間だけが過ぎていき、早くも四月の下旬になっていた。

　あと一週間でアパートを見つけるなんて無理だ。たとえ見つかったとしても保証人はどうする？

　追い詰められて、精神的にかなり参っていた。有給を取ろうにも、仕事の引き継ぎがうまくいっていない。

　私の後任は、元彼の浮気相手の渡辺さん。彼女は実家から通っているらしく、首切りの対象から外れたらしい。それに、私よりも若いしね。

「引き継ぎなんていいですよ。マニュアルさえきちんと作ってくれれば、あとは私がうまくやります。私、馬鹿じゃないんで」

　そう私に毒を吐いて定時で上がる彼女。

　月末にやらなければいけない仕事はたくさんある。それをマニュアルだけ見てやるって……なんて無謀な。

　小言を言ってやりたくなるが、その元気も今の私にはない。

　ブルブルッとデスクの上で震える私のスマホ。

　ラインのメッセージが入っていて、相手は佐倉先輩だった。

　あれから彼から何回も電話やメッセージが来たし、何度か会社の廊下で声をかけられたけど、構わず先輩を無視し続けた。先輩の顔を見ると、母を裏切った父と同じ嫌悪感を抱いてしまう。

【会って話をしたい】

　今回もそのままスルーしようかと思ったがやめた。またきっと彼はコンタクトを取ろうとするに違いない。だったら、自分から終わらせる。それが、私のプライドだ。

【私は話なんかありません。渡辺さんとお幸せに】

　素早くそう返すと、画面を操作して彼の連絡先をすべて消去する。

　これでもう彼に心を乱されることはない。どうせ私が会社を辞めたら、もう会わなくなる。人と人との繋がりなんて、簡単に切れるのだ。

　胸に苦い思いが広がるも、悲しくはなかった。

　他にも不幸なことが次から次に起こって、感覚が麻痺してるのかも。

　自虐的に笑って、ひとり黙々とマニュアルを作成していく。

　もう辞めてしまうからといって、仕事を適当になんかできない。私が辞めて業務が滞らないか心配になる。

　でも、きっと私がいなくても、会社は困らないだろう。私は歯車のひとつでしかない。代用がきく。事務職なんてそんなもの。

　そう考えると、虚しくなった。

　私は誰にも必要とされないのか。恋人にも仕事にも裏切られる。




　家に帰って、コンビニで買ったおにぎりを口にすると、少しずつ荷物をまとめた。

　でも、どこに引っ越すというのだろう。不安で頭がおかしくなりそうだ。

　ひとりで生きるって難しい。今までどれだけ兄の存在に救われていたか思い知らされる。

　棚の本を整理していたら、棚の上の家電が鳴ってビクッとする。

　電話に出るのも億おっ劫くうでそのままでいると、留守番電話に切り替わり、遥の少し苛立った声がした。

《このまま逃げられると思うなよ、楓》

「逃げるわよ。遥の世話になんてなりたくない」

　電話を見据えてそう言い返すが、彼には聞こえていない。

　それでいい。彼は忙しい人だし、時間が経てばそのうち諦めるだろう。

　私は自分の力で生きていく。誰の力も借りない。

　そう自分に言い聞かせるも、今後のことを考えると気が滅入ってしまい、眠れなかった。

　来月、私はどこにいるのだろう。もう私の居場所なんてないのかもしれない。

　不安しか頭に浮かばなくなっていた。




　熱はないが身体がふらふらする。

　次の朝、なんとか出勤するも、頭がボーッとして目が霞かすんだ。

　午前中は無事に仕事を終えたが、もうデスクの椅子に座っているだけでもつらい。処理を終えた書類を整理してデスクの上を片付けると、頭が痛くなってきた。

　マズイ……な。

　フーッと息を吐いて痛みをこらえていたら、隣の席にいる渡辺さんに話しかけられた。

「私、これから佐倉さんと一緒にランチなんですよ」

　彼女は席から立ち上がると、悪びれた顔もせず、ウキウキした様子で私にわざわざ報告する。

「……そう」

　もう佐倉先輩に対して興味なんてなかった。

　虚ろな目で返すが、彼女は私の反応が気に入らなかったのか、まだ私を見下ろしている。

「佐倉さんは私のものですから、今後は会わないでくださいね。仕事で会うこともないでしょうし」

　フフッと意地悪く笑う彼女。耳障りなその声をこれ以上聞きたくなかった。

　一刻も早くここを出て、ひとりになりたい。

　そう思って椅子から立ち上がるが、やっぱり身体がだるかった。

　早退したいけど……無理だな。仕事が溜まってる。

　少しくらっとめまいがしてデスクの上に手をつき、身体を支えた。

「ちょっと水無月さん、聞いてます？」

　眉間に皺を寄せ、渡辺さんがつっかかってきた。

　そこへ佐倉先輩がやってきて……。

「おい、やめろよ！」

　彼はすぐに状況を理解したのか、渡辺さんを睨みつけた。

　お願いだから、痴話喧嘩は私のいないところでやってほしい。

　頭痛が激しくなって、吐き気がしてきた。

「私は人のものは取らないよ」

　額を押さえながら仕方なく彼女に目を向け、きっぱりと告げる。

　私なりの精一杯の皮肉だ。

　だが、心身ともに限界にきていたのか、キーンと耳鳴りがする。目の前は真っ黒でなにも見えない。

　ああ……苦しい。誰か……たす……け……て。

　誰……か。

　身体がガクンとなって、暗い闇の渦が私を襲う。すると、いるはずもない遥の声がした。

「楓！」

　幻聴だろうか？

「は……るか？」

　そう呟くのがやっとで、意識はあるのに目が開けられない。

　きっと幻聴だ。ここに彼がいるわけないもの。

　全身から力が抜けて、すべての感覚が麻痺していく。

「馬鹿！　なにやってるんだ！」

　遥が私を罵ののしる声が遠くで聞こえる。

　またお説教するの？

　遥……。

　必死に頑張ったけど……もう疲れ……た……よ。

　彼の声になぜだか安心して、そのまま意識を手放した。










妹同然だった彼女と〔遥ｓｉｄｅ〕




「修也？　今、大丈夫か？」

　渡英している親友に夜電話をかけると、彼は俺の声を聞いてクスッと笑った。

《ああ。どうした、遥？　いつもメールなのに電話してくるなんて珍しいな》

　お前の大事な妹と寝たなんて、口が裂けても言えない。

　楓を抱いた次の日、俺がシャワーを浴びている間に彼女はいなくなっていた。

　気づいてすぐに電話をかけたが、繋がらなくて……。

　もちろんその後、彼女から連絡なんてない。

　普通の女なら後腐れがなくて、そのままにしておくのだが、楓は違う。

　彼女は親友の妹で、俺が密かに想い続けてきた女。他にも、放っておけない事情があって、修也に電話してしまった。

　今、胸にひしひしと感じるのは彼への罪悪感。修也が楓を溺愛していることを俺は知っている。

　修也とは昔から仲がよくて、ちょくちょく互いの家を行き来していた。修也の家に行くと、そこには必ず楓がいて一緒に遊んだり、勉強を教えてやったりした。俺には姉と弟はいるが、妹はいなかったから楓がかわいかったんだ。楓は修也をすごく慕っていて、自分もこんな愛らしい妹が欲しかったと高校生の時までずっと思ってた。

　だが、その気持ちは次第に変化して、大学生の時には楓のことをひとりの女として好きになっていた。

　大学生ともなると男女の付き合いは深くなって、女の強欲な部分だけがやたら目につく。たいていの女は俺の容姿や家柄に引かれてつきまとい、同年代の女を相手にするのに嫌気が差した。

　だが楓だけは違った。彼女は俺に媚こびないし、はっきりとものを言う。なにより俺自身を見てくれるところがよかったのかもしれない。

　修也の家に遊びに行って、楓を交えて三人で過ごす和やかな時間が好きだった。楓の素直で心が綺麗なところに癒やされていたんだと思う。

　普通の女ならすぐに手に入れていただろう。あえて楓にアプローチしなかった理由はふたつある。

　ひとつは、修也が大反対すると予想できたから。彼は俺が過去に特定の彼女を作らず、本気の恋愛をしてこなかったことを知っている。だから、俺が楓を口説けば、必ず全力で邪魔をしてくると思った。

　そして、もうひとつの理由は、俺が女を取っ替え引っ替えしているところを楓に見られ、彼女に敬遠されていたから。

　だから、自分の気持ちは隠し続け、ずっと修也の親友として彼女に接し、妹のようにかわいがってきた。

　でも、あの雪の日、俺は楓に会ってしまった。

　彼女と顔を合わせるのは、去年の九月に、渡英する修也を空港に見送りに行って以来。

　バーで彼女の姿を見つけた時、すぐに様子がおかしいと気づいた。

　ガラス細工のように繊細で美しくて、触れたら壊れそうで……。

　ボーッとグラスを見つめるその姿を、周囲にいる男性客たちもじっと見ていて、このままだと誰かに連れ去られると感じた。

　ひとりにはしておけない。

　取引先の女社長とそのバーで飲むつもりだったが、楓が心配で、女社長の誘いを断った。そして楓をうちに連れ帰ったが、彼氏に浮気されて自棄になっていた彼女は俺に抱けとせがんだ。

　抗えない魅力。

　彼女は俺を好きでもないのだから抱いてはいけない。

　絶対に手を出すな。抱いたら後悔する。

　そう必死に自分に言い聞かせるも、あいつに泣かれて理性が崩壊した。

　昔から楓の涙に弱い。

　いつも俺と口喧嘩するほど元気なのに、泣かれると調子が狂うのだ。

　抱きしめて、自分のものにしてしまいたい――。

　今まで抑えていた欲望が一気に溢れ出した。

　だからといって、それを彼女を抱いた言い訳にはできない。

　いつか修也にも報告しなければいけないが、それは楓と話をしてからだ。

「楓の会社が今ヤバイことになっているのは、そっちでもニュースになっているだろう？　多額の負債を抱えて大規模なリストラを行うって」

　平静を装って話を切り出すと、修也は急に真剣な声になった。

《その件については、これから楓に電話するつもりでいた》

　実の父親よりも楓の父親らしい彼。彼女のことが心配でならないのだろう。

　俺も楓のことが気がかりで、興信所に彼女の調査を依頼していた。

「俺が調べさせたところでは、今月末でクビを切られ、寮も退去させられるらしい。希望退職って名目でな。楓から聞いてないか？」

　俺の話がショックだったのか、少し間があった。

《……いいや。楓の性格からすると、自分からは言わない。すぐにでも日本に戻りたいが》

　修也は仕事のこともあって悩ましげに呟く。

「お前は研究開発の責任者だろう？　戻るなんて考えるな。ここは俺に任せろ」

　そう説得すると、彼はもどかしそうに言った。

《悪い。今回は遥に甘えさせてもらうよ。今、大事な時なんだ。それにしても、俺が頼んだとはいえ、ずっと楓のことを気にしていたのか？》

　確かに修也から楓のことを頼まれていたが、正直言ってあの夜までは彼女のことを避けていた。修也がいなくなって、楓への気持ちを抑えられる自信がなかったから。

　会わなくなれば、そのうち楓のことを忘れられると思ったのだ。

　もちろん、彼女が俺を頼ってきたら、いつでも助けてやるつもりだった。

　修也の質問に、ほんの一瞬本当のことを言ってしまおうかどうか迷った。だが、言えば余計に心配させてしまう。

「いや。たまたまだ。楓にこの前偶然会って……まあ、彼女の会社のこともニュースで知って気になってな」

　そう言って言葉を濁す。

《ふーん、たまたま……ね》

　俺の答えに引っかかりを覚えたのか、修也はそこを強調してくる。

　嘘はついていないが、無性に喉が渇いた。

　もっと追及してくるかと思ったのに、こいつは俺にいつもと変わらぬ穏やかな声で言う。

《楓のことを頼むよ。結構強がりで無茶ばっかりするから》

「ああ。わかってる」

　自分に誓うように返事をすると、彼との通話を終わらせた。

　そう、楓のことを俺はよく知っている。彼女の思考も、行動パターンも、修也の次に理解しているのではないかと思うほどに。

　それから、また楓に電話をかけたが、案の定彼女は出なくて、避けられていると思った。

　伝言を残したが、かけ直してこない。俺と話をするのが気まずいのだろう。

　きっと彼女はあの夜のことを後悔しているはずだ。だが、もうなかったことになんかできない。

　いや、なかったことになんかさせない。

　楓を抱いた夜に決意した。親友を失っても、必ず彼女を手に入れると――。

　出ろよ。

　そう念じながら再び電話をかけたが、また留守番電話に切り替わり、苛立ちが募った。

「このまま逃げられると思うなよ、楓」

　半ば脅しのようなメッセージを残して電話を切る。

　こんな調子では、一年経っても彼女には会えない。電話じゃダメだ。直接会いに行こう。

　そう思って何度か彼女の寮を訪ねたが、いつ行っても不在だった。俺も仕事があるから、帰ってくるまで待っているわけにはいかない。

　どうしようか考えあぐねていたところ、彼女の会社の社長から社内システムのセキュリティのことで相談したいとタイミングよく連絡があった。

　なんでも不良債権問題で全世界に悪い意味で名を知られたシュテルンは、ハッカーからサイバー攻撃を受けているという。組織がぐらついている今なら容易にシステムに侵入できると思われたのだろう。不良債権に加え、個人情報や会社の機密情報が流出すれば致命的だ。シュテルンは倒産する。

　俺は、サイバーセキュリティ関係のソフトの販売やサービスを提供する『ＥＮＤｌｅｓｓエンドレス』という会社の社長。俺が友人と大学の時に起業した会社で、赤あか坂さかにある本社オフィスには、約二百人の社員が勤務している。

　マザーズにも上場していて、社員の平均年収は一千万という超優良企業に成長した。顧客は政府機関や大企業などの法人が多い。

　すぐにうちの技術者を引き連れてシュテルンに向かい、先方の社長や技術者と話をした後、俺は楓のことを切り出した。

「実は、御社で僕の婚約者が働いているんですよ」

　婚約者というのは真っ赤な嘘だが、その方が親密さが伝わっていいと思った。

「ほお、それはうちと御縁があるんですね。部署はどこですか？」

　俺の話にシュテルンの社長は関心を示す。

「総務部で主任をしているんです。名前は水無月楓といいます。彼女の仕事ぶりをちょっと見てみたいのですがいいですか？」

　公私混同しているのは承知の上だ。だが、なりふり構ってなんかいられない。今は一刻も早く楓をつかまえる必要がある。ここまで来たらもう手ぶらでなんか帰らない。

「もちろんですよ」

　俺の頼みをシュテルンの社長は快く了承し、男性秘書の案内で俺は総務部へ向かった。

　ちょうど十二時を過ぎて、お昼を食べに行く多くの社員とすれ違う。

　楓と行き違いにならなければいいのだが。

　そんなことを考えながら総務部に足を踏み入れれば、なにか言い争う声がした。

「おい、やめろよ！」

　眼鏡をかけた三十代くらいの男性社員が、楓の横にいる若い女性社員を睨みつけている。楓の顔は青白く、ひどく疲れた顔をしていた。

「私は人のものは取らないよ」

　頭痛がするのか頭を押さえながら、楓は隣にいる女性に向かって言う。

　その直後、突然楓が床にくずおれて、慌てて駆け寄った。

「楓！」

　彼女の身体を抱きとめるが、あまりにか細くて驚く。

「は……るか？」

　俺の声に反応して、俺の名を小さく呟く楓。

　だが、目は開けない。

　こんな状態で出勤してるなんて……。

「馬鹿！　なにやってるんだ！」

　場所を忘れつい怒鳴るが、そのまま楓は俺の腕に倒れ込み、意識を失った。

　あの日と比べてかなり体重も減っている。

　そんな楓を、そばにいたふたりは呆ぼう然ぜんと見ていた。

　ボーッと突っ立ってるだけかよ。

　苛立ちを感じながら、案内してくれた秘書に声をかける。

「救急車呼んでください！」

　ただの貧血ではないと思い、救急車で俺の知人が勤務している大学病院へ楓を運んだ。

　念のため全身の検査をしてもらった結果、医師には過労と栄養失調だと告げられた。

　そして、今、楓は病室で点滴を受けている。

　午後の予定をすべてキャンセルするよう、俺の秘書をしている姉に電話をかけると、また彼女に付き添った。

「お前、かなり痩せたな」

　楓の寝顔を見ながら呟く。

　この飽食の時代に栄養失調ってなんだよ。

　リストラされた上に住むところも失うことになり、おまけに俺なんかと寝て、ひとりで悩んで苦しかったのだろう。

　今こいつのそばにいられるのは俺しかいない。こいつを苦境から救い出せるのも俺だけだ。

　今後のことを考えながら楓の顔を眺めていたら、彼女が目を開けた。

「う……ん？」

　目を瞬きながら起き上がろうとする楓の肩に手を置いて、横になるよう促す。

「点滴してるんだ。寝てろよ」

　俺の声に驚いてビクッとする彼女の身体。

「……遥？　え？　なんで？」

　俺の顔を見て楓は固まる。あきらかにショックを受けている顔だ。

「俺の電話を無視するから職権濫用して会いに行ったら、お前が急に倒れて、救急車で病院に運んだんだよ。過労と栄養失調で一週間入院だそうだ」

　俺の説明に楓は顔を青くする。

「……入院？　無理だよ。そんなことしてる場合じゃない」

　パニックになりながらまた起き上がろうとする彼女の手を掴み、叱りつけた。

「会社に戻って仕事するって？　また倒れるぞ！」

「だって……」

　俺に反論しながら起き上がろうとして、楓はよろけた。

「ほら、無理して起き上がるからだ」

　すかさず楓の身体を支えて、注意する。

　悔しそうに唇を噛みしめる彼女。不甲斐ない自分に苛立っているのだろう。

「今はまずゆっくり休め」

　今度は優しく声をかけて楓を寝かせた。

「遥……迷惑……かけて……ごめん」

　布団で顔を覆いながら、彼女は申し訳なさそうに謝る。

　あの夜のことがあるから俺の顔は正視できないか？　だとしたら、今はその話を持ち出さない方が賢明だな。楓をますます追い詰めてしまう。まずは体調を戻さないと。

「そう思ってるなら早く元気になれよ。お前が弱ってるといじめがいがない」

　フッと笑いながら言うと、彼女は布団で顔を隠したまま文句を言った。

「……なに、その言い草」

「いいから、黙って寝てろ」

　手を伸ばしてその頭を撫でるが、楓は憎まれ口を叩いた。

「もう頭が起きたから寝られない」

　修也に言われたのならすぐに従うくせに、俺が命じると必ず逆らう。

「子守唄でも歌ってやろうか？」

　ニヤリとしてからかえば、ムスッとした声が返ってきた。

「余計寝られなくなる」

「十秒以内に寝なければ、キスするけど？　十、九、八、七……」

　俺がカウントを始めると、楓は急に黙り込む。

　予想通りの反応。

「普通の女は泣いて喜ぶんだが、お前は嫌なんだな」

　嫌みったらしく言えば、彼女はボソッと反論した。

「自分がモテるからってうぬぼれすぎよ」

「寝ないってことは、やっぱりキスしてほしいんだ？」

　俺の指摘に、楓はしまったとでもいうようにハッと息をのむ。

「大人しく寝ない子にはお仕置きだ」

　布団を剥がして顔を近づけると、ギュッと目を瞑つぶった彼女の額にチュッと口づける。

「おやすみ」

　そう声をかけても、すぐに楓が寝ないのはわかっていた。静かになったが、彼女は俺を警戒して起きている。

　病室がシーンとしているせいか、楓の緊張が俺に余計に伝わってくるのだ。

　そんなんじゃあ、いつまで経ってもよくならない。ここに修也がいたら……そう思わずにはいられなかった。あいつがいたら、安心してぐっすり眠るんだろうな。

「なにも心配いらない。もうひとりで頑張らなくていい」

　修也のようにゆっくりと穏やかな声で彼女に伝える。

　すると、気が緩んだのか、微かすかにすすり泣きが聞こえてきた。

　今は俺を兄と思えばいい。

「大丈夫。そばにいるよ」

　優しく楓の頭を撫でていたら、そのうち静かな寝息が聞こえて、ホッと胸を撫で下ろす。

　入院することにはなったが、楓は今、俺の手中にある。とりあえず一安心だ。

　なんせ、あの夜のことがあってからずっと彼女のことを考えていて、仕事をしていても全然集中できなかった。

「俺を悩ます女なんて、お前くらいだ」

　楓をじっと見つめ、苦く呟く。

　艶つややかな髪、キラリと光る魅惑的な瞳、そしてふっくらとしたリンゴのように赤く色づいたその唇……。

　そんな彼女に魅了されずにはいられない。

　あの夜は本能的に楓を欲して、すべてを俺のものにしてしまいたい衝動に駆られた。

〝魔が差した〟という言葉がぴったりで……。

　他の誰にも奪われたくなかったんだろうな。彼女を俺だけのものにしたかったんだ。

「悪いがもう俺からは逃げられない。覚悟しろよ、楓」

　少し罪悪感を抱きながらも、今は夢の中の彼女にそう告げた。










彼との約束事




「今日からここがお前の家」

　遥が悪魔な顔で告げ、重厚な観音開きのドアを開ける。

「ちょっと待って！　遥の家に一緒に住むってこと？」

　その言葉が信じられなくて、思わず彼の腕を掴んで聞き返した。

　四月末、病院を無事に退院した私は遥の車に乗せられて、あの麻布のマンションに連れてこられた。

　寮にまっすぐ送ってくれないから、なにかおかしいと思っていたのだけど……。

　入院中、栄養失調と過労の原因を聞かれて仕方なく彼に自分の窮状を説明した。

　だから私がどこにも行くあてがないと思って、義務感からここに連れてきたのかもしれないが、三十五階建ての最上階にあるその豪華な家に入ると、彼と身体を重ねた夜のことを思い出して胸が苦しくなる。

　私が入院していた時、ありがたいことに彼はその話題を一切口にしなかった。だから私もなにもなかったふりをし続けてきたけど、急に彼を意識して身体が緊張してくる。

　そんな私の胸の内を知ってか知らずか、遥は普段と変わらない様子で俺様発言をした。

「そう。お前は居候ってことになるな。俺のことを〝ご主人様〟と呼んでもいい」

　私の苦境を知っているくせに偉そうに言うので、ムカついた。

　あなたの辞書には〝思いやり〟って言葉はないの!?

「誰が呼ぶもんですか！　帰る」

　くるりと踵を返す私の肩をすかさず遥が掴む。

「帰るってどこに？」

「寮よ」

　間髪を容れずに当然のように答えた。

「お前の荷物はもうここにあるけど」

　遥は玄関から一番近いドアを開けると、しれっとした顔で言う。

　そこには、有名な引っ越し業者の段ボール箱が五箱積み上げられていた。

　それを見てあんぐりと口を開ける私。

「……いつの間に？」

「今日が退去日だろう？　お前が入院して動けないから、業者に俺が依頼しておいた。〝楽々お任せパック〟でな。感謝しろよ」

　遥は恩きせがましく言う。

　確かに今日が退去日の予定だった。でも、こちらの事情を総務部長に伝え、数日延ばしてもらったのだ。

　会社も今日が最終出勤日で、引き継ぎが終わっていなくて気がかりだったけど、なにかわからないことがあれば私に連絡するよう言付けておいた。

　それで、ちょっと気持ちが楽になった私。

　追い詰められて、いろいろ難しく考えすぎたんだよね。

　今日退院して寮に戻ったら、本や食器を処分しようと思っていた。そうすれば、私の荷物は洋服ぐらいしか残らない。それで、期日になったら親友のアパートに数日泊めてもらい、先のことはまた後で考えようと入院中計画を立てていたのに……。

「なんでそんな勝手なことするの！」

　沸々と怒りが込み上げてきて、キリッと遥を睨みつけた。

「言ったら、お前病院抜け出すからな」

　少しも悪びれた様子を見せない遥に余計に腹が立つ。

「だからって相談もなく引っ越し業者に頼むなんてひどい！　だいたい鍵はどうしたのよ？」

「俺の名刺を渡して管理人にお前の婚約者だって説明したら、すんなり開けてくれた。お前の貴重品は俺が預かってるから安心しろ」

　遥は有名企業の社長だし、経済誌の表紙になったり、テレビにも出ていて世間にその顔を知られている。だから、管理人も彼の話をすんなり信じたのだろう。

「遥の婚約者になった覚えはないですけど？」

　冷ややかな眼差しを向ければ、逆に遥にギロリと睨まれた。

「お前、自分の状況わかってる？　職もなく行くあてもない。俺に文句言える立場か？」

「友達のところに行くつもりだったわ！」

　ギュッと拳こぶしを握り、声を荒らげて反論する。

「どうせ１Ｋのアパートとかで、数日泊めてもらう程度だろ？」

　図星を指され、言葉に詰まった。

「そ、それは……」

「問題を先送りにしてるだけで、なんの解決にもなってない。住所不定でちゃんとした職に就けると思うなよ。グダグダ言わずにここに住め」

　有無を言わせぬ鋭い眼光。人の上に立つ者の目だ。

　この人にとっては、私と寝たことなんてどうでもいいことなんだろうな。

　でも、私は違う。自暴自棄になって寝た相手と一緒に住むなんて無理だ。

　だけど、それを面と向かっては言えない。

　どうすれば彼と同居せずに済む？　遥の言っていることは正しい。彼を納得させて同居を思いとどまらせる理由……なにかないの？

　混乱する頭で必死に考える。

　黙り込む私を見て、遥は容赦なく私の弱点をついてきた。

「お前が従わないなら、修也に連絡するしかないな」

　遥はわざとらしく溜め息交じりの声で呟き、スマホをズボンのポケットから取り出した。今にも兄に電話しそうな彼の手を慌てて止める。

「待って！　お兄ちゃんの邪魔はしたくない」

　ただでさえ入院して心配をかけたのだ。遥が『俺がついてるから』とうまく取りなしてくれたからよかったけど、次になにか起これば絶対に兄は戻ってくる。

「だったら、どうすればいいかわかるだろ？　俺だって、修也の研究のスポンサーだし、あいつの邪魔はしたくない」

　遥は今度は穏やかな声で私を説き伏せようとする。

　相手は私より一枚も二枚も上うわ手て。でも、彼に従い、ここに一緒に住むなんてできない。

「……遥にもうこれ以上迷惑はかけられないよ」

　私の言い訳に彼は眉根を寄せた。

「迷惑？」

「栄養失調で倒れていろいろと面倒かけちゃったから」

　嘘は言っていない。それも私の本心だ。

　救急車を呼んで私に付き添ってくれたし、仕事が忙しいのに毎日お見舞いに来てくれた。そして、今日の退院だって当然のように彼が迎えに来た。

　いくら親友である兄に頼まれたとはいえ、なかなかできることではない。

「余計な心配するな。お前に路頭に迷われると、そっちの方がスゲー迷惑なんだけど」

　遥は腕を組み、顔をしかめながら私を見据えた。

「でも……一緒に住むっていうのは、ちょっと。遥だって、家に女の人呼びたい時もあるでしょう？」

　私なりに気を遣ったつもりだが、くだらないとでもいうように彼は一笑する。

「俺は自分の聖域に女は呼ばない。その気があると誤解されても嫌だからな」

　じゃあ、私はなんなのよ……と、ツッコみたくなったがやめた。

　あきらかに私の分が悪い。兄に連絡されては困る。

「それでも遥の邪魔になるよ。一生のお願いだから、お金貸してアパートの保証人になってくれない？　もう迷惑かけないし、必ずお金返すから」

　プライドを捨て、拝むように手を合わせる。その方が彼にとっても都合がいいと思った。

　だが、彼は厳しい表情で首を横に振る。

「ダメだな。俺はビジネスマンだ。無職の人間の保証人にはならないし、金も貸さない」

　彼の言い分はもっともだ。それでも……。

「そこをなんとかお願いします！」

　ダメもとで床に土下座して頼み込む。頭を床につけていても感じる彼の視線。

　数十秒の沈黙。ハラハラしながら彼の答えを待った。

「……仕方がないな。これから一カ月、俺との約束を守れたら、お前の頼みを聞いてやってもいい」

　もったいぶった言い方だったが、その台詞せりふに驚いて顔を上げる。

「約束って？」

　まっすぐに遥を見て確認すると、彼は病院の先生のような口調で言った。

「その一、しっかり食事と睡眠を取って、お前のベスト体重に戻すこと」

　この一カ月で四十六キロあった私の体重は、四キロも減ってしまった。彼はそのことを心配しているんだと思う。

　入院して少し戻したが、まだもとの体重には三キロ足りない。でも、普通の生活ができれば三キロ太るのなんて簡単だろう。

「はい」

　コクリと頷くと、彼は淡々と続ける。

「その二、外で酒は飲まないこと」

　遠回しにあの夜のことを責めているのだ。苦い思いが胸に広がるも、小さく返事をする。

「……はい」

「その三、俺の会社で働くこと」

　遥はまるで初めから決めていたように、間を置かずに口にした。

「遥の会社で？」

　その条件に驚きで目を丸くすると、彼は壁にもたれかかりながら補足した。

「仕事が見つかるまででいい。お前の監視も兼ねてるがな」

「……わかった」

　もう贅沢は言ってられない。渋々ではあるが、オーケーした。

　彼の言う条件をなんとかクリアして、またひとり暮らしをするんだ。

　そう覚悟を決めたところで、遥はさらに言葉を紡ぐ。

「その四……」

「え？　まだあるの？」

　条件が多すぎない？

　少しうんざりしながら遥を見据えれば、彼は私の目を見てニヤリとした。

「俺に絶対に惚ほれないこと」

「は？」

　ポカンと口を開けて聞き返すと、彼は額に手を当てて困ったように言った。

「まあ、お前なら俺に惚れることはないと思うが念のため。なんせこの美貌だからな。一緒に住んで、俺にメロメロになられても困る」

　多分、普通の女なら遥に瞬殺されるのだろうが、イケメンは兄で見慣れているため、胸がキュンとなることはない。逆にその発言に呆れてしまう。

　どれだけ自信家なのよ！

「なるわけないでしょう。遥みたいな女ったらし、タイプじゃないわ」

　冷ややかに否定するが、遥はどこかおもしろそうに目を光らせた。

「それはよかった。まあ許せ。いろいろと変な女につきまとわれて俺も困ってるんだ」

　それは嘘ではないだろう。でも、私に自慢すること？

　反感を持たずにはいられない。

「それは、来るもの拒まずで手を出すからでしょう？」

　遥に聞こえないようボソッと毒づくが、彼にはしっかり聞こえていたようで……。

「抱いてくれってうるさい女がいるからな」

〝お前のことだ〟と言わんばかりのその流し目。

　遥の皮肉に思わず唇を噛む。

　こいつ……私をいじめて楽しんでいるよね！

　とにかく、四番目の約束は絶対に守れる自信がある。

　遥も保護者面してるけど、本音は私を早く追い出したいのだ。

「絶対に好きにならないから安心しなさいよ！」

　遥に向かってあっかんべーをするが、彼は涼しげな顔でスタスタと歩き始め、家の中を案内する。

「このゲストルームがお前の部屋。トイレ、バスもついてる」

　彼の態度にムッとしていた私は返事はせず、ただ黙ってついていく。

　ここから出ていった日は、気が動転していてじっくり眺める余裕なんかなかった。今も緊張からか、手にうっすらと汗をかいている。

　遥のマンションの部屋は７ＬＤＫか８ＬＤＫといったところだろうか？

　私はこんなにビンボーなのに、この人は超セレブ。

　神様って不公平……とぼやきたくなるけど、遥が寝る間を惜しんで今の地位を築いたのを知っている。親の援助なく、全部自分の力で手に入れたものだ。

　そういう仕事に対する真剣な姿勢は私も尊敬している。

「ここが俺の書斎で、そっちがもう知ってると思うが俺の寝室。寂しくなったらいつでも来ていい」と軽口を叩く遥。

　彼の寝室を見て気まずくなるも、彼にからかわれ、感傷に浸る間もない。

「寂しくなんかなりません！」

　ツンケンして言えば、遥はクスッと笑った。

「そんな意地張らなくていいのにな」

　……その口にガムテープを貼ってやりたい。

　拳を握って怒りを抑えていたら、次はキッチンとリビングに案内された。

「キッチンにあるものは自由に使っていい。あと、月曜と木曜に家政婦が来るから」

　それって家政婦って名の愛人？

　そんなことを考えていたら、私の顔を見て思考を読んだのか、彼はその家政婦について付け加える。

「言っておくが、五十代のおばさんだ」

「おばさんねえ」

　遥の言葉が信じられず疑いの眼差しを向けると、彼はシニカルな笑いを浮かべた。

「以前若い女が派遣されて来たんだが、なにを勘違いしたのか、俺のベッドで裸で待っていてな。気持ち悪いからすぐに追い出して、ベッドも新しいのに買い替えた。それからはおばさんしか雇わないことにしている」

　その話にぞわぞわと鳥肌が立った。聞くだけでホラーなんですけど。

「それはご愁傷様です」

　なんの感情も込めずにそう声をかける。

　多くの女のターゲットにされる男。イケメンも大変なんですね。

　じーっと遥を見ていたら、彼と目が合った。

「お前、人の不幸を笑ってるだろ？」

　不満そうな顔の遥に、首を左右に振って否定する。

「いえいえとんでもありません。心から同情してま……」

　フフッと笑いがこみ上げてきて、最後まで言えなかった。

　ダメ。笑いが止まらない。

「笑うな」

　ツンと私の額を指で突く遥。でも、本気で怒ってはいない。口元が緩んでいる。

　そして、ハハッとふたりで大笑いした。

「もうすぐお昼だな。なに食べたい？」

　不意に遥が壁時計に目をやり、私の希望を聞く。

「病院でずっと流動食みたいなの食べてたから、味の濃いジャンクフードがいい」

　味の薄い食事にはもううんざりだ。

　期待を込めてお願いしたら、彼は少し考え込むような顔でオーケーしてくれた。

「ピザでも取るか。ストレス溜めるのもよくないしな」

　ピザ……いいかも。トマトソースベースにシーフードがたっぷりのってるのとか食べたい。

「じゃあ、唐揚げとコーラもつけて」

　嬉き々きとした顔で言うが、コンと頭を叩かれて却下された。

「調子に乗るな。お腹壊してまた入院になる」

「また子供扱いする」

　じっとりと遥を見て文句を言うと、彼は急に表情を変えた。

「大人扱いしろって？」

　キラリと妖あやしく光るその目。あっ、なにか嫌な予感。

「い……いや、子供扱いでいいです」

　危険を察して後ずさるも、遥にやすやすと捕らわれた。そして、なぜかクルッと身体を反転させられ、背後から抱きしめられる。

「ちょ……遥、なにすんの！」

　必死に抵抗するが、力では男の彼に到底敵わない。

　そんな私を嘲笑うかのように、彼は我が物顔で私の胸に触れてきた。

「ぎゃあ！」

　遥の突然の行動に驚いて、変な声をあげてしまう。

「俺が抱いた時はもっと胸あったのにな」

　人の胸を鷲掴みして、至極残念そうに呟く遥。

「もっと太れよ。抱き心地が悪くなる」

「このエロジジイ！　そんな大人扱いいらない！」

　ブルブルと身体を震わせながら罵ると、遥は意外にもすんなりと私を解放した。

「なんだ。俺にまた抱かれたいのかと思った」

　彼は悪びれた様子もなく、ニヤリとしながらあの夜のことに触れてくる。

　まったく油断も隙もない。心臓がバクバクする。

「あんなことはもう絶対に起こらないから！」

　あの時は、佐倉先輩に浮気されて精神的におかしくなってただけ。

　狼狽えつつもそうきっぱり宣言するが、遥は私をじっと見て意味深な言葉を投げた。

「楓、世の中には〝絶対〟なんてあり得ないんだよ」










俺様に付き合わされて




「お前、リールゆっくり巻きすぎ。それじゃあ、ルアーが池に沈む」

　隣で釣りをしている遥に注意される。

　なぜ私は五時に叩き起こされて、群ぐん馬まの山奥で釣りをしているのだろう。

　さっき腕時計を見たら八時過ぎだった。

　昨日、渋々遥の家に居候することを受け入れた私は、荷解きをしたり、近くの公園を散歩したりと、割とゆっくり過ごした。

　でも、遥に言われた言葉がずっと気になっていて……。

『楓、世の中には〝絶対〟なんてあり得ないんだよ』

　遥は口元に笑みを湛たたえながらそう言った。

　だったら、『俺に絶対に惚れないこと』ってのはなんなの？　私が遥に惚れるって予言ですか？

　となると、私は約束を守れず、ひとり暮らしはできないって暗に言っていることになる。でも……それは遥にとって面倒な事態では？

　それに、私が遥の家に住み続けても、彼は全然得をしない。

　あ～、わからない。あの言葉の真意はなに？　本人に聞いてもきっとはぐらかすに違いない。

　そんなことを悶々とベッドの中で考えていたら眠れなくなってしまい、寝不足だ。ここに来るまでに車の中で少し寝たけど、まだまだ眠い。

「ルアー釣りなんて初心者なんだもん。よくわからないわよ……あふ」

　あくびをしながら言い訳すると、私は遥が持ってきた折りたたみ椅子にドスンと座り込んだ。もう付き合っていられない。

　ここに着いてから一時間。私はまだ一匹も魚を釣っていないのに、遥はもう十匹も釣っている。

　なぜこいつの趣味に付き合わされるために、私も早起きさせられたのか。

　あの広く、ゴージャスな家でひとりお留守番したかったな。

　今日は五月一日。カレンダーの上では平日だけど、遥の会社は六日までＧＷ休みだという。

　彼の会社で働くことが決まってるから、私ものんびりしていられるのだけど。

　もしあのまま友人のアパートにお邪魔してたら、今頃ハローワークに悲壮感漂う顔して通っていたかもしれない。とりあえず仕事と住むところの心配がなくなって、精神的にかなり楽になった気がする。

　結果的に遥が正しかったって認めるのは悔しいけどね。

「お前やる気ゼロだな」

　椅子に座ってボーッと池を眺める私をスーッと目を細めて見る遥。

「だって、一匹も釣れないんだもん。戦意喪失」

「じゃあ、俺と賭けをしようか？　十匹釣ったら、お前にコーラを奢ってやる」

　コーラと聞いてちょっと目が覚めた。

　昨日ピザを食べた時にすごく飲みたかったんだよね。遥が麦茶かお水しか飲ませてくれなくてさあ。

「でも十匹なんて無理だよ」

「お前には特別なルアーをつけてやるよ」

　ニヤリとして、遥はルアーがたくさん入ったボックスの中から蝶みたいな羽根のついたルアーを取り出し、自分の釣り竿のものと交換する。

「その蝶みたいなので釣れるの？」

　半信半疑の私に向かって、彼は不敵に笑う。

「まあ、見てろ」

　ルアーをキャストして、遥が一定のリズムでリールを巻く。すると大きな魚が数匹追いかけてきて、思わず椅子から立ち上がってその様子を眺めた。

　一匹がパクッとルアーに食いつく。

「あっ、かかった！」

　たった一投目で魚が食いつき、思わず声をあげる私。

　遥はそんな私をチラリと見て満足気に笑い、リールを巻き上げ、竿を引っ張って魚を釣り上げる。すると、三十センチほどのニジマスがかかっていた。

「これならお前でも簡単に釣れる」

　そう言って、魚の口から針を外すとすぐに池に戻し、その竿を私に手渡した。

「確かに釣れそう」

　さっそく私も、魚がたくさんいるところにキャストしてリールを巻く。すると、さっき遥がやったみたいに魚が追ってきてパクッ。

「やった！」

　竿が魚の重みでブルブル震えた。

　必死で逃げる魚と数十秒格闘しながらも、なんとか釣り上げる。

　かかっていたのは、二十センチほどのこれもニジマス。土の上で魚が暴れてうまく掴めず、すぐに遥に助けを求めた。

「遥、外せない」

「はいはい」

　嫌な顔はせず、慣れた様子で魚から針を外す彼。

「初めて釣った感想は？」

　インタビュアーのように聞いてくる彼に、とびきりの笑顔で返した。

「楽しいかも。魚がかかった瞬間がおもしろい」

「まずは一匹。あと九匹目指して頑張れ」

　遥はにこやかに笑って魚を逃す。

　それから七匹までは、途中糸が絡まったりもしたけどなんとか順調に釣り上げた。

「私……釣りの天才かも」

　ニマニマしながらリールを巻いていたら、遥に笑われた。

「調子に乗りすぎ。そのルアーなら六歳の子供でも釣れる」

　遥は金具のリールの色を時々変えながら、五十センチを超える大物を何匹も釣っている。昔はよく兄とここに来ていたっていうし、かなり釣りが好きらしい。

　お昼になると、魚もお腹いっぱいなのか、私のルアーにも反応しなくなった。

「今は釣れない時間帯かな。腹減ったし、ランチにするか」

　遥の一声で、車で近くのファミレスに向かい、腹ごしらえをする。

　お腹がいっぱいになったせいか、うとうとしてしまって、気づいたら彼に起こされていた。

「楓、起きろ。そろそろ釣り場に戻るぞ」

「ん？」

　なんでこんな近くで遥の声がするの？

　そんな疑問を持ちながら目を開けると、なぜか彼の膝枕で寝ていて……。

「おはよう」と遥が極上の笑顔で私の顔を覗き込んできて、ドキッと心臓が跳ねた。

「わっ！」と声をあげて上体を起こしたら、彼に苦笑される。

「俺はお化けか」

「は、遥の膝で寝てたんだもん。ビックリするよ」

　激しく狼狽えながら言い訳する。

　バクバク音を立てる心臓。動悸がおさまらない。

　至近距離だと王子様フェロモンが半端ないんですが。

　でも、彼は向かい側の椅子に座っていたはず。

「な、なんで遥が隣に座ってるの？」

　動揺を隠そうと目の前の水をゴクゴクとがぶ飲みしていたら、遥がテーブルに片肘をついてクスッと笑った。

「お前が食事の後、子供みたいにうとうとして椅子から落ちそうだったからだよ」

　彼の説明に赤面してしまう。

「……それはすみません」

　恥ずかしくて声がしりすぼみになった。

　起こさずに、ずっと寝かせてくれたのか。そのちょっとした優しさが、今の私にはなんだか照れくさい。いつもの遥なら叩き起こしそうなのにな。

「じゃあ、後半戦。行くぞ」

　ポンと遥に肩を叩かれ、「はい！」と思わず背筋を正して返事をしてしまう。

　あっ、なんだか体育会系のノリ。

　こっちの方が心臓がバクバクするより気が楽だ。




　それからファミレスを後にすると、すぐに釣り場に戻って後半戦。

　あと三匹でコーラだ！

「えい！」

　勢いよくキャストして、来い、来いと念じながらリールを巻く。

　魚がルアーをツンツンしている感触が伝わってきた。今だ！と竿を上げてリールを巻くもバラしてしまう。

　それを三回繰り返す。

「あっ、また逃げられた。ひょっとして私スランプ？」

　ブツブツ独り言を言っていたら、隣にいる遥がククッと肩を震わせた。

「お前、初心者なのにスランプってなんだよ。笑わすなよ」

「朝は結構いい調子で釣れてたのに、おかしい」

　じーっと魔法のルアーを見る。

「焦って早く巻きすぎなんだよ。もっとリラックスしないと。今のお前、邪心だらけ」

　遥に指摘され、今度はなるべく無心で釣りをする。

　すると、魚が食いついた。

　ニンマリしながらも、少し我慢。余裕を持って糸を巻き上げたら、八匹目が釣れた。

「わーい、釣れた！　あと二匹。遥、取って！」

　大喜びで横にいる遥に目を向ければ、彼は六十センチはありそうな大物と格闘中。

「楓名人、自分でやってみろ！」

　遥からそう声をかけられ、自分が釣り上げた魚をじっと見た。

　私にできるだろうか？　魚に触るの苦手なんだよね。しかも、元気よく飛び跳ねている。

　恐る恐る手を伸ばして魚を掴むと、当然だがその魚は手の中で暴れた。

　うっ、ニュルッとしていて掴みにくい。

「針外すんだからじっとしてて」

　魚に人間の言葉が通じるわけがないのだが、つい強い口調で命じてしまう。

　なるべく魚を傷つけないよう慎重に針を左右に動かして、口から外した。

「あっ、私にもできた！」

　そう声をあげたら、パシャッとカメラの音がした。

「やればできるじゃん」

　五メートルほど離れた場所で、遥がスマホを手にニコッと笑う。大物を釣り上げたのか、彼の足下に大きな魚が横たわっている。

　針を外した魚をそっと池に戻してやると、遥のもとへ駆け寄った。

「わ～、すごく大きいね」

　スマホで写真を撮りながら、「こいつはちょっと手こずった」と遥がハーッと溜め息をついてぼやく。

「私なら腕が持っていかれそう」

　よくこんな重そうな魚をあんな細い竿で釣ったよね。感心してしまう。

「お前なら池に引きずり込まれるだろうな。今まで釣った中で一番かもしれない」

　魚を見て遥は満足気な顔をするが、すぐにリリースした。

「もう放しちゃうんだ。なんかもったいない」

　少し残念そうに魚を見送ると、遥がクスリと笑う。

「あんなの家で飼うわけにもいかないし、調理するのも大変だろ」

「確かに」

　それから九匹目を釣り、十匹目を釣ろうと意気込んでいたら、大物がかかった。

「あっ、私にもすごいのきた！」

　竿をしっかりと握りながら叫ぶ。

　腕が重い。私にも釣れるかもしれない。

　そう思って格闘するも、魚は必死に逃げる。

　こうなったら意地だ。

　遥が「手を貸そうか？」と声をかけてきたが、「大丈夫」と断った。

　自分の力で釣ってやるんだから。

　竿を引きながらリールを巻くが、魚は逃げ回り、せっかく巻いた糸がまた伸びていく。池の周囲を歩きながら距離を詰めようとしたら、あまりに夢中になりすぎて石につまずいた。

「あっ！」と叫ぶと同時に身体が傾いて、水面が迫ってくる。

　――バシャン！

　顔面から無様に落ちて、池の底に手をついた。ガバッと水から顔を上げ、「ゲホッ、ゲホッ」と激しく咳き込む。

　うえっ、池の水少し飲んじゃった。気持ち……悪い。ここが海ではなかったことに感謝すべきなのだろうか。

「楓！」

　遥が駆け寄ってきて私を池から引き上げる。

「大丈夫か？」

　でも、心配しているというよりは、笑いを噛み殺しているような顔をしている。

　私は全身ずぶ濡れで、服からはポタポタと水が滴っている。

　周囲の釣り人の視線を痛いほど感じた。

　もう恥ずかしい～！　すぐに帰りたい。

「池に落ちる奴初めて見た」

　ハンカチで私の顔を拭いながらそんなコメントを口にする遥にムッとしてしまう。

「私も初めて落ちたよ」

　もう最悪だ。あと一匹で十匹だったのにな。悔しくてたまらない。

「着替えよう。そのままだと風邪を引く」

　一旦駐車場に戻り、遥が車の中からスーツケースを取り出すと、私はブルブル震えながら中から着替えを出した。遠出をするので用意するよう彼に言われて持ってきていたのだ。

　着替えがあって本当によかった。

　池の水で体が泥臭いし、できればシャワーを浴びたいが、あいにくここにはない。

　仕方なくトイレで着替えるも、シューズが水浸しで気持ち悪かった。

「撤収するか」

　同情の眼差しの遥に優しく声をかけられ、濡れた頭をタオルで拭きながら「うん」と小さく頷き、車に乗る。

　池に落ちて意気消沈の私は、遥が車を発進させると、しばらく放心したように窓の外を眺めていた。

　私はただボーッとしていたが、遥はカーナビで靴屋を探し、新しいシューズを買ってきてくれた。

　それで、気持ちが浮上してご機嫌になる私。

「ありがと。あー、早くシャワー浴びたい」

「あと三十分我慢しろ」

　もしかしてラブホにでも行くのだろうか？　だってこんな山奥で休むとこってそれくらいしかなくない？

　そんな考えがふと頭に浮かび、急にハラハラしてきた。

　どうしよう～？　このままラブホに行って遥に求められたら？

　なにも言わず黙っていると、遥がおもしろそうに話しかけてくる。

「今日泊まるのは水みな上かみ温泉」

「温泉？」

　その意外な発言につい声をあげて聞き返せば、彼は楽しげに目を光らせた。

「ＧＷをゆっくり楽しみたいからな。ラブホにでも行くと思ったか？」

　考えを読まれてギクッとする。

「そ、それは……」

　気まずくて言葉に詰まっていたら、遥に笑われた。

「着替えを用意しろってあらかじめ言ってあったんだから察しろよ」

　確かにそうだった。

　でも、遥っていつもラブホに行ってそうなイメージなんだもん。

　意識しすぎか……って待って！

　温泉はいいけど部屋は別？　でも、和室に別々で泊まるって、それもなんだか不自然だ。

　同じ部屋なら布団が二組並んでいて……。

　わ～、無理、無理！

「どうしよう～！　同じ部屋なんかダメ～！」

　思考をそのまま言葉にしてしまい、ハッとする。

　あっ、遥に聞かれた～!?

　マズイと思って口を噤つぐんだら、運転してる彼が俺様口調で告げた。

「なにを心配してるか知らないが、俺は無理矢理お前を襲わないから安心しろ」

「そうですか！」

　彼の発言にカチンときて言い返す。

　なんだろう。ものすごくイライラする。

　ホッとしていいはずなのに、〝お前にはまったく興味がない〟と言われているようで気持ちは複雑だった。

　私って女としてそんなに魅力がないわけ？










楽しい休日〔遥ｓｉｄｅ〕




「あ～、スッキリした」

　温泉に浸かって浴衣に着替えた楓が、大浴場の出入口から出てきた。

　髪はアップにして頰はピンク色に染まり、なかなか色っぽい。

　今夜泊まる部屋にも露天風呂がついているが、広い風呂に入りたいという彼女の希望で大浴場へやってきた。

　確かに渓流沿いの露天風呂は景色が素晴らしく、来て正解だったかもしれない。

「機嫌は直ったか？」

　出入口近くにある椅子に座って彼女を待っていた俺は、そう声をかける。

　釣り場の池に落ちて、彼女のテンションは下がりっ放しだった。おまけに車での俺の発言が気に入らなかったのか、こちらが話しかけてもずっと機嫌が悪くて……。

　ホント世話が焼けるが、そこがかわいくもある。それは多分、楓が俺だけに見せる顔。修也の前で、彼女が不機嫌になることはまずない。

　他の男の前ではどうなのだろう？　また別の顔を見せているのか。

　そう思うと胸の中がモヤモヤする。

　楓がどれだけ浮気した彼氏のことを好きだったかわからない。恋人だけに見せる顔もあっただろう。だが、今はもう強く想ってはいないのではないだろうか？

　彼女が倒れた時にそばにいた男が、ひょっとしたら彼氏なのではないかと思う。

　そうだとしても、入院してから楓の寂しそうな顔は見ていないし、連絡を取っている様子もなければ、見舞いに来たという話も聞いていない。

　それに楓の性格からして、俺と同居しながら彼氏と堂々と付き合えるわけがない。まだ続いているのなら俺のところから逃げて彼氏のもとへ行くだろう。

　もう俺のだからなにがあっても渡さないが。

「うん！　生き返った」

　よほど気持ちよかったのか、嬉しそうに返事をする楓。その顔を見ると、彼女が小さかった頃のことを思い出す。

　小学生の頃は〝遥お兄ちゃん〟と俺のことを呼んでいて、めちゃくちゃかわいかった。素直で、俺の言うことはなんでも『うん』と天使のような笑顔で返事をしたっけ。

　修也に『楓、一日レンタルする？』とからかわれたこともあった。

　まあ、妹を溺愛している彼が本当に楓をレンタルさせてくれるはずもなく、俺がその話に食いつくのをおもしろがっていただけだろう。

　懐かしい思い出だ。

　彼女が俺に反抗するようになったのは、俺が高校の時だったと思う。

　十代の頃は女遊びが激しくて、毎日違う女を連れていたら、楓に軽蔑の眼差しで見られたのだ。それから、俺への態度が変わった。

　俺も若かったんだ。今は修行僧くらい真面目な生活を送っている。仕事が忙しくて、女に構ってる暇もない。

　いや、それは過去形か。楓に手を出した。

　自分の恋心をずっと隠して、妹のように彼女をかわいがってきたのにな。

　だが、一度抱いてしまったら、もう妹として見ることなんてできない。彼女と過ごす時間が増えるほど、愛しさが増していく。

　これからは、兄の親友というポジションに甘んじる気はない。本気で彼女を手に入れる。

　本人には悪いが、彼女が入院してから、単調だった毎日が綺麗に色づいて見えてきた。

　楓がそばにいるだけで幸せなのだ。

　本当に彼女のことが好きなんだと日々実感している。だから、からかいながらもついつい甘く接してしまうのだ。

　俺はスッと立ち上がると、近くの自販機に小銭を入れ、コーラのボタンを押す。

　ガラガラと音を立てて落ちてきたそれを掴み、楓に手渡した。

「ほら」

「え？　でも、十匹釣れなかったよ」

　彼女はコーラと俺を交互に見て驚いた顔をする。

「頑張ったご褒美だ」

　褒めてやると、楓は子供のように嬉しそうに微笑んだ。

「ありがとう」

　そんな顔をされたら、自販機ごと買ってやりたくなる。

　よほど飲みたくて仕方がなかったのか、楓は嬉々とした顔でキャップを開けて、ゴクゴクッとコーラを口にした。

「美味しい！」

　コーラ一本でこんなに喜ぶ女、初めて見た。

「昔はお前、炭酸苦手だったのになあ。俺が飲ませたら、ゲーッて吐いてたよな。俺もひと口」

　そう言って彼女の手からペットボトルを奪い、喉を潤す。炭酸のシュワシュワした感じがたまらない。

「確かに風呂上がりにはいいな」

　ニヤリとすれば、楓は呆あっ気けに取られた顔で俺をじっと見ていた。

「飲みたいなら自分の分も買えばいいのに」

「一本飲んだら夕食を美味しく食べられなくなるだろ。お前もほどほどにしておけよ」

　楓に注意しながらコーラを手渡すと、彼女は笑みを浮かべた。

「そっか。夕食があったね。部屋出しでしょう？　なにが出てくるんだろうね。楽しみ」

「山だから川魚とか肉じゃないか」

　適当に答えたら、彼女は顎に指を当て考えるように言った。

「今日遥が釣ったあの大きい魚、何人前になったかなあ」

　楓の無邪気な発言に、つい頰が緩む。

「さあ？　だが、ふたりじゃ食べきれないだろうな。明日も釣りしてみるか？」

　そう提案したら乗ってきた。

「え？　いいの？　リベンジしたいって思ってたんだ」

「逃した魚、釣ってみろよ」

「うん。今度は二十匹目指す！」

　拳を握って意気込む楓に、甘い取り決めをする。

「二十匹釣れたら、お前の大好きなイチゴのショートケーキ、ホールで買ってやるよ」

「その約束、忘れないでよ」

　目を輝かせ俄が然ぜんやる気になる楓にゆっくりと頷く。

「ああ」

　約束と聞いて、楓と昨日交わした約束が脳裏に浮かんだ。

『俺に絶対に惚れないこと』と俺は言った。

　彼女はどう思っただろう。

　絶対なんてあり得ないとも言ったし、多分悩んでいるだろうな。

　それでいい。

　今はまだこいつは俺に惚れていない。意識はしているが、恋愛感情はないはず。

　だが、今の状態は悪くない。俺に無関心ではないはずだから。

　もっと俺のことを考えて悩めばいい。

　俺を好きになってはいけないと思うことで、楓は余計に俺を意識する。

　それは、魔法のように、彼女の気持ちを乱すだろう。

　俺もただ楓を見ているだけではなく、彼女が俺を好きになるようアプローチしていくつもりだ。

　そして、彼女が俺を好きになった時、必ず俺との約束を思い出す。

　禁じられたものほど、人は欲しくなるものだ。

　俺のことで頭をいっぱいにさせて、彼女を最終的に手に入れる。

　それが俺の狙いだ。




　それから宿の食事を堪能すると、今度は違う大浴場に行き、マッサージで疲れた身体を癒やしてもらった。

　ふたりで部屋に戻れば、もう寝床の準備ができていて、それを見た楓が固まった。

　和室に布団が二組並んで敷いてある。

　車の中で俺は『襲わないから安心しろ』と言ったが、それでも意識してしまうのだろう。

　そんな楓を見ているのは楽しいが、この旅行は彼女のリハビリのために連れてきたのだから、ゆっくりと休ませないとな。

「隣にもうひとつ部屋があるんだから、そっちに一組移せばいいだろ？」

　優しくそう提案すれば、楓は強張った顔で返事をする。

「あっ、そ、そうだね」

　動揺しまくりだな。

「そういえば、以前ここに泊まった時、女将おかみが言ってたんだ。どこかの部屋に座敷わらしが出るらしい」

　彼女の気を逸らそうと別の話題を持ち出した。

「え？」

　お化けが苦手な楓はギョッとした顔になる。

「夜中に座敷わらしが走り回る音が聞こえたり、枕元に折り鶴が置かれていたり……。その部屋に宿泊した者にはいろいろといいことが起こるらしいぞ」

　俺の話に彼女は自分の肩を抱きながら怯えた。

「む、昔話だよね？」

　つっかえながら俺に確認してくる楓に向かって、首を横に振り、真顔で否定する。

「いや、今も現れるそうだ」

　普通なら冗談だと思うのに、彼女は本気で信じてしまった。

「う……そ」

　呆然と呟き、楓はフリーズする。

「悪霊じゃないし、いいんじゃないか。縁起物だぞ」

　ポンポンと軽く楓の肩を叩くと、彼女は少しびくつきながら言った。

「そういう問題じゃないよ」

「お前、怖いのか？」

　わざと挑発すれば、彼女は俺の予想通りの言葉を返して怒る。

「そんなの、ぜ、全然怖くありません！　もう寝る！」

　バンと大きな音を立てて襖を開け、楓はひとりでさっさと隣の部屋に布団を移動させる。

「じ、じゃあ、おやすみ！」

　へそを曲げた彼女はバタンと襖を閉め、そのまま就寝してしまった。

　それを呆気に取られて見ていた俺。

　お前、噛み噛みじゃないか。やっぱ怖いんだろ？

「やれやれ。これで、俺とどうこうなるって妄想はしないだろう」

　ハーッと息をつくと、電気を消して俺も布団に入り、今日スマホで撮った写真を見た。

　魚を釣ってご満悦の楓。結構よく撮れてる。写真で見てみると、入院していた時よりもだいぶ血色がよくなった。

　修也にもメールで送っておくか。あいつも妹のことを心配しているに違いない。

　写真を選んでいたら、襖の向こうから楓が俺に呼びかけた。

「ねえ、遥？　今変な物音しなかった？」

　まだ起きてたのか。寝たんじゃなかったのか？　気にしすぎだ。

　メールを打っている途中だったし、まともに相手をするのが億劫で、わざと冷たく返した。

「俺は聞こえなかった。庭の木が風で揺れたんじゃないか。いいから寝ろよ」

　それから数分は静かだったが、また楓が話しかけてきた。

「は、遥～！　子供が走り回る足音が聞こえたんだけど」

　その声は、ひどくおどおどしている。本当に怖がりだな。

「上の階の人じゃないのか？」

　修也に近況を知らせるメールを打ちつつ適当に返事をすると、彼女は大声で反論した。

「ここ、三階で一番上の階だよ！」

　騒がしい奴と思いながらも、軽くあしらう。

「じゃあ、気のせいだろ」

　俺はお化けとか妖怪といった類たぐいのものは信じない。

「でも……確かに音が」

　震える声で楓が否定するので、少しからかった。

「そんなに座敷わらしが怖いなら、添い寝してやろうか？」

「結構です！」

　間髪を容れずに答えてまた静かになったが、しばらくすると襖がスッと開いて、突然楓が俺の布団に入ってきた。

　これは、想定外。俺を警戒してこちらには来ないと思っていた。

　驚きで言葉をなくす俺の胸に彼女はギュッと抱きつく。

「お兄ちゃん、お化け怖い」

　お兄ちゃん？　なにを寝ぼけたこと言ってるんだ。

「楓？」

　彼女の名を呼んでその顔を覗き込むが、返事はない。代わりに寝息が聞こえてきて、思わず苦笑した。

　寝ぼけて俺のところに来たんだな。

「お前、怖かったら、修也のとこに潜り込むのかよ」

　ツンと彼女の鼻をつつく。

　修也に恨みはないが、なんだか胸がもやっとする。

　兄妹でもマズくないか？

　それにしても、朝起きたらこいつビックリするだろうな。『ギャー』とか叫んで大騒ぎする様子が容易に目に浮かぶ。

　クスッと笑みをこぼしながら、持っていたスマホで彼女の寝顔を撮り、画像を確認する。

　天使のようにあどけない寝顔。見ていると、自然と笑みが溢れてくる。そして温かな気持ちになれるのだ。

　こういうのを〝癒し〟というのかもしれない。心がホッとして、全力で楓を守らなければ……と思えてくる。

　画像を見ながらも、愛おしい彼女の頭をゆっくりと撫でた。

　もし、この写真を修也に送りつけたら、どう思うだろう？　彼はシスコンで楓を溺愛しているし、心穏やかではいられないはずだ。

　まあ、送らないけど。

【それで……楓と今日釣りに行ってきた。今は元気にしてるよ】

　最後にそう締めくくって、楓が釣りをしている写真をメールに添付する。

　送信すると、彼女の背中に腕を回してそっと抱き寄せた。その温もりに、あの夜のことを思い出さずにはいられない。

　あの時は、〝楓に手を出すな〟という声と、〝抱いて楓を自分のものにしてしまえ〟という声が頭の中で聞こえて……。

　葛藤しながらも、最終的には欲望に負け、彼女を抱いてしまった。

　我慢の限界だったんだろう。楓がずっと欲しくてたまらなくて、その想いを伝えるように彼女を愛した。

　本当に好きな女を前にすると、あんなに余裕がなくなるのな。

　だが、今の自分は落ち着いている。楓に欲情していないというのではなく、こうして俺の腕の中に彼女がいることに安心するのだ。

　あの夜のことを楓といつ話そう。いまだ真剣には話し合ってはいない。たまにちらつかせ、彼女の反応を探っているところだ。

　まだ隙あらば俺から逃げそうな雰囲気だし、無理だな。もう少し俺との生活に慣れてからの方がいいかもしれない。

「いつまでも俺が兄貴の代わりでいると思うなよ」

　苦笑しながらそう警告して、彼女に顔を寄せて口づける。

　襲わないとは言ったが、キスしないとは言っていない。

「俺のところに来たお前が悪い」

　愛おしげに楓を見つめると、俺も眠りについた。




　次の朝、枕に片肘をつきながら楓の寝顔を眺めていたら、彼女が起きて、バチッと目が合った。

「やっと起きたか」と笑って起き上がれば、楓は飛び退いて「ぎゃあ～！」と叫ぶ。

　予想を裏切らないその反応に、腹を抱えて爆笑した。

「お前、騒がしいって旅館の人から注意されるぞ」

「だって、な、な、なんで遥と一緒に寝てるの～？」

　彼女は動揺しまくり。

「楓が寝ぼけて勝手に俺のところに来たんだからな。お前、寝言は言うし、いびきはかくしで、お陰で俺は寝不足」

　あくびをしながらそう文句を言って、わざと顔をしかめた。

「それはごめんなさい……って、私いびきかかないよ」

　ハッと我に返って彼女は慌てて否定する。

「グースカ寝てた奴がなに言ってんだか。それより襟元直せよ。浴衣がはだけてる」

　指を差して教えれば、彼女は自分の姿を見て一瞬にして顔を赤く染めた。

「え？　わ～！」

　胸元を押さえて、楓はそそくさと隣の部屋に逃げ込む。

　下着が見えて肌が露あらわになっていたのだ。その姿で密着されたのだからたまったものではない。手を出さなかった自分を褒めてやりたいぐらいだ。

「朝からうるさい奴。朝風呂にでも入ってくるかな」

　クスッと笑みをこぼしながら、髪をかき上げる。

　部屋を出ようとしたら、隣の部屋から彼女が青白い顔で飛び出してきた。

「ぎゃぎゃあ～！　遥～！」

　俺の背中に楓が子供のようにピタリと張りつく。

　だが、実際は子供ではない。彼女の胸が俺に押し付けられて、少しドキッとした。

「今度はなんだよ。騒がしい」

　そんな動揺を悟られぬようわざと苛立たしげに言って楓の方を振り返れば、彼女はビクつきながら隣の部屋を指で示した。

「ま、枕元に折り紙が……」

「はあ？」

　楓がなにを言っているかわからなくて聞き返すと、彼女はか細い声で告げた。

「……ざ、座敷わらしが現れたんだよ。きっと」

　半信半疑で隣の部屋に向かうと、確かに枕元に折り鶴がふたつ置かれていた。

　それを見て一瞬絶句する。

「……女将の話、本当だったんだな」

　なんだか狐きつねにつままれたような感じがするが、不吉な話ではない。

「せっかくだから記念にもらっていくか」

　折り鶴を手に取って眺める。

「怖くないの？」

　楓が俺の背後から恐る恐る聞いてくる。

「座敷わらしがくれたんだ。大事にとっておこう。俺たちを守ってくれるんじゃないかな」

　フッと微笑むと、ひとつを彼女の手の平にのせ、心の中で祈った。

　楓を守ってくれますように――。










ウィンウィンの関係




「水無月楓です。今日からよろしくお願いします」

　ＧＷ明けの月曜日、遥に連れられ彼の会社に初出勤した私は、配属先の総務部の面々の前でペコリと頭を下げた。

　面々といっても、三十代くらいのとびきりの美人と、少年のようなかわいい顔をした男の子、それと五十代の恰かっ幅ぷくのいいおばさんの三人だけ。

　会社は赤坂にあって、有名なオフィスビルの四十二階のワンフロアまるごとがオフィス。デスクが二百個ぐらいずらっと並び、圧倒される。

　始業十分前の今は半分以上席が埋まっていて、ほとんどが二十代から三十代の男性社員。遥の話では営業やＳＥが多く、事務方の総務や経理は少ないらしい。

　ＩＴ系ってそういうものなのかな。

　役員にもさっき挨拶したけど、みんな遥ぐらいの年だった。

　前いた会社は年配の人が上司だったし、役員といえばみんなおじさんで、部署ごとに部屋が分かれていたのだけど。ワンフロアだと意思の疎通とかも楽そう。

　そんなことを考えていたら、目の前にいる大輪の薔ば薇らのように綺麗な女性に声をかけられてハッとした。

「私は総務部長兼社長秘書の高たか橋はし可か憐れん。この愚弟の姉よ。私のことは可憐と呼んでね」

　可憐さんは遥を見下すような目で見ると、次に私に向かって美しく微笑んだ。

　なんと、遥のお姉様だったとは。美形姉弟だね。苗字が違うということは、ご結婚されているのかな？

　チラリと彼女の左手に目を向ければ結婚指輪がキラキラと光っている。

　それにしても……。

「すごい美人」

　思わずほおっと見み惚とれていたら、可憐さんにいきなり抱きつかれた。

「まあ、楓ちゃん、なんて正直なの～！　修也君の妹なんでしょう？　遥から噂は聞いててずっと会いたかったのよ。ああ、かわいくて頰ずりしたいくらい」

　可憐さんの勢いに気圧される。

　噂ってなに？

　問いかけるように遥に目を向けると、彼は可憐さんに冷ややかな視線を投げた。

「もう頰ずりしてるだろ？　姉貴、楓が引いてる」

「こんなかわいいんだもの、仕方ないじゃない。ねえ、楓ちゃん、うちにいつお嫁にきてもいいのよ。きっと母も喜ぶわ。苦労させないわよ。遥のお金で豪遊もできるし」

　私を抱きしめたまま、うふふっと微笑む可憐さん。

　なぜ私が遥の嫁に？

「いや……それは、遥……成瀬さんにも選ぶ権利が」

　しどろもどろになりながらも遠回しに断るが、彼女は諦めてくれない。

「ウェディングドレス選びが楽しみだわ。ねえ、早く式の日取り決めましょう」

　私の頰を撫でながら、可憐さんは色っぽい声で説得しようとする。おまけに彼女からフローラル系のいい匂いがしてきて、同性なんだけどドキッとしてしまう。

　結婚する方向で話がまとまっていないだろうか？と疑問を抱きながらも、頭が麻痺してきてそのまま『はい』と返事をしそうになった。

　だが、見るに見かねた遥が、ベリッと可憐さんを私からはがす。

「おい、話が脱線してるぞ。こいつは放っておいていい」

　遥の邪険な扱いに怒った可憐さんが噛みついた。

「ちょっと、姉なんだからもっと丁重に扱いなさい」

　可憐さんを無視して、遥は隣にいる男の子に声をかける。

「次、翔しょう太た、自己紹介」

　社員なのに、下の名前で呼ぶなんてすごく親しいのかな？

「僕は成瀬翔太。遥さんと可憐さんの従弟いとこです。よろしくお願いします」

　ニコッと微笑む彼は、まるで天使のような美少年。可憐さんじゃないけど、頭をヨシヨシと撫でたくなる。成瀬一族はみんな美形なのね。

　彼の隣にいるおばさんは普通の人だけど、やっぱり成瀬家の人なのだろうか？

　チラッと目を向けたら、ニパッと七福神のえびす様のような笑みを浮かべ、挨拶してきた。

「私は木き村むら珠たま子こ。珠子さんでいいわよ。飴あめちゃん食べる？」

　そのふくよかな手から差し出されたのは、スーパーでもよく見かけるイチゴキャンディー。断るのも失礼なので、「ありがとうございます」と礼を言って受け取る。

「珠子さんは事務のスペシャリストだ」

　遥の説明に驚きで目を見開きながらコクッと頷く。若者が多い職場でかなり浮いた存在に思えるが、彼が褒めるのだから本当にすごい人なのだろう。

　それにしても、ここではみんな下の名前で呼ぶのかな？

「じゃあ、紹介は終わりましたし、楓さんの面倒は僕がみるんで、遥さんも可憐さんももういいですよ」

　顔に似合わず、テキパキと仕切り出す翔太君。十代に見えるけど、二十代前半くらいかな？

「ああ、よろしく」

　遥は後ろ手を振って、可憐さんと一緒に【社長室】と書かれた個室に入っていく。

　なにをしていいかわからずキョトンとしていたら、翔太君が窓際の一番端の席を指差した。

「さっそくですが、ここが楓さんの席で、隣が僕になります。楓さんの前が可憐さん、その隣が珠子さんです。あと、僕たち総務の横が経理。前の島が……営業、ＳＥの順に並んでます」

　彼の無駄のない説明に私はメモを取りながら頷いた。

「はい」

「楓さんのメールアドレスはこれ。パソコン立ち上げる時のパスワードは、三カ月ごとに変えてください。あと社内システムですが……」

　翔太君のレクチャーが始まり、午前はずっと彼について仕事をした。

　その間、珠子さんは、机の上に溜まっていた書類を素早く処理し、社員の問い合わせにも笑顔で応じていた。さすがスーパー事務員。

　前の会社でも総務の仕事をしていたから、まだシステムには不慣れだけど仕事内容に戸惑いはない。翔太君の教え方がうまくて、すんなり頭に入っていく。

　まだ初日だけど、ここでやっていけそうな気がした。

　遥の会社の社員だけあって誰もみな高学歴だけど、気さくに声をかけてくれるし、重いものを持っていると必ず誰かが「僕が持ちますよ」と声をかけてくれる。みんなジェントルマンで、職場の雰囲気もいい。男ばっかりの職場もいいなって思える。

「では、楓さん、ランチ行きましょうか」

　翔太君が有無を言わせぬ笑顔で誘ってきて、隣のビルの中にあるお洒落なステーキハウスへ。

　落ち着いた感じの個室に通され、席に着くと、翔太君は慣れた様子で店員からメニューを受け取る。

　なんか高そうな店。

　キョロキョロ周りを眺めていたら、彼からメニューを見せられた。

　げげっ！　ランチ……コースで五千円。単品で頼んでも一品二千円以上する。

　遥が私の入院費用とＧＷの旅行代を立て替えてくれているし、それを支払わなければいけないから、こんな豪華なランチ食べてる場合じゃないんだけどな。

　今さらコンビニでなにか買おうか……なんて言えない。どうしよう～。

　メニューを見て悩んでいたら、翔太君に声をかけられた。

「遥さんから楓さんを太らせろって命令が出ているので、値段は気にしないで頼んでください。支払いは遥さん持ちです」

「太らせろって……私は豚ですか？」

　ボソッとぼやいたら、翔太君がクスッと笑った。

「あの人なりに心配してるんですよ。入院していたんでしょう？　ステーキが重いなら、フォアグラ入りのハンバーグとかもありますよ。ここ結構人気で予約がないと入れないんです」

　私のランチにまで遥が部下に指示を出してるなんて、過保護を通り越してホント監視よね。お兄ちゃんでもここまではしない。遥って見かけによらず心配性なのかな？

　でもせっかくだから、優雅なランチを楽しもう。

「じゃあ、フォアグラのハンバーグにしようかな」

　メニューを決め、彼に向かって笑顔で言う。

「僕も同じのにします」

　翔太君が店員を呼んで注文すると、疑問に思っていたことを聞いてみた。

「ＥＮＤｌｅｓｓってみんな下の名前で呼び合うんですか？」

「そうですね。遥さんが学生の時に起業したので、最初は友人しかいなかったから、その流れできてるんですよ」

　翔太君の説明に相槌を打つ。

「そうなんだ」

　起業した時は、本当に数人の小さな会社だったはずだ。それが、今や誰もが知っている超優良企業に成長したんだもん。遥ってすごいよね。

「まあ、今いる社員もほとんどは僕も含めてコネですから」

「そう言われると、私もコネだね」

　履歴書すら遥に見せていないし、提出を求められてもいない。

「まあ、楓さんは遥さんの婚約者ですしね」

　翔太君の言葉に目が点になる。

「え？　それ誰が言ったの？」

　聞かなくても犯人は決まっているのだが、聞かずにはいられなかった。

「もちろん遥さんですよ。成瀬一族だけでなく、うちの社員全員もそういう認識です。先月末に『俺の婚約者が来る』って遥さんがそれはそれは楽しそうに言ってて……」

　楽しそうに……？

　それ以降は、翔太君の言葉が入ってこなかった。

　遥の奴、なに大ボラ吹いてんのよ！

　可憐さんがいきなり結婚話をしてきたのも、あいつの発言があったからなのね。

　沸々と怒りが込み上げてくる。

「楓さん、眉間に皺が寄ってますよ。大丈夫ですか？」

　翔太君はニコニコ顔で言う。

　その顔、全然心配なんかしてないよね？　むしろ、楽しんでません？

「大丈夫。多分、婚約者ってのは遥……遥さんの冗談だと思うよ」

　あたふたしながら否定したら、翔太君がうっすらと微笑んだ。

「あの人がそんな冗談言うと本気で思ってます？　気のない女には絶対に言いませんよ。結婚を迫られたら厄介ですからね」

　彼の言うことはもっともだけど、それは私には当てはまらない。

「でも、私はホント女として見られていないから」

　多分、便宜上のことだろう。

　私が遥の家に居候するってことは、事情を知らない人には愛人だと間違われる可能性が高い。それなら婚約者と言っておいた方が彼の社会的な印象はよくなるし。

　うん、きっとそうだ。

　そう考えて自分を無理矢理納得させるが、翔太君はそんな私に謎めいた言葉を投げた。

「知らぬは本人ばかりなりか。外堀結構埋められてるのにな」

「え？　どういうこと？」

　彼がなにかすごく怖いことを言っているような気がするのは気のせいだろうか？

「なんでもありません。なにも知らない方が、幸せですよ、きっと」

　翔太君はゆっくりと口角を上げた。その笑顔を見ると身体がゾクリとしてくる。

　そこまで言われたらかえって気になるじゃないの！

　でも、聞いたらすごーく悩みそう。

　翔太君は見た目と違って結構いい性格しているようだし、本気にしない方がいい。

　もう、男のことで悩みたくない。

　明るいおひとり様生活のために、コツコツ働いて、コツコツお金を貯めるのだ。

　そして、ストレスフリーの自由な生活を手に入れるの。

　ランチを終えると、午後はさらに気合いを入れて仕事に集中した。

　ひとり暮らしをするためにも頑張らなきゃ。

　ドーパミンが異常に出ていたのか、ハイになっていた私。

　遥に声をかけられても明るい笑顔で接したら、彼は眉根を寄せた。

「お前、定時になったからもう帰れ」

　頭ごなしに言われてカチンとくる。

　確かに彼はこの会社で一番偉い人だけど、その言い方はないと思う。

　強く言い返したいところだが、ここはグッと我慢だ。

「社長、もっと仕事がしたいです。仕事させてください」

　遥の目をまっすぐに見て誠心誠意お願いするが、横から翔太君ににこやかに却下された。

「今日はもう帰ってください。今、楓さんにできる仕事はありませんから」

　思わず絶句して、呆然と翔太君を見る。

　私は役に立たないからって暗に言ってるよね？

　ガーンとショックを受けていたら、遥にフォローされた。

「こいつなりに思いやってるんだよ。お前、今変だぞ。いいから早く帰れ。あっ、うちの鍵渡してなかったな」

　わざとらしく言って、多くの社員がいる前で私にマンションの鍵を渡す遥。

　なぜわざわざ私と一緒に住んでいると他の社員にもバラすの！　人のいないところで渡せばいいじゃない。

　声を大にして怒りたいが、ここではそうもいかず、彼を睨みつけながら鍵を受け取る。

　家に帰ったら覚えてなさいよ。

「今日は接待があるから、また後で」

　遥は仕事モードのクールな顔で言って、サラッと私の頭を撫でる。その大人な仕草に心臓がトクンと跳ね上がった。

　不意に近づかれると、ＧＷに遥の布団で寝たことを思い出してしまう。

　寝ぼけていたとはいえ、あれは失態だった。遥だったから勘違いされなかったけど、他の男の人だったら襲われていたかもしれない。

　寝ていた時もこんな風に彼に頭を撫でられたよう……な。ううん、きっと気のせいだ。

　それにしても、『また後で』ってどういうことだろう？　家でってこと？

　社長室に向かう彼の後ろ姿をじっと見ていたら、可憐さんに背後から肩を叩かれた。

「楓ちゃん、行くわよ」

「はい？」

　行くってどこへ？

　首を傾げる私の手を掴み、可憐さんはカツカツとヒールを鳴らしながらオフィスを出る。そして事前に呼んでいたのか、ビルの前に停車していたタクシーに私を乗せた。

　彼女に連れてこられたのは、都内一有名な高級ホテルのエステサロン。

　白で統一されたこの空間は、ウエイティングスペースからしてロココ調のデザインの家具が置かれ、見るからに高級感が漂っている。

　それに、ベルガモットとラベンダーを合わせたような上品な香りに、敷居の高さを感じるんですけど……。

　可憐さんは常連さんなのか、受付の人と親しげに話す。

　私はなぜここへ連れてこられたのだろう？　庶民の私には、この白で統一されたラグジュアリーな空間は場違いな気がして落ち着かない。

「じゃあ、いつものコースお願い」

　受付の人にそう伝えると、可憐さんは私の方をクルッと振り向いた。

「楓ちゃん、働いた自分にご褒美あげないとね」

　可憐さんがとびきりの笑顔で微笑む。

　それって……私もエステを受けるってことですか？　絶対一万円超えるよね？

　無理だよ～！　今の私にはそんなお金の余裕はない。

「いえ……今日は持ち合わせがなくて」

　慌てて断るが、可憐さんは凄みのある顔で言った。

「お金の心配なんかいらないわ。遥に払ってもらうから。女はね、美しくなる努力を怠ったら負けよ！」

　綺麗な人が言うと、不思議と説得力がある。それに、今の彼女になにを言っても聞いてもらえないだろう。

　逆らえない。この手の押しに私は弱いのだ。

　成瀬家の人って翔太君もそうだけど、なんか独特の雰囲気があるよね。

　一番慣れてるせいか、遥が普通に思えてきた。

「……はい」

　小さく返事をすると、担当の人に部屋へ案内され、服を脱いで紙のショーツだけ身につける。それからベッドに横になって、極上の全身トリートメントを受けた。

　それは、至福のひと時。気分は有ゆう閑かんマダムだ。

　エステが終わった後は、可憐さんに銀ぎん座ざの寿司屋に連れていかれたが、お品書きに値段が書いてなくて困惑した。

　カウンター席に座り、私の隣で「中トロ、大トロ、うに、いくら」と高級ネタを次々に頼んでいく可憐さん。値段を気にする様子はまったくない。

　うわ～、金銭感覚おかしくなりそう。

　可憐さんの前にお寿司が出された。ネタが分厚くて、艶があって、まるで芸術品に見える。

　この中トロ一貫でいくらするのか？

　じっとお寿司を眺めていると、可憐さんに注意された。

「栄養失調で入院したんでしょ？　遠慮してないで食べなきゃダメよ」

「はあ」

　気のない返事をしたら、彼女が見るに見かねて、「マグロとかヒラメのえんがわとかどう？　脂っこくなくていいわよ」とオススメの寿司ネタを頼んでくれた。

　私はただ「はい」と頷くだけ。

　私の前にも豪華なお寿司が並べられ、まずは真っ赤なマグロからいただいた。

　醤油も、お寿司用なのか、少し甘い。

　美味しいけど、この味に慣れてはいけない気がする。普通のＯＬはデートでもこんな店に来るのは難しい。でも、たまに夢見るのはありなのかな。

　そう自分を納得させて寿司を味わう。

　やっぱり回転寿司とは違う。ネタが新鮮なのもあるけど、一流の寿司職人さんが握ってくれているせいか、シャリにほどよいバランスで空気が含まれていて絶妙な味。

　そんな私を見て満足気に可憐さんは微笑み、ある暴露話をした。

「遥が『修也の妹と婚約するから』って言ってきた時は正直驚いたわ」

　ホント、あの人は私の許可なくなにを言っているのか？

　顔を引きつらせながら、可憐さんに確認する。

「それ、いつの話ですか？」

「楓ちゃんが入院した日の夜よ。あの日、午後の仕事を全部キャンセルするって言うから、なにかあったのかと思ったら、楓ちゃんが倒れるなんてね。遥が偶然居合わせてよかったわ」

　遥、仕事があったのに私にずっと付き添ってくれたんだよね。リスケとか可憐さん大変だっただろうな。

「その節は本当にご迷惑をおかけしてすみません」

　私のせいで、遥だけではなく可憐さんにまで面倒をかけてしまった。

　申し訳ない気持ちでいっぱいで、ペコリと彼女に頭を下げる。

「迷惑なんかじゃないわ。いずれ私の妹になるんですもの。楓ちゃんを放置して仕事優先したら、遥をグーで殴ってたわよ。そんな薄情な子に育てた覚えはな……」

「姉貴に育てられた覚えはないけど」

　可憐さんの言葉を遮り、遥が余裕の笑みを浮かべながら現れた。

　当然のように私の隣の席に腰を下ろした彼は、私に目を向ける。

「お前ちゃんと食ってるの？」

「食べてるよ！」

　ムキになって言い返したら、突然彼が私のお腹を触ってきて、驚きで言葉がすぐに出てこなかった。

「お腹が膨れてる。まあまあ食べたか」

　遥は我が物顔で触ってくる。

　公衆の面前でなにをする～！　どういうチェックしてるのよ～！

　顔に血が一気に上がり、俯きながら彼の手をつねって抗議した。

「は、は、遥！　セクハラ」

「これは医学的な見地から……!?」

「いつ医者になったのよ！」

　遥の言い訳にすかさずツッコむと、彼はニヤニヤ顔でやり返してきた。

「お前が小一の時、お医者さんごっこに付き合わされたけど」

「もう！　昔の話なんて持ち出さないで。恥ずかしい」

　火ほ照てった頰を手で押さえながら、遥を上目遣いに睨みつけたが、急に可憐さんの声が聞こえてハッとする。

「仲がいいわね。楓ちゃんといると、あんた目の輝きが違う」

　可憐さんが遥に向かって微笑むと、彼は楽しげにスーッと目を細めた。

「そうかな？」

「そうよ。私はお邪魔のようだから帰るわ。また明日ね、楓ちゃん」

　私に手を振る彼女に、あたふたしながら「はい、お疲れ様でした」と声をかける。

　遥を責めるのに夢中で、一瞬可憐さんの存在を忘れてたよ。ごめんなさい。

　それにしても、彼が会社で『また後で』って言ったのは、ここで合流するつもりだったのか。

　頰の熱も引いてきて少し冷静さを取り戻した私。

「ねえ、なんで私のこと、婚約者なんてみんなに言いふらしてるの？」

　静かな怒りをみなぎらせながら問い詰めるが、遥は平然とした様子で理由を語る。

「お前の世間体もあるだろ？　俺の愛人扱いされる方がいいか？」

「それは嫌」

　顔をしかめながらきっぱり答える。

　やっぱりそんな理由か。心配して損した。

　私、翔太君にからかわれたんだな。

「それに、お前を俺の婚約者ってことにしておいた方が俺としても都合がいい。三十過ぎると、親も結婚しろってうるさいんだよ。婚約なら戸籍にも傷がつかないし、いつ解消したっていいだろ？」

　なるほど。婚約ということにしておけばいろいろ便利なわけだ。

　私に餌えさを与えて、自分は独身貴族を謳おう歌かする。今日の豪華なおもてなしはそういうことなのだろう。

「つまり、私は遥に利用されるわけね」

　溜め息交じりの声で言いながらも、もう反論はしなかった。

　それこそ、遥らしくて安心だ。ただほど高いものはないっていうから。

「お前は住むとこと仕事を手に入れる。俺は自由を手に入れる。ウィンウィンの関係だ」

　遥は悪魔な顔で微笑する。

「はいはい。わかりました。ウィンウィンの関係ね」

　サバサバした気分で相槌を打てば、遥に「楓、帰るぞ」とポンと肩を叩かれた。

　帰る、かあ。

　その言葉にだんだん違和感がなくなってきている自分が怖い。

　実際、遥のマンション、住み心地がいいんだよね。ラグジュアリーな生活にすっかり慣れてしまって、遥の許可が下りた時にすんなりひとり暮らしに戻れるか心配だ。




　エステと高級寿司で身体が満足したのか、帰りのタクシーの中ではうとうとしてしまう。

「ベッドがあったら……すぐに寝そう」

　睡魔と必死で闘いながら呟く。

「酒も飲んでないのに、食べて寝るってお前はガキか」

　隣で遥が呆れたように笑った。でも、あまりに眠くて反論できない。

　何度も瞬きするが、フッと時々意識がなくなる。

　そういえば、遥にご馳走様って言ってなかったような……。

「は……遥」

　後部座席のドアに寄りかかりながら、彼の名を呼ぶ。

　あっ、この体勢、楽か……も。ドアが冷たくて気持ちいい。

「ん？　こら、お前寝るなよ。もうすぐ着くぞ」

「……ご馳走様」

　そう呟いたら、「ったく、仕方がないな」と遥の声がして、優しい温もりが私を包み込んだ。










〝触るな、危険〟〔遥ｓｉｄｅ〕




「は……遥」

　寿司屋の帰りのタクシーの中、名前を呼ばれて楓の方を向く。

「ん？　こら、お前寝るなよ。もうすぐ着くぞ」

　幸せな顔をして今にも寝そうな彼女。

　今日のエステ効果なのか、ずっと消えなかった目の下のクマはもうないし、血色もかなりよくなった気がする。

　その彼女の口から言葉が紡がれた。

「……ご馳走様」

　別に愛してるとも、好きだとも言われたわけではない。なのに、愛おしいと思ってしまうのはなぜだろう？

　この腕にギュッと抱きしめたくなる。

　もう彼女が目を開ける様子はない。起こそうかとも思ったが、気持ちよさそうな顔をしているので、そのまま寝かせておくことにした。

「ったく、仕方がないな」

　文句を言いつつも、楓の頭を抱き寄せて、膝枕をする。もう力は抜けていてなんの抵抗もしない。

　最近はこいつの寝顔ばかり見ている気がする。俺が襲わないと安心しきっているのだろうか？

　今、俺のこの想いをこいつに伝えたら、冗談だと笑い飛ばすかもしれない。

　そんなことを考えていると、ポケットの中のスマホがブルブルと震えた。取り出して画面を見れば、修也からのメール。すぐに開いて、メッセージを確認する。

【写真見たよ。楓が入院したって聞いた時は心配で帰国しようと思ったけど、元気そうで安心した。五月下旬にそっちに行くから、食事でもしよう。楓とは別にね】

　その文面を見て苦笑いする。わざわざふたりで会おうとメールしてきたということは、俺に楓のことで尋問する腹なのだろう。

　修也は俺と楓の間になにかあったと思っているに違いない。彼に会うまでに、彼女との仲をどうにかしないとな。

【わかった。戻ったら連絡くれ。あと、これは今日撮った楓の社員証の写真。とりあえず、俺の会社で働いてもらうことにした】

　彼女の写真を添付して修也に返信する。

　その写真は翔太がメールで送ってきたものだ。

　今日、楓が姉貴と会社を後にすると、翔太が俺に話しかけてきた。

『遥さん、楓さんの社員証の写真、メールで送っておきましたから』

『なんでわざわざ？』

　首を傾げれば、こいつはクスリと笑いながら言った。

『綺麗に撮れてるんでおじさんたちに送ってあげたらどうですか？』

『お前が代わりに送っておけ。俺が送るといろいろ面倒だ』

　冷淡に返すが、翔太はわざとらしく驚いた顔をする。

『へえ、人って変わるものですね。絶対に拒否するかと思っていました』

『そう思うならいちいち聞くなよ。どうせ俺に聞かなくても親父に送るつもりだったんだろう？　親父は楓の情報がもっと欲しいはずだ』

　スーッと目を細めて翔太を追及すると、こいつはあっさりと認めた。

『まあ、そうですね。おじさんにどうしてもと頼まれまして。それにしても、本当におじさんと仲直りするつもりなんですね』

　父とはずっと疎遠だった。父は現職の国会議員で財務大臣をしているが、俺が親父の後を継ぐのを拒んでいたからだ。

　政治家なんて俺の柄じゃないし、弟もいるから後継ぎには困らないと思った。

　だが、俺が起業すると父は激げっ昂こうし、俺は大学生の時に家を出た。

　それ以降、父と顔を合わせるのは年に一度、祖父の誕生日だけ。それは、四月二十八日。

　いつもは祖父に挨拶だけして帰るのだが、今年は違った。

『楓のことがあるからな。今までのように冷戦状態というわけにはいかない』

　彼女のためなら、親父とも和解する。俺の家族に笑顔で楓を迎え入れてもらいたいのだ。

　彼女の家庭は複雑で、幸せとはいいがたい環境で育ってきた。だから、楓には安心して俺のところに嫁いできてほしい。

『お祖父様の米寿のお祝いの席で、遥さんが結婚したい人がいるって爆弾発言した時は、親族一同ビックリしたんですからね』

　翔太は俺の顔を見て楽しげに目を細める。きっとこいつにとってはいい余興だったに違いない。

　あの時、確かに賑やかだった場が一瞬にして静まり返った。だが、俺をかわいがってくれている祖父が『それは目め出で度たいな』と静寂を破って喜んでくれて、その場は丸く収まった。

『あの場で伝えれば、親父も反対はできないと思ったんだ』

　俺の報告になにも言わなかった父を思い出してフッと微笑する。

　成瀬家は代々政治家の家系で、祖父は総理大臣にまで上り詰めた。隠居した今でも一族の中で絶対的な権力を持っていて、厳格な父も祖父には頭が上がらない。

『遥さんってやっぱり策士ですよねえ。あのお祖父様でさえ利用してしまうんですから』

　翔太は俺をまじまじと眺めて愉快そうに口角を上げた。

『お前の言い方はいちいちトゲがあるな。俺と楓が結婚したら不服か？』

『いいえ。心から歓迎しますよ。最近の遥さんはいい目をしてますし、楓さんは真面目で顔もかわいいし、お似合いじゃないですかね。遥さんに媚びないところが特に興味深い』

　翔太の口から意外な言葉が出てきて驚く。こいつが人を褒めるのは珍しい。

『楓に手を出すなよ』と釘を刺そうと思ったがやめた。

　それでは、逆効果だ。俺が楓に『俺に絶対に惚れないこと』と言ったように、相手を逆に意識させてしまう。

『お前の言葉には、気持ちがこもっていない。俺には全部嘘に聞こえる』

　俺の考えを悟られぬよう故意に顔をしかめて言えば、翔太は笑顔で否定した。

『心から言っていますよ』

『どうだか？　お前、俺と親父が揉めたらおもしろい……ぐらいに考えているだろ？』

　腕を組んで見据えるが、彼はまったく動じない。俺の目を見て平気で嘘をつく。

『心外ですね』

　その天使の笑顔が胡う散さんくさいのだ。

『お前と何年の付き合いだと思ってる？』

　フンと鼻で笑って問いかければ、翔太はニコニコ顔で答えた。

『赤ちゃんの頃からなんで三十一年ですかね』

　そう、こいつは十代に見えるが、実は俺とひとつしか変わらない。頭も切れるし、楓にはまだ伝えていないがうちの会社の役員もしている。

『俺を騙せると思うなよ。高みの見物をしていられるのも今だけだ。お前も恋愛をすればわかる』

　翔太を睨みつけながらそう忠告した。

『恋なんてしませんよ。時間の無駄ですから』

　昔から美少年で年上の女にしつこくつきまとわれた過去がある彼は、吐き捨てるように言う。

『お前の意思は関係ない。恋は落ちるものだから』

　この俺がそうなったように。

『くだらない。僕に限っては絶対にあり得ませんよ』

　自信満々の顔で断言する彼に向かって、不敵な笑みを浮かべた。

『それこそ〝絶対〟なんてあり得ない』

　翔太は無言になり、それ以上反論はしなくなった。




　人は変わるもの。

　俺もほんの数カ月前までは独身を貫くつもりでいたのに、楓と身体を重ねてからは彼女との結婚後の生活ばかりを考えている。

　庭付きの家に引っ越して、ペットを飼って、子供ができたら近くの公園で一緒に遊んで……。笑いの絶えない家庭が頭に浮かぶのだ。

　実は、婚約指輪も用意してあるし、広ひろ尾おに新居のための土地も買ってある。

　家なんて気が早いと翔太に笑われそうだが。

「は……遥、ケーキ……美味しい」

　眠りがまだ浅いのか、楓が笑みをこぼしながら寝言を言う。

　ＧＷに買ってやったケーキを食べている夢でも見ているのだろうか？

　結局、二日目の釣りで彼女はリベンジを果たし、二十一匹の魚を釣り上げた。

　その中に、大物も一匹いた。ひょっとしたら前日釣り逃した魚だったのかもしれない。

　あの時は、お互いなにもかも忘れてリラックスできたと思う。

　心も身体も休息は必要だ。

　タクシーがマンションの前に着くと、楓の肩を揺らした。

「楓、着いたぞ」

　彼女は俺の声に反応してムクッと上体を起こす。

　カードで支払いを済ませ、寝ぼけたまま歩く楓を支えながら家に入った。

「ただいま」

　そう言って彼女は玄関に突っ伏す。

　その姿を見て唖あ然ぜんとした。

　ドラマではよく見かけるが、本当に玄関に寝そべる奴いるんだ。

「お前……そんなんでよくひとり暮らししてたな」

　楓のパンプスを脱がし、身体を抱き上げて彼女の寝室に運ぶ。ベッドに寝かせると、声をかけた。

「服が皺になるから、着替えろよ」

「う……ん」

　返事をするも彼女が動く様子はない。

「楓、着替えろ」

　語気を強めて命じるが、それでも楓は起き上がらなかった。

「眠……い」

　そう呟いて、枕に頬ずりする楓。

　ダメだ。これはもうこのまま寝るな。

「やれやれ、世話が焼ける」

　ハーッと溜め息をつくと、楓の服に手を伸ばしてジャケットだけ脱がす。

　しかし、中に着ていたシャツのボタンが外れていて、彼女の胸元がはだけた。

　ピンクのブラジャーに包まれた胸の谷間が見えてドキッとする。

　シミひとつないみずみずしい肌。男の本能を刺激する。

　触れてしまいたくなる欲情を抑え、彼女にバサッと布団をかぶせた。

　こういうのは裸になられるより質たちが悪い。想像力をかき立てられてそそられてしまう。〝触るな、危険〟……そんなシールを貼り付けてやりたい。

「お前さあ、今まで修也や他の男にその姿を見せてきたのか？」

　胸の内に広がるドス黒い感情。これは、嫉妬だ。

　だが、彼女の初めての相手が自分だったことを思い出し、少し冷静さを取り戻した。

「俺だけなら許す」

　愛おしげに楓の頰を撫でると、彼女の額にチュッと口づける。

　今日は唇にはしなかった。

　止められなくなりそうだから。

　自分の邪よこしまな気持ちと闘いながら、彼女にそっと囁く。

「おやすみ」

　楓の無防備な寝顔をもう一度見ると、彼女の寝室を後にした。










お腹を空かせた彼は




「楓、元気そうで安心したよ。今、成瀬先輩のマンションに住んでるんでしょう？」

　親友の美み桜おの質問に、私は苦笑いしながら頷いた。

　遥は、私と美桜の卒業した学校の先輩にあたる。しかも、有名人だからその顔と名前は彼女もよく知っているのだ。

「うん。お兄ちゃんに頼まれて仕方なく面倒みてくれてる感じ。しかも、監視が厳しいんだ」

　私は今、仕事を定時で上がり、美桜とイタリアンのお店でパスタを食べている。

　彼女に会うのは、正月休み以来。遥がいなければ、寮を退去した後、彼女のアパートに数日泊めてもらうはずだった。

　美桜……城しろ田た美桜とは小学校から大学までずっと一緒。小さい頃から仲がよくて、私の一番の親友だ。

　背丈は私と同じくらいで、カールしたセミロングの黒髪にパッチリとした目。今日はガーリー系のフワリとしたワンピースを着ている。

「仕方なくって……。あの成瀬先輩だよ。楓は贅沢だなあ。同居するだけで、私なら失神する」

　目を輝かせ、興奮する美桜。

　遥、誰が見てもとびきりのイケメンだもんね。

　私たちと四歳離れている遥と兄とは中学から大学まで一緒になることはなかったけど、小中高一貫校だったこともあり、ふたりは伝説的存在として下級生にも知られていた。

　どちらも容姿端麗で文武両道、学校でも圧倒的な存在感があって、女子だけでなく男子の憧れの的でもあったんだよね。

「優ゆう馬ま君がいるくせにそんなこと言っていいの？」

　パスタを口に運びながらニヤニヤ顔で美桜をからかう。

　優馬君というのは彼女の彼氏だ。

「いいの。いいの。私にとっては手の届かないアイドルみたいな存在だもん。楓と違ってただキャーキャー言うだけだよ」

　美桜の話に、ん？と首を傾げながらさらに説明を求めた。

「私と違ってって、意味がよくわかりません」

「楓の周りはいつもイケメンだらけじゃない。前の彼氏も成瀬先輩たちには及ばないけどイケメンで……あっ!?」

　美桜は、気まずそうに口元を押さえる。彼女は、佐倉先輩が浮気して私たちが別れたことを知っている。

「いいよ、気にしなくて。もう大丈夫だから」

　それは本心。遥と同居するようになってから、先輩のことで思い悩むことはなくなった。新しい生活が始まって、過去をくよくよ悩む暇なんてない。

　安心させるようにニコリと微笑むと、彼女はホッとした表情になった。

「ごめん、つい。でも、本当に大丈夫そうだね。これも成瀬先輩のお陰かな」

　美桜の言葉に渋々頷く。

「……まあ、そういうことになるね」

　あまり認めたくはないけど、最近、心配事が減っていい睡眠が取れている。

　しかも、遥の前でよく寝てしまう。兄と同じ年ということもあるし、小さい頃から知っているから安心してしまうのかも。

　佐倉先輩の前では、一緒にドライブに出かけても絶対に寝なかった。迷惑をかけちゃいけないと思ってずっと緊張していたんだと思う。男の人と付き合うのも初めてで、距離感が全然わからなかったんだよね。

「ふーん。じゃあ、成瀬先輩と一緒に同居しててなんかないの？　甘いムードとか？」

　嬉々とした顔で聞いてくる美桜。

　その話題にギクッとする。同居してからではなくて、同居前にとんでもなく大変なことがありました……とは言えない。

「はは……あるわけないじゃない。私と遥だよ？」

　ハラハラしながら否定するも、美桜は私をじっとりと見た。

　うっ、この顔。ごまかされてくれないか。

「楓って嘘つくと、顔が引きつるんだよね。もしかして成瀬先輩と寝た？」

　美桜はスーッと目を細め、いきなり核心をついてくる。

　ずっと胸の奥にしまってあって、誰にも言えなかったあの夜の話。美桜になら打ち明けてもいいだろうか？　迷ってしまう。

　でも、こんなことを言えるのは彼女しかいない。

「実は……佐倉先輩の浮気現場を目撃した後、バーでやけ酒飲んでたら遥に偶然会って、それで……彼と……」

　そこまで言うのが精一杯だった。

　だが、鋭い彼女は私の表情からすぐに察して、素っ頓狂な声をあげた。

「え？　本当に寝ちゃったの～!?」

　場所を忘れて大声を出す彼女の口を慌てて押さえる。

　多分、彼女は『寝た？』とは聞いたものの、せいぜいキスくらいまでと思っていたのだろう。二十八年間ずっと処女だった私がいきなりそこまで進展するんだもん。そりゃあ驚くよね。

「しーっ！　美桜、声、大きすぎ！」

　人差し指を自分の唇に当て、声を潜めて美桜を注意した。

「……ごめん」

　彼女は申し訳なさそうに謝ると、テーブルに身を乗り出し、ヒソヒソ声で話し出した。

「じゃあ、今は成瀬先輩と恋人同士ってこと？　同居じゃなくて同棲？」

「違う。ご主人様と居候の関係だよ」

　遥の言葉をそのまま拝借し、自虐的に笑って否定する。

「は？　意味わからないんだけど」

　美桜は私の回答に首を傾げた。

「遥と寝たのはその時だけで、今はなんにもないよ。ＧＷに一緒に温泉には行ったけどね」

　今は身体を重ねるどころか、手だって繋がない。あの雪の夜のことが幻に思えるくらい、清い関係だ。

　それなのに美桜は追及の手を緩めない。

「温泉でなにかあったりしなかったの？」

「私、寝ぼけて遥の布団に入ったみたいなんだけど、なにもされなかったよ。女として見られてないんだよ」

　私なんてわざわざ相手にしなくても、遥は女に困らない。有名女優でも、モデルでも、彼が口説き落とせない女などいないだろう。

　ううん、口説く必要なんてない。セクシーで綺麗な女性がたくさん彼に群がってくるのだから。

　悔しいけど、彼から見れば私はまだまだ子供。

　ハハッと明るく笑い飛ばす私とは対照的に、美桜は眉根を寄せた。

「じゃあ、どうして楓が自暴自棄になった時に成瀬先輩は抱いたの？」

　それは、私もずっと疑問に思ってきたことだ。だから自信がなくて顎に手を当てながら疑問形で返した。

「うーん、ボランティア精神？」

「はあ？」

　私の発言に美桜は奇声を発して目を丸くした。

　仕方がないので正直に本音を口にする。

「それは私もよくわからない。遥が抱いてくれなきゃ他の人に抱いてもらうとかなんとかめちゃくちゃなこと言ったから、やむを得ずだったかもしれない」

「そうかな？」

　私の答えに納得しない美桜。

「あの時のこと、遥と真剣に話してないんだ。まあ、私も忘れてくれた方が気が楽だし」

　話をして彼と気まずくなるのが怖い。

「ねえ楓、成瀬先輩じゃなくても抱かれてた？」

　美桜は私の顔をじっと見ながら、ためらいがちに質問する。

　遥以外の人？

　佐倉先輩のことをふと思ったけど、すぐに嫌悪感を抱いて打ち消した。

　あの人は父と同じことをした。絶対に無理だ。

　他の男性だったら、どうなっていただろう？

「仮定の話だからわからない」

　俯いて首を左右に振ると、美桜は優しい声で話を続けた。

「楓は自分の初めてを大事に守ってきたよね。でも前の彼とは一年付き合っても、寝なかった。いつかは……って思っていたかもしれないけど、自分の初めてをあげるほど、気を許してなかったんじゃない？」

　ガツーンとハンマーで頭を殴られたような衝撃を受けた。

　それって、私が佐倉先輩を本当に好きじゃなかったってこと？

　そりゃあ、先輩に告白されるまでは恋愛感情を持っていたわけではないけど、彼の笑顔や優しさに胸がキュンとなったことはある。

　でも、よくよく考えてみると、恋に恋していただけなのかな？　付き合っている間も彼のことで頭がいっぱいになったことはない。

　黙り込む私に構わず彼女は続ける。

「私なら好きな人に抱かれたいって思う。逆に抱かれなかったら、不安になると思うんだけど」

「……そういうもの？」

　美桜の言葉に違和感を覚えた。

　だって、佐倉先輩と付き合ってた時は、そんなこと一切思わなかった。

「うん。言葉で気持ちを伝えるのも大事だけどさ、身体を重ねて温もりと共に伝わるものもあるんだよ」

　私の目を見て、春の日差しのように柔らかな笑みを浮かべる彼女。その顔を見ていると、美桜が幸せなのがわかる。

　彼に大事にされているんだろうな。いい恋愛をしている彼女の台詞には説得力がある。

　そういえば、遥に抱かれた時、彼はすごく大事にしてくれた。あの時、勢いで抱いてくれとは言ったものの、不安もあった。でも、遥は優しくしてくれたんだよね。

「遥だから安心……って本能的に思ったのかもしれない」

　それって私が遥を選んだってこと？

　頰に両手を当て考える。

　待って、あの女ったらしの遥だよ。ない、ない、あり得ない～！

「楓、おもしろい。百面相してる」

　楽しげに私を見物している美桜をギロッと睨みつけた。

「冷やかさないでよ。真剣に悩むところだったじゃない。もう男はいいの。このままひとりで楽しい老後を過ごしますよ」

　拗すねて言えば、美桜はクスッと笑って恐ろしい言葉を投げた。

「そう言っててすぐに結婚したら笑えるね」

「絶対にないから……あっ」

　前に遥に言われたことを思い出し、慌てて口を噤んだ。

『楓、世の中には〝絶対〟なんてあり得ないんだよ』

　その言葉が頭の中でリフレインする。

　この場にいないのに、私を悩ませる男。

　ああ～、もううるさい！　私は……絶対に結婚なんかしない！　自分が例外になればいいのよ。

　眉間に皺を寄せ、心の中で毒づいた。

　そんな私を見て、彼女は訝いぶかしげな視線を投げる。

「どうしたの？」

　溜め息交じりの声で返すと、自嘲気味に笑った。

「なんでもない。私……最近毒されてるのかも」

　遥にね。

　それからデザートが運ばれてきて、美味しいオレンジのタルトを堪能していたら、テーブルの上に置いてあったスマホがブルブルと震えた。

　画面を見ると遥からのメッセージ。

【今、どこにいる？】

　遥には今夜美桜と食事をするとあらかじめ伝えてあった。

　こうしてメッセージを送ってくるということは、彼の仕事も終わったのか。

　もう午後九時半過ぎ。

【銀座。まだ友達と食べてる。今デザート】

　ぱぱっとメッセージを送ると、すぐに返事が来た。

【迎えに行くから場所教えろ】

　メッセージの文章まで俺様だなあ。

　苦笑しながらささっと店の地図を添付して知らせたら、また一分も経たないうちに彼が返してきた。

【二十分くらいで着く】

「ねえ、誰から？」

　コーヒーを口に運びながら美桜が聞いてくる。

「ごめん。遥から。迎えに来るって」

　すぐにスマホを置いて答えた。

「大事にされてるね」

　美桜は頰杖をついてニコニコ顔で言う。

「だから監視だよ」

　彼女が変な妄想を抱きそうなので、すぐに訂正した。

「まあ、そういうことにしておこうか。ねえ、成瀬先輩のマンションってどんな感じ？」

　興味津々で尋ねてくる彼女に、あの豪華なマンションのことを話していたら、不意に声をかけられた。

「……楓？」

　それは、忘れかけていた佐倉先輩の声。

　気づけば数メートル先にいて、連れの人と帰るところのようだった。

　彼を見て瞬時に身体が強張る。

「……こんばんは」

　他人行儀にそう挨拶するが、彼は店を出ていこうとしない。同僚らしき連れの男性に「ちょっと先に行ってて」と声をかけると、こちらにやってきて、私に向き直った。

「話せないかな？」

　先輩は、真剣な表情で私を眼鏡越しに見る。

「友達と一緒なので」

　素っ気なく言って断るも、彼はわかってくれず、私の手を握って必死な声で告げる。

「楓のこと諦めきれないんだ！」

「もう終わったことです」

　冷たく言い返すと、佐倉先輩は声を荒らげた。

「終わってない！」

　周囲のテーブルに座っている人たちもその声に驚いて私たちに目を向ける。

「あの、落ち着いてください」

　美桜が困惑顔で先輩に声をかけるが、彼は構わずもう一度言った。

「俺たちは終わってなんかいない」

　お酒を飲んで酔っ払っているのか、いつもの穏やかな彼らしくない。

　……困った。どう言えば納得してくれるのだろう。

　私の中ではすっかり過去の人なのに。

　戸惑いながら佐倉先輩を見ていたら、背後から声がした。

「楓、帰るぞ」

　その声に反応して振り返れば、コツン、コツンと靴音を響かせながら、遥がやってくる。

　その姿を見て、ホッと胸を撫で下ろした。

　いいタイミングで来てくれた。

「遥」

　名前を呼んだら目が合ったが、彼はすぐに佐倉先輩の方を見た。

「僕の婚約者になにか？」

　紳士スマイルで尋ねる遥。でも、顔は笑っているのに、威圧感が半端ない。

「あなたが……楓の婚約者？」

　佐倉先輩は私を掴んでいた手を引っ込めると、遥を見つめながら呆然と呟く。

　すると、遥は先輩に近づき声を潜めた。

「お前が終わらせたんだろ？　あの三月末の雪の日に」

　その声は私にも聞こえた。

　きっと遥は私たちのやり取りを聞いていたに違いない。

　痛いところをつかれた佐倉先輩はガックリと肩を落とし、トボトボと店を後にする。

　その姿を見て、なんだか胸がスッキリした。遥が私の敵討ちをしてくれた……そんな感じ。

　それと共に、あの雪の日、この人に抱かれたんだって、彼の唇や肌の感触を思い出した。

　私の冷え切った心も身体も、遥は優しく温めてくれて……。

　彼に抱かれていたあの瞬間は、嫌なことを忘れて、心が満たされていた。

　……いけない！　考えるな、私。

　自分を叱咤して、笑顔を作って遥に礼を言う。

「助かったよ。早く着いたね」

「道が空いてたんだ。で、こちらは？」

　そう答えて、彼は美桜に目を向けた。

「城田美桜。私の親友。小学校の時から一緒でお兄ちゃんや遥のことも知ってるよ」

　簡単に美桜のことを彼に説明する。

「そうか。初めましてかな？　成瀬遥です。うちの楓がお世話になっています」

　遥は麗うるわしい王子の微笑で挨拶しながら、名刺を差し出す。

　それにしても、〝うちの楓〟って……。

　彼の言い方がお兄ちゃんと同じで、思わず苦笑してしまう。

「……はい。城田美桜です」

　名刺を受け取り、美桜はボーッと遥を見上げた。

　これは彼の魅力にキュン死してるよ。

　しかし、遥はそんな女性の反応に慣れているのか、気にすることなく彼女に声をかける。

「よかったら送っていくけど」

　美桜は突然我に返って断った。

「い、いえ、彼が迎えに来てくれるので。ありがとうございます」

　彼女の彼氏が来るまで遥を交えて楽しく歓談し、それから遥の車でマンションへ向かう。

　途中信号待ちしていたら、彼が私の方を向いた。

「さっきのが元彼だろ？」

　美桜といた時はそのことに触れてこなかったので、いつ聞かれるかと覚悟はしていたのだけど、いざ聞かれると動揺する。

「う、うん」

　つっかえながらも認めたら、遥が意外な言葉を口にした。

「婚約者なんて勝手に言ったが、あれでよかったか？」

　いつも好き勝手言ってるくせに私のことを気遣ってるのかな？

　遥らしくなくて、ついクスッと笑ってしまった。

「うん。もう未練はないから」

　嘘じゃない。佐倉先輩に会っても、もう遠い昔のことのように思える。

　今、心の中に嵐は吹き荒れていなくて、とても晴れやかだ。

「そうか」

　遥は穏やかな顔で頷くと、顔を正面に戻す。

　その横顔をじっと見ていたら、バッグの中のスマホが振動した。取り出してみれば、美桜からメッセージが入っている。

【成瀬先輩やっぱりカッコいい！　さっきも素敵だった。それで、婚約者ってなんなの？】

　その文面から彼女の興奮が伝わってきた。

　さっそく聞いてきたな。この知りたがり！

【同居してるから、便宜上そういうことにしてあるの。遥も私を女避けに使ってるんだ】

　サラッと返事をすると、またすぐにメッセージが来た。

【なるほどね。でも、ふたり並ぶとお似合いだったよ。自然な感じで】

　美桜のニヤニヤ顔が目に浮かぶ。

　だから、男はもういらないんだってば。

　ムッとしながら早打ちした。

【もう焚きつけないでよ。おやすみ！】

　こちらからラインを終わらせ、スマホをバッグにしまうと、遥がフッと笑った。

「お前、なにスマホに喧嘩売ってんの？」

「美桜が変なメッセージ送ってきたの。遥はもうご飯食べたの？」

　たまに気遣ってあげれば、こいつはニヤリとして軽口を叩いた。

「まだ。腹空きすぎて、さすがの俺もお前を襲うかもな」

　その気もないくせによく言うよ。

「はいはい。わかりました。帰ったら、なにか作ってあげるよ」

　適当にあしらうと、ちょうど車がマンションの駐車場に着いた。

　遥は素早くシートベルトを外し、突然私に覆いかぶさってくる。間合いを一気に詰められドキッとした。

「残念ながら待てない」

　暗闇の中、キラリと光って私を見つめるその双そう眸ぼう。

　金縛りにあったかのように捕らえられ、ゴクリと唾をのめば、彼は噛みつかんばかりのキスをしてきた。










シンデレラタイム〔遥ｓｉｄｅ〕




　俺のキスに驚きで目を見開く楓。

　だが、もう驚く余裕だって与えてやらない。

　舌を絡ませ、キスを深めれば、彼女は「うう……ん」とくぐもった声をあげた。

　抵抗はしてこない。逆に俺のスーツのジャケットをギュッと掴んでくる。

　やめてほしいと言えば、そうするつもりだった。

　前の彼氏に未練はないと言っていたし、俺がキスしたらどういう反応をするか知りたくて彼女の唇を奪う。

　楓を迎えに行ってまさか前の彼氏と一緒にいるとは思わなかった。

　彼女の会社で一度目にしただけの相手。だが、その顔は鮮明に俺の記憶に焼きついていた。

『俺たちは終わってなんかいない』

　そいつが楓に自分の気持ちをぶつけるのを見て、怒りが込み上げた。

　彼女を裏切ったのに今さら元の鞘さやに収まりたいって？　それだけじゃない。あの男は、楓が倒れた時、ボーッと見ていただけでなにもしなかった。

　許せない……そんな感情に支配された俺。

　大人げないと思いながらも、気づけば楓の婚約者だと口にしていた。

　とどめがあの言葉。

『お前が終わらせたんだろ？　あの三月末の雪の日に』

　あの男を打ちのめすと同時に楓にあの日のことを思い出させた。

　お前を裏切ったのはこの男だと。そして、お前を初めて抱いたのはこの俺だと。

　彼女があの男といて、焦りもあったのかもしれない。

　本当は一発殴ってやりたかった。人目があってできなかったが……。

　俺を好きになれ。

　深い想いを込めて、今度は優しく口づける。

　こんな風にキスするのはお前だけだ。

　楓にそれが伝わったかどうかはわからない。

　その身体を解放すると、彼女はしばらく放心状態だった。

「楓、帰るぞ」

　楓の唇をゆっくりと親指の腹でなぞりながら声をかける。

　すると、彼女は目を大きく見開き、口をパクパクさせた。

「お前は餌を待つ雛鳥か？」

　フッと笑みをこぼしてツッコめば、ようやく声が出せるようになったのか、楓はあたふたしながら「な、なんで？」と聞いてくる。

「なにがなんでなんだ？」

　質問の意味はわかっていたが、その口から言わせたくてわざととぼけた。

「なんで私にキスしたの？」

　俺から逃げるように車のドアにへばりつき、彼女は信じられないといった顔をする。

「飢うえてたから」

　そう茶化したら、楓はドンと俺の胸を叩いて抗議した。

「血に飢えた吸血鬼みたいな言い方しないでよ！　飢えてたら誰にでもキスするの？」

「美味しそうに見えたらな。だから、本当にお前を食べないうちに、早くなんか食わせろ」

　意地悪く笑って言えば、彼女は上目遣いに俺を睨んだ。

「襲うのわかってるなら、おにぎりでも携帯しなさいよ」

　楓はフンと鼻を鳴らし、助手席のドアを開けて、ひとりでスタスタとエレベーターに向かう。

　その後を追いかけ、一緒にエレベーターに乗った。奥の壁に寄りかかると、操作パネルの前にいた彼女はくるりと振り向き、腕を組んで俺を見据える。

「私は女に見えないんじゃなかった？」

　俺にキスされたことをまだ不審に思っているのか、楓は質問を変えて追及してきた。

「言ったろ？　飢えてるって」

　少しも悪びれずに返せば、ハーッと呆れ顔で小言を言う。

「女に飢えてるってことね。だったら、よそで相手を探しなさいよ。遥ならどんな女もイチコロでしょう？」

「そうじゃない女もいるけどな」

　ボソッと呟くと、彼女はよく聞こえなかったのか首を傾げた。

「は？　なに？」

「なんでもない。こっちの話。お前の言う〝イチコロ〟の相手にはもう食指が動かないんだよ」

　そういう女は一緒にいてもつまらないし、しつこくつきまとってくる。

「じゃあ、簡単に落ちない女を相手にしたら？」

　楓の発言に俺は口の端を上げた。

「そうさせてもらう」

　本人の提案なら文句は言わせない。

　それにしても、キスをしてもこの反応。逃げずに俺に怒るなら……悪くないな。

　動揺はしているかもしれないが、気まずい空気になっていない。この調子でスキンシップを増やして俺に慣れさせるか。

　フッと口元に笑みを浮かべたら、彼女は訝しげな視線を向けてきた。

「なに笑ってるの？」

「なんでもない。で、なに作ってくれんの？」

　エレベーターの扉が開き、楓の腕を掴んで降りると、鍵を開けて家の中に入る。

「冷凍食品をレンジでチンして食べれば？」

　楓はギロリと俺を睨み、冷ややかに答えた。

「ふーん。それじゃあ、俺の飢えは満たされないな」

　彼女を壁際に追い込み、ニヤリとする。

「仕方ないからお前を食べようか？」

　楓の耳元で囁き、その首筋をペロリと舐めた。

「ギャッ！」

　大きく叫び、彼女はビクッと身体を震わせる。

「作るか？　それとも、俺に食べられたいか？」

　悪魔のように選択を迫れば、彼女は激しく狼狽えながら声をあげた。

「つ、作ります。作らせていただきます。ご主人様！」

「素直でよろしい」

　フッと微笑すると、ビクビクしている楓をそのままにして自分の寝室に向かう。

　それから軽くシャワーを浴びて、キッチンに向かえば、彼女が食事の準備をしていた。

　魚の切り身を薄く包丁で切っている楓に背後から近づいて話しかける。

「それ、鯛たい？」

「ぎゃあ！」

　楓は相当驚いたのか、奇声を発して肩をすくませた。

「遥、驚かせないでよ！　って、なんで裸～！」

　彼女は俺の姿を見て大袈裟に騒ぐ。

「ちゃんと下はズボン穿はいてる。裸じゃない」

　しかも、一度俺と寝ておいて、そんなに驚くか？

　その様子がおかしくて笑いながら訂正するも、楓は手を目に当てながら俺に文句を言った。彼女の耳は真っ赤だ。

「もう！　同居人がいるんだから、少しは気を遣ってよ！」

　その慌てぶりがおもしろい。これが姉貴だったら、じっくり値踏みするように全身を見て、『もっと鍛えたら』などと余計なことを言ってくる。

「兄貴がいるんだから、こんなの見慣れてるだろ？　シャワー浴びて暑いんだよ」

　冷蔵庫からペットボトルの水を取り出し、ゴクゴクと飲むと、口元を手で拭いながら言い訳した。

「見慣れてない！　お兄ちゃんは絶対にそんな格好でうろつかなかった」

　やたら騒ぎ立てる楓に、皮肉を言う。

「それはたいそう品行方正なお兄様だな」

「とにかくなにか着てよ～！」

　彼女は手で目を塞いだまま頼んでくる。

　なんか座敷わらしの時と同じ怖がり方だな。このままでは晩飯がいつになるかわからない。

　やれやれ。

　ハーッと溜め息をつきながらシャツを着る。

「ほら、着たぞ」

　声をかけると、彼女は指の隙間から様子を窺い、俺がシャツを着ているのを確認してその手を下ろした。

「もう、いつも服着ててよね。目のやり場に困る」

「自分の家だ。好きにするさ。お前が慣れろ」

　傲慢な言葉を返せば、居候という立場を思い出したのか、楓はそれ以上反論せずに調理を続ける。そして、まな板の魚の切り身に自分の怒りをぶつけていた。

　その姿を見て苦笑する。

「お前、その魚、俺と思って切り刻んでるだろ？」




「ちょっと楓借りるぞ」

　次の週、午後三時過ぎにデスクにいる翔太の肩をポンと叩いた。

「ああ。例のやつですね。どうぞ」

　こいつは俺の方を振り向き、にこやかに応じる。一方、楓はポカンとした顔で俺に聞いてきた。

「例のやつってなに？」

「質問はいいから、早く帰り支度をしろ」

　深く追及されると面倒なので、冷淡に言って彼女を急かした。

「社長、横暴すぎやしませんか？」

　彼女はわざと俺を役職名で呼んで、チクリと嫌みを言う。

　先週車の中でキスをしてから、ことあるごとに楓に触れ、スキンシップを増やしてきた。お陰で、俺に触れられて赤面することはあっても驚くことはなくなった。

　キスしたら怒るのは相変わらずだが、今のところ俺たちの関係は良好。

　恋人ではないが、それはお互いの意識次第だと思う。最近、よく楓の視線を感じるし、俺と目が合うと彼女は〝マズイ〟という顔をしてすぐに目を逸らすのだ。

「嫌なら辞めてもいいが？」

　そんな脅し文句を口にすれば、楓は悔しそうに唇を噛みしめた。

　俺との約束を思い出したのだろう。

　会社を辞めたらひとり暮らしができなくなる。

　彼女は無言でＰＣの電源を落とし、デスクの上を片付けるとバッグを手に持った。

「準備できましたよ」

　仏頂面の楓に姉貴が優しく声をかける。

「遥に綺麗にしてもらってね」

「え？　綺麗に？」

　楓は姉貴を見て首をひねると、説明を求めるように俺に目を向けた。

「まあ、シンデレラタイムかな」

　フッと笑って謎めいた言葉を口にすれば、彼女は「はあ？」と眉根を寄せる。

「遥、店に予約入れておいたから。運転手には場所も伝えてあるわ」

　姉貴がクールな顔で言い、腕時計をチラリと見て俺の背中をトンと叩いた。

「そろそろ行きなさい。女の支度には時間がかかるのよ」

「了解。なにかあれば連絡してくれ」

　姉貴に小さく頷くと、楓の手を握ってオフィスを後にし、ビルの正面玄関に横付けされた社用車に乗り込む。

「ねえ、どこ行くの？」

　なにも知らされていない楓は、少し不安そうに俺を見た。

「さあて、どこかな？」

　ニヤリとしながら答えると、彼女は少しむくれる。

「もう、いつもそうやってごまかす」

「知らない方が楽しみが増えるんだよ。ところでお前って英語話せたっけ？」

　俺の質問に楓は怪け訝げんそうな顔をした。

「……日常会話程度なら大丈夫だけど。なにか商談？」

「商談の延長ってところかな」

　曖昧な答えを返せば、彼女はさらに不機嫌になった。

「なにそれ？　意味わからない」

　そんな感じで彼女とやり取りをしていたら、銀座の有名ブランド店の前で車が停まった。

「さあ、着いた」

「え？　この店？　サイバーセキュリティのソフトでも売り込むの？」

　どこかの会社に行くと思っていたのか、彼女は意外そうに目を見開く。

「いや。入ればわかるさ」

　フッと微笑して彼女と一緒に車を降りると、店の中に入り、女性店員に名前を告げた。

「成瀬様ですね。お待ちしておりました」

　にこやかな笑顔で店員が奥にある個室に俺たちを案内する。

　そこにはポールハンガーが置かれていて、タキシードと、カクテルドレスが四、五着ほど掛けられていた。

「まず彼女の服を合わせてみたいんだが」

　店員にそうお願いすると、楓が声を潜めて聞いてきた。

「どういうこと？　仕事サボってショッピング？」

「これも大事な仕事だ」

　彼女の目を見て上司気取りで言えば、彼女は眉間に皺を寄せ、俺に疑いの眼差しを向けた。

「仕事……ねえ」

「時間がない。俺が選ぶからさっさと試着してこい」

　そう言ってフィッティングルームを指差した。

「もう勝手だなあ」

　楓はブツブツ文句を言いながらフィッティングルームの前へ行き、店員からドレスを受け取る。

　俺は近くの椅子に腰かけると、スマホを見ながら彼女が出てくるのを待った。

　二分ほどが経過し、楓がカーテンを少し開けて、顔だけ出す。

「……ねえ、これ遥に見せなきゃいけないの？」

　戸惑った顔で言う彼女に、「当然だ。見なきゃ選べないだろ」と真顔で答えた。

　だが、俺に見せるのが嫌なのか、すぐにカーテンを開けない。

「私が選んじゃダメ？」

「ダメだ。変なドレスを選ばれても困る。水着じゃないんだから恥ずかしがるなよ」

　首を横に振って却下すれば、楓は渋々といった様子でカーテンをゆっくり開けて出てきた。

　その姿を見て、思わず持っていたスマホを落としそうになる。

　ドレスが肌の色と同色で、ヌード？と一瞬自分の目を疑った。楓もそう思っているのか、恥ずかしそうに胸元を隠す。

「なんかレース素材でスケスケ感が恥ずかしいんだけど」

　ドレスを選んだのは姉貴だ。姉貴なら構わないが、楓には着させたくない。男の変な妄想をかき立てる。

　馬鹿姉貴！　これじゃあ、外に連れ出せないだろうが。

　この場にいない姉に心の中で悪態をつく。

「確かに。それはちょっと……な。次」

　苦笑いしながら同意すると、楓は早く脱ぎたかったのかすぐに引っ込んだ。

　そして、次は無難な黒のドレスに着替えて出てきた。

　口元に手をやりながら、値踏みするように見る。

「……そんなにじっと見ないでよ」

　楓は少し頰をピンクに染めて俯く。

「ちゃんと見ないと合ってるかわからないだろ？　これは、まあまあかな。じゃあ、次」

　俺の言葉に彼女は「まだやるの～」とぼやきながら戻った。

　ホント、食べ物にはつられるくせに、ドレスや宝石には興味ない奴だな。

　普通の女なら喜ぶこの着せ替えごっこも楓には苦痛なのだろう。

　三着目はアイボリーの上品で華やかなドレス。シルクで光沢があり、丈も膝まであってエレガントだ。露出も少ないし、ひと目見ていいと思った。

「それにする」

　頰を緩めて即決すれば、楓は「よかった。また別の着なきゃいけないのかと思った」とぐったりと疲れた顔をする。

　それから服に合うバッグと靴を選ぶと、彼女は不安そうに俺に耳打ちした。

「ねえ、これってレンタルだよね？」

　買うと言ったら反対しそうだな、こいつ。

「姉貴が手配してるから、俺は知らない」

　そうとぼけて、彼女の質問をかわした。

　俺がタキシードを試着している時に、あらかじめ頼んでおいた宝石を楓に内緒で店員に確認すると、素早く会計を済ませてブランドのロゴが書かれた紙袋に入れてもらう。

　そして店を後にし、今度は姉貴の行きつけのヘアサロンへ行って、楓のヘアメイクとマニキュアを依頼する。

　一時間ほどで終了し、彼女の仕上がりを見ると、とても綺麗だった。

　サイドが三つ編みのアップにした彼女はプリンセスのような可憐さがあって目を奪われる。唇は艶のあるピンクのルージュで、上品で清楚な感じ。

「うまく化けたな」

　ニヤリとして言えば、彼女は鏡を見ながらボーッとしていた。

「これが……私？　ヘアメイクってすごいね」

　俺のからかいにも乗ってこないほど驚いているらしい。

　まあ、普段のすっぴんに近いメイクもナチュラルな感じで好きだが、これはこれで特別な場にはいい。

「じゃあ、最後の仕上げだ」

　それは、先ほどの店で購入した三カラットのダイヤのネックレス。

「これ、ガラスじゃないよね？　大きくない？」

　喜ばずにギョッとした顔で変な心配をする彼女。

「ダイヤが大きくて不満を言われるとはな。次からはイチゴでも首につけておくか？」

　俺の皮肉に、楓はスーッと目を細めて言い返した。

「動物じゃないんだから……。でも、綺麗。これから舞踏会にでも行くの？」

　恐る恐るネックレスに触れながら俺に尋ねる。

「まあ、似たようなものかな。正確にはアメリカ大統領主催の晩餐会」

　ここで種明かしをすると、楓は目を丸くして素っ頓狂な声をあげた。

「ええ～！」










不安で眠れぬ夜




「東京じゃないみたい」

　赤坂のとある場所にある並木道を車で抜け、見えてきたのは二階建ての美しい白亜の洋館。

「あれが駐日アメリカ大使公邸～！」

　車の窓にへばりついてじっと見る。

　ニュースでアメリカ大統領の来日は報じていたけど、自分がまさかその大統領主催の晩餐会に出席するなんてまだ信じられない。

　門のところで身分証を見せてセキュリティチェックを受けると、遥にエスコートされて車を降りた。

　時刻は午後六時四十分。噴水のある庭園はライトアップされていてとても綺麗だ。上空には、大統領の警備のためなのかヘリも飛んでいる。

「キョロキョロしていると迷子になるぞ」

　遥がクスッと笑いながら注意し、当然のように私の腰に手を回した。

　彼の手の感触に思わずビクッとなる。

　普段なら文句を言ってやるところだが、ここではそうはいかない。公の場だ。それもとびきりの。

　うーん、なんだかこういうのくすぐったい。

　それにしても、今日の遥の格好よさは異常でしょう？

　日本人にはタキシードは似合わないと常々思っていたのだが、この男は例外のようだ。セクシーな男のフェロモンがダダ漏れ。和製００７と言っていいほど。

　イケメンはお兄ちゃんで見慣れているはずなのに、さすがに今日の遥にはドキッとしてしまう。

　いや、タキシードを着てるからってだけじゃない。最近、私……おかしい。

　美桜と食事をした夜から、ことあるごとに遥が私にキスをしたりハグをしたりしてきて、ドキドキしてしまうのだ。

　彼が私に手を出すのは、私の監視に忙しくてしばらく他の女と付き合っていないせいだろう。つまり禁断症状が出て、たまたま近くにいる私に触れてくるだけ。私の性別がメスだからだ。

　私が魅力的とか、好きだからとかそういう理由じゃない。

　それがわかっているのに、遥は私のことを好きなんじゃないかって思ってしまう。

　だって私に触れる手つきが優しいし、からかいながらも、私を見つめるその目が甘くてキュンとなる。

　なんでだろう？　同居してるうちにお互い情が移った？

　私の場合は、飼い主に懐く的な……。で、遥はペットをかわいがるって感じ？

　気づけば四六時中彼のことを考えてしまう。

　佐倉先輩と付き合ってた時は、そんな気持ちにはならなかった。もっと冷静だったし、先輩に翻ほん弄ろうされることもなかったのに……。

　仕事と恋愛の区別もちゃんとついていた。

　でも、最近、油断してると仕事中でも遥の姿を目で追ってしまう。

　彼には翻弄されっ放しだ。

　今こうして腰に手を回されてるだけで、落ち着かない。

　美桜にいろいろ言われて意識してるのかな？

「楓？」

　遥に呼ばれてハッと我に返る。

「あっ、ごめん。ちょっとボーッとしてた。なんて言ったの？」

　顔を上げ、彼の目を見て聞けば、彼はフッと笑みを浮かべた。

「迷子になるぞって」

「ああ。迷子になりそうだね」

　どこかそわそわしながら生返事をしたら、彼にツッコまれた。

「お前、緊張してないか？」

　ものすごーく緊張……してるよ～！

　遥のせいでね……なんて言えず、よくわからない言い訳をした。

「ここ治外法権なんだもん。そりゃあナーバスになるよ」

「なにその変な理由」

　プッと吹き出しながら、遥は私をエスコートしてエントランスに向かう。

　すると、今夜の晩餐会の招待客らしき人影がいくつも見えた。近づけば顔がはっきりと見えてきて、自然と足がすくむ。

　あれは総理大臣、あっちにいるのは有名な映画監督、そっちにいるのは自動車会社の社長、こっちはハリウッド俳優……とみんな著名人ばかり。

　この場所に招待された遥って本当にすごい。私、あきらかに場違いだよ。

　まだ来たばかりなのに、すでに回れ右をして帰りたいくらい。尻込みしてしまう。

「遥、帰っちゃダメ？」

　この期に及んでそんなお願いをしたら、遥が私の頰に手を添えた。

「怖おじ気けづくなよ。せっかく綺麗にしてもらったのに」

　彼は意地悪なことは言わず、そう私を勇気づけると、身を屈かがめて私の額にチュッとキスをした。

「大丈夫、俺がいる」

　優しい目で私をじっと見つめる彼。

「は、は、遥～！　恥ずかしいことしないでよ」

　一瞬にして顔が火照る。

　ドギマギしながら抗議したら、遥は悪びれた様子も見せずに笑っていた。

「ここは日本であって日本じゃない。お前も楽しめよ」

　とてもじゃないけど、招待客のメンツを見たら、そんなお気楽に考えられない。

　今のキス見られてないよね？

　人目を気にするも、周囲の人は和やかに歓談している。

　入口で記帳を済ませ、人の流れに沿って歩いていくと、晩餐会の会場とは別の部屋に行き着いた。

　招待客が立席でシャンパンやジュースを飲みながら談笑している。

　遥の話では、ここで食前酒などを口にしてから晩餐会の会場に移動するらしい。

　部屋に入ってすぐに、誰かが遥を呼び止めた。

「やあ、遥君、久しぶりだな。つい先日君のお祖父様に会ってね。『もっと国のサイバーセキュリティーに力を入れろ』と説教されたよ」

　話しかけてきたのは総理大臣。しかし、遥は動じることなく、爽やかな笑みを浮かべ応対する。

「おじさん、ご無沙汰しています。祖父は少しかじった自分の知識をひけらかしたいだけなんですよ。あまり重く受け止めないでください」

　そういえば、遥のお祖父様は元総理大臣だった。マスコミがいたらぜひ撮りたいツーショットだろうな。

「そちらの綺麗なお嬢さんは？」

　総理大臣が私に目を向けると、遥は満面の笑みで私を紹介した。

「僕の婚約者ですよ」

　彼の目は総理を見ているが、『挨拶しろ』と私の腕を軽くトンと叩く。

　どこか夢心地の私は、なにも考えずに彼の指示に従った。

「はじめまして。水無月楓と申します。お目にかかれて光栄です」

　ニコリと微笑んで挨拶するが、顔が引きつりそうだった。

　総理にまで嘘つく……って私たち、かなり大胆なことしてるんじゃあ。

　後ろめたさを感じていたら、さらに驚きょう愕がくする対面が……。

「あら、遥。もう来てたのね。そちらが楓ちゃん？」

　綺麗な声をしたその女性は、四十代くらいの和服姿の美人。可憐さんによく似ている。若く見えるけどひょっとして……。

「そう。楓、俺の母だ」

　遥は私の腰に回した手に力を込める。

　やっぱりそうなの～!?

　しかも、総理と今話してるのは、遥のお父様だよね？

　顔が遥に似ててダンディーなおじ様……いや、遥がお父様に似てるのか。

　ううん、そんなことはどうでもいい。

　彼のご両親の前で婚約者を演じる心の準備がまったくできていないんですけど～。

　ようやく現実を認識した私。

　心臓がバクバクしてきておかしくなりそう。

「楓？」

　固まっている私の目を遥が覗き込んできてハッとする。

「あ……緊張しちゃって。すみません。み、水無月楓です」

　さっそく噛んじゃった～！　失敗、失敗。もう一回やり直せないだろうか？

　そわそわしながら遥のお母様の顔色を窺う。

「修也君の妹さんなんですってね。お兄さん、今イギリスだから寂しいわよね」

　遥のお母様が気さくに話しかけてくれて、心が少しだけ落ち着いた。

　優しい感じの人だ。私のお母さんを思い出す。

「遥さんがいるので、大丈夫です。それに、兄は今月一時帰国するので」

　そう、こないだお兄ちゃんから五月下旬に帰国すると電話があったのだ。なんでも東京の大学に呼ばれていくつか講演をするらしい。

　早くお兄ちゃんに会いたいな。

　嬉しくて笑みをこぼせば、遥のお母様は優しく相槌を打った。

「まあ、それは楽しみね。時間があったら、私も修也君に会いたいわ。ねえ、あなた」

　お母様が、総理と談笑を終えた遥のお父様の肩に触れて声をかける。

　振り向いたお父様は、最初に遥に目を向け、次に私を見た。その鋭い眼光に思わず怯むが、遥が私の手に指を絡め、『大丈夫だ』と言うようにしっかりと握ってくる。

「こちらが楓ちゃんよ」

　なぜか遥のお母様から紹介される私。

「水無月楓と申します。お会いできて嬉しいです」

　彼のお父様の目を見て、背筋をスッと正し丁寧に挨拶する。遥が手を握ってくれたせいか、今度は噛まずに言えた。

　だが、お父様はなにも言わずに私をじっと見ているだけ。

　……この沈黙、怖いよ。私、なにか変だった？

　この場で『婚約なんか認めない！』と言われそうな雰囲気なんですけど。

　怖くて遥の手をギュッと握り返したら、彼がお父様に向かって楽しげに言った。

「親父、楓に見惚れんなよ。母さんが拗ねる」

　その言葉で場の空気が一変する。

「ああ。すまん。遥の父です。私も会えて嬉しいよ。今度、うちへ遊びに来なさい」

　遥のお父様は、微かに相そう好ごうを崩した。

「あ、ありがとうございます」

　思わぬ温かい言葉に、ペコリと頭を下げる。

「この人、ぶっきら棒でごめんなさい。こんなに綺麗なお嬢さんが遥のお相手だから照れているのよ」

　フフッとかわいく笑いながら、遥のお母様がフォローを入れた。

「いえ、綺麗だなんて……そんな」

　恥じらいながら、ブンブンと首を横に振る。

　素敵なご両親だ。遥が羨ましい。そんなふたりに婚約者だと大嘘をついて胸が痛い。

　婚約者のふりなら問題ないと思ってた自分が愚かだった。

「私……本当は……」

　遥との取り決めを忘れ、真実を口にしようとしたら、遥が私の声を遮るようにお父様に話しかけた。

「親父は明日、中国で会議じゃなかったか？」

「ああ。大統領のスピーチが終わったら失礼して北京ペキンへ向かう。お前も粗相がないようにな」

　お父様にポンと肩を叩かれた遥は笑って頷き、お母様にも優しい気遣いを見せる。

「わかってる。母さん、今日の着物似合ってるよ。気をつけて行ってきて」

　成瀬夫妻は遥と私に微笑むと、他の招待客に呼ばれてこの場を離れた。

　その後ろ姿を見送り、ホッと胸を撫で下ろす。

　生きた心地がしなかったよ～！

「遥、ご両親が来るなら事前に教えてよ！」

　声を潜めて責めると、彼はしれっとした顔で返した。

「言ったらますます緊張しただろ？」

「それはそうだけど……。嘘をついて罪悪感が……」

「罪悪感ね。楓らしいな。いい子に育ってくれて俺は嬉しいぞ」

　ヨシヨシと遥が悪いた戯ずらっぽく私の頰を撫でる。

「そうやっていつも茶化すんだから」

　上目遣いに遥を睨み、他の人には見えないようにその腕をギュッとつねる。

　私のささやかな反撃だ。

　だが、彼はアメリカ大使館の職員から声をかけられ、涼しげな顔で話をする。

　そのネイティブのような流りゅう暢ちょうな英語に感心せずにはいられない。

　そこへ大統領と駐日大使がやってきて、遥はサイバーテロの最前線の話をし、周囲の人までもが聞き入っていた。

　遥は大統領と以前から顔見知りだったのか、親しげに言葉を交わしている。

　ここでも遥のお祖父様の話になって、大統領はポンポンと彼の肩を叩きながらにこやかに笑った。

「君のお祖父さんには、昔美味しい日本酒をいただいたんだ。それから日本酒にはまってしまってね」

「では、僕からも日本酒をプレゼントさせてもらいます」

　遥の如じょ才さいない申し出に、大統領は大喜び。

「今度私の別荘に遊びに来なさい」

　大統領からありがたいお言葉を頂戴した遥。

　日本の総理大臣だけじゃなく、アメリカの大統領とも知り合いなんて……。

　彼の交友関係って計り知れないわ。




　それから他の招待客とも話をしていると、遥とバーで一緒にいた女性に出くわした。

　胸元が大きく開いた黒のロングドレスを着て、胸には真珠の三連ネックレス。まさにエレガントな女性といった印象だが、彼女が馴れ馴れしく彼の腕に手を絡めるのを見て、胸がムカムカする。

　ついシャンパンを口にしたくなったが、遥との約束を思い出した。

　……お酒は飲んじゃいけないんだった。

　仕方なく炭酸水の入ったグラスを給仕の女性から受け取り、ちびちびと口にしながらふたりを眺めていたら、彼女と目が合った。

　ニヤリと口角を上げる彼女。まるで『彼は私のよ』と言わんばかりの顔だ。

　ここにいるということは、誰かにエスコートされて来たのだろうか？　それとも招待されたのか？

　あー、そんなことはどうでもいい。彼女のことを考えると、気分が悪くなる。

　遥もなによ！　人のこと婚約者だって言っておいて、にこやかに彼女の相手をしないで！

　心の中でそう悪態をついても、ここで遥が無作法な真似ができないのは充分わかっているわけで……。

　落ち着け、私。きっと慣れない場所に来たせいで神経質になってるのよ。

　トイレに行って頭を冷やしてこよう。

　私もなんでこんなにイライラしているのか。

　ひとりトイレを探して彷徨さまようが、ＳＰや警備の人があちこちに立っていてドキッとする。

　特にアメリカ側のＳＰの人ってスーツを着ていてもガタイがいいのがわかる。胸板がすごく厚いのだ。

　大統領と総理大臣が揃ってるんだもんね。なにかあったら大変だ。

　素通りはできなくて、『警備お疲れ様です』と心の中で呟きながら軽く会釈して通った。

　トイレを見つけて中に入る。

　誰もいないとわかると、思い切り溜め息をついた。

「ハァー、肩凝った」

　慣れないヒールを履いているせいで足も痛む。

　パウダールームの椅子に腰かけ、しばし休憩することにした。

　できれば晩餐会が終わるまでここにいたい。

　鏡の中の自分を見れば、疲れた顔をしていた。

　私には場違いな場所だなあ。遥みたいに場数を踏めば慣れるのだろうか？

　いや、遥はもともと……光の中を歩いていく人だよね。アメリカ大統領と並んでいてもそのオーラは輝きに満ち溢れていて引けを取らない。

　私……ふりとはいえ、そんな人の隣にいていいのだろうか？　ううん、いちゃいけないから、今トイレにいるんだ。

　ハハッと自虐的な笑いが込み上げてくる。

　胸が苦しい。なんでだろう？

　婚約者なんてただのふりのはずじゃない。なぜ遥の隣にいられないのがつらいの？

「彼から解放されてせいせいするはずでしょう？」

　鏡の中の自分に問いかけるが、答えなんてわからない。

「もうひとりで帰りたいな」

　そう呟いた時、どこかでドカンという爆発音が聞こえた。

「なに？」

　思わず椅子から立ち上がり、耳を澄ます。

　キャーッという悲鳴や、多くの人の靴音が聞こえたかと思うと、パンパンという爆竹のような音が遠くでした。

　なにが起こったの？

　怖くて自分の肩を抱きながら、トイレの出入口のドアを少し開ける。だが、外は煙が立ち込めていて、なにも見えなかった。

　すぐにドアを閉めるが、煙を吸ってゲホゲホと咳き込む。バッグからハンカチを出して口に当てると少しおさまった。

　ここから出た方がいい？　それとも、このまま誰か来るのを待つ？　遥にはなにも言わずに来ちゃったし、どうすればいい？

　あっ！

　スマホを取り出して、遥にラインを送ろうとする。だが、不具合なのか送信できない。三回ぐらいトライするがダメだった。

　普通のメールや電話も試すもまったく繋がらず、彼とコンタクトが取れない。

　焦りと不安。どうしよう。

　半狂乱になりながら遥に電話をかけ続けたら、突然知らないアプリが作動して遥の声がした。

《楓、今どこだ？》

　ああ～、なんかよくわからないけど、彼とやっと繋がった。

　そのことに少し安堵する。

　まるで命綱のようにスマホを握りしめ、あたふたしながら答えた。

「遥……トイレにいるよ。私ひとりだけ。なにが起こってるの？　トイレの外は煙でよく見えなくて……」

　遥はホッとした声で状況を説明する。

《とりあえず繋がってよかった。まだ詳細はわからないが、大統領を狙ったテロだと思う。テロリストは武器を持っているから、そこから動くな》

　恐怖に怯えずにはいられなかったが、彼の言葉に素直に頷く。

「うん」

《俺が必ず迎えに行く。お利口さんにして待ってろよ》

　遥はこんな状況なのに、茶化すように言ってフッと笑った。

　多分、私を落ち着かせるためだろう。

「うん、待ってる」

　だから早く迎えに来て。

　心細くて涙が出そうになったが、必死でこらえた。

　私の声を聞いて、彼は通話を終わらせる。ブチッという音がして、遥との繋がりも切れてしまったように感じた。

　気を強く持たなくては。彼が来るまでひとりで頑張るんだ。

　ＧＷに旅館から持ち帰ってきた折り鶴のことを思い出し、バッグから取り出すとそれを握って胸に当てた。

　座敷わらしでも神様でもなんでもいい。私に勇気をください。

　テロリストは武器を持っていると彼は言っていた。ここにもやってくるかもしれない。

　ドアに耳を当てそばだてると、パンパンという破裂音と英語以外の外国語が聞こえた。

　きっとテロリストだ。

　背中をスーッと嫌な汗が流れる。

　パンパンという破裂音は、拳銃の音なのかもしれない。

　隠れなきゃ！

　心臓は今にも胸から飛び出しそうなくらいバクバクいっている。

　一旦トイレの個室に入るが、ドアが閉まっていたら居場所がバレると思ってすぐに出た。さっき座っていた椅子の下に潜り、椅子を引いてじっと待つ。

　五分ほど経っただろうか。ドアがバタンと大きく開いてビクッと体が震えた。

　遥かテロリストか……どうか遥でありますように！

　心の中でそう祈るも、近づいてきたのは私の知ってる靴音ではなかった。

　固かた唾ずをのんで敵が去るのを待つが、あまりの恐怖で身体が震え出し、つい手が椅子にぶつかってしまった。

　ガタッと音を立てて動く椅子。

　一瞬心臓が止まった。

　ほんの小さな音だったけど、聞こえてしまったかもしれない。

　マズイ！　お願い、気づかないで！

　息を潜めて必死に祈るも、すぐ目の前にある靴の動きが止まった。

　見つかった？　私……殺されるかも。

　ブルブルと身体が震え出す。

　今ここに遥が来たら、彼も殺されるに違いない。

　お願い……来ないで、遥。

　座敷わらしさん、お願いします！　彼を守って！

　手の中の折り鶴を握りしめながらそう願った時、テロリストが不意にしゃがみ込んで、目が合った。

　なにかの魔法にかけられたように硬直する私。

　アラブ系の顔立ちをしたその男は私の手を掴む。冷酷に光るその目を見て、もう遥に会えないのを覚悟した。

　終わりだ。私……死ぬ。

　恐怖で身体は動かせない。

　男が私を椅子の下から引きずり出そうとしたその刹那、ドアから誰かが飛び込んできて、男を蹴り倒した。

　男がバタンと床に倒れる。気を失っているのか、起き上がらない。

　恐る恐る見上げれば、そこに遥が立っていた。

「楓、怪我はないか？」

　彼は私に手を伸ばして立ち上がらせる。

　今の状況をすぐに把握できずにいる私。

「……うん」

　小さく返事をするが、身体が麻痺したように動かせない。

　すると、遥がギュッと私を抱きしめた。

「もう大丈夫だ」

　彼に抱きしめられて、ようやく感覚が戻ってきた。私も彼の背中に手を回して強く抱きつく。

「……テロリストはまだいるの？」

　やっとのことで声を出して聞けば、彼は辺りを警戒して声を潜める。

「ドアの外には五、六名はいる。煙で周りが見えにくいとはいえ、今出たら撃たれるだろうな」

　その言葉を聞いて、怖くなった。

「……遥はなんの援護もなく、ひとりでここにきたの？」

「悪運は強いんだ」

　ニヤリと遥は不敵に笑う。

　なんて無茶をするんだろう。撃たれたらどうするのよ。

「さあて、どうやってここから脱出するか？」

　私に質問するというよりは、彼は自問するように呟いて周りを見回す。

　その視線は、天井の換気口を見て止まった。

「あそこから出るか」

　独り言のように言って、遥は換気口の下に椅子を置き、そこに上って蓋ふたを開ける。

「行けそうだな」

　中を覗き込むと、彼は私に蓋を手渡した。

「それ下に置いて。ここから逃げる」

　蓋をそっと床に置くと、遥は私の腰を持って抱き上げる。

　換気口のふちを掴んで先に中に入れば、真っ暗でよく見えない。

　遥も上がってきて、スマホのライトで前を照らす。すると、いくつものパイプが通っていて、人がなんとかひとり通れるくらいの空間が広がっていた。

「とりあえず前に進め」

　遥の指示で匍ほ匐ふく前進する。

　途中、蜘く蛛もの巣が張っていて気持ち悪かったし、足も擦れて痛かった。

　せっかくの高価なドレスも汚れて擦り切れているだろう。

　だけど彼と私の命がかかっているのだ。今はそんなことを気にしている場合ではない。

　周囲の物音を気にしながら前に進むも、一向に出口が見えてこなかった。

　まるで出口のない迷路に入ってしまったかのようだ。

　救いは、今は遥が一緒だということ。

　数百メートルくらい移動しただろうか？　微かに庭のライトのような明かりが見えた。

　これで出られる。

　そんな希望を抱いた時、後ろにいた遥がスマホで誰かに連絡を取った。

　それは、さっき彼が使った通信アプリ。

「翔太、今俺がいる場所を確認して救助要請してくれ」

　相手は翔太君のようだ。遥は外の様子を窺いながら話す。

《了解です。ニュースでもすごい騒ぎですよ。救助が来るまでなんとか頑張ってください。おじさんたちは無事です》

　スピーカー越しに、いつになく緊迫した翔太君の声が聞こえた。

　それだけ私たちの状況が危険だということだが、遥のご両親の安否はわかったし、外部と連絡が取れたことで、少し気持ちが落ち着いた。

「そうか。親父たちのことが気がかりだったんだ。俺たちもちゃんと生きて戻る。だからお前は心配するな」

　遥は翔太君に固く誓うと、スマホを操作して通話を終わらせる。

「ねえ、そのアプリってなに？」

　知らない間に私のスマホにもダウンロードされていて不思議に思った。

「うちで開発中のやつ。通信を傍ぼう受じゅされず、こういう非常時でも繋がる。他のツールは通信回線が遮断されたのか、まったく使えなかったがな」

「……これのお陰で遥と連絡が取れたんだ」

　遥に会えなかった可能性もあったかもしれない。

　そう考えるとゾッとする。

「お前が寝てる時にダウンロードしておいたんだが、ここで役に立つとは思わなかったよ」

　そう話して彼は苦笑する。

　その時、こちらに近づいてくるヘリの音がした。

「来たか」

　遥はヘリの姿を確認すると、換気口の蓋を蹴破った。

「さあ、出るぞ」

　周囲を確認しながらまず遥が外に出て、私も彼の手を借りて抜け出す。そこは裏庭だった。

　どこからかバババババンと銃撃の音がして身がすくんだ。

　遥が私の盾になるようにしっかりと肩を抱き、ヘリに向かって手を振る。

　あれが救助のヘリなのだろう。

　ヘリが頭上でホバリングして中からロープが下ろされた。続いてアメリカ兵らしき男性がひとりロープを伝って素早く下り、私たちに手を差し伸べる。

　その兵士に英語で「早く」と声をかけられ、遥が私の背中を押した。

「楓！　行け！」

　ヘリの爆音の中、兵士が私の身体をしっかりと抱えてロープが引き上げられるが、また銃撃の音がした。

　怖かった。思わずギュッと目をつぶっていたら、下から遥の「うっ」という呻うめき声が聞こえてハッとした。

　カッと目を見開いて叫ぶ。

「遥～！」

　彼は左腕を押さえてしゃがみ込んだが、私の声に反応してその顔を上げた。

「大丈夫だ！」

　遥は険しい顔で声を張り上げる。

「待って！　彼が撃たれたの！　彼を助けなきゃ！」

　私を抱えている兵士に英語で声をかけるも、彼は遥には目もくれず、ヘリの中にいる仲間に早くロープを引き上げるよう指示していた。

「待ってよ！　遥が死んじゃう！　私より先に彼を助けて！」

　私がどんなに叫んでも、兵士は戻ろうとしてくれない。

「嫌、遥～！」

　兵士の腕の中で暴れる私を見て、遥は厳しい表情で命じた。

「俺に構わず行け！」

　後ろ髪を引かれる思いだった。

　でも、私がずっと抵抗していたのでは、遥だって助からない。

　そのままロープが引き上げられるのをじっと待つ。ヘリまでたどり着いて救助されると、またロープが下ろされて、兵士が遥を助けに向かった。

　下ではまだ銃撃の音が止まらない。ヘリの中から兵士が敵を狙い撃ちして遥を援護する。

　彼が心配で、開いている扉から下の様子を窺った。彼がまた撃たれるんじゃないかと思って気が気じゃなかったのだ。

　兵士が遥の身体をしっかりと抱えると、やっとロープが引き上げられたが、まだ安心はできない。

　ああ～、ダメ！　怖くて見てられない。お願いです！　遥を撃たないで。

　強く目を閉じて、彼が無事に救助されるのを祈る。

　時間にしたらほんの数十秒。だが、その十倍の時間に感じた。

　しばらくして、人が上がってきたような物音がして目を開ければ、兵士の手を借りて遥がヘリに現れた。

　とりあえずホッとするが、すぐに彼の腕に目を向けた。血でべっとり濡れている。痛々しくてずっと正視はできなかった。

「遥、撃たれたところは大丈夫なの？」

　心配で傷の痛みを確認すれば、彼は気丈にも笑ってみせた。

「少しかすっただけだ。心配するな」

　遥がポンポンと私の肩を撫でて安心させると、兵士が駆け寄ってきて応急処置をする。遥はたまに顔を苦しげに歪めていて痛そうだった。

　私だったらあまりの痛さに泣きわめいていたかもしれない。だが、彼は痛いとは一切口にせず、私の心配をする。

「お前も膝小僧擦りむいてるじゃないか。痛くないか？」

　遥の傷に比べたら、こんなの痛いうちに入らない。もっと自分の心配しなさいよ。

　泣きそうになったけど、なんとかこらえて小さく頭を振った。

「平気。少し擦っただけ」

　手でパンパンと膝の砂埃を払い、遥に寄り添う。そんな私を見つめ、彼は私の頬に手を添える。

「顔もすすだらけ。せっかく正装したのに俺たちボロボロだな」

「本当だね」

　彼が私を抱き寄せると、フフッと笑い合った。




　それから私たちを乗せたヘリは米軍基地へと戻り、基地内にある病院で手当てを受けると、遥がアメリカ政府の高官と今回の事件について話をした。

　多分、米軍がいち早く動いたから、私たちは今こうして生きているのだろう。

　大使館に行った時も、上空にヘリが飛んでいたしね。

　高官の話を聞いた限りでは、どうやら大統領と総理は無事だったらしい。でも、死傷者が結構いるとか。

　もし、遥が撃たれたのが心臓だったら……？

　考えるだけで怖い。目の前が真っ暗になりそうだ。

　佐倉先輩に浮気された時よりも、リストラを言い渡された時よりも……ううん、そんな次元じゃない。遥がいなくなったら……私の心は死んでしまうかも。

　一番つらかった時、彼が支えてくれたから私は立ち直れた。彼がいたから、また明るく笑えるようになった。

　意地悪って思う時もあるけど、なんだかんだいっても優しくて、今だって危険を顧みずに私を助けに来て全力で守ってくれた。

　それに、大事にしてくれる。ずっと私のそばにいてくれる――。

　彼と一緒にいることがすごく自然で、その幸せに気づいていなかった。だからこそ、絶対に失いたくない。

　それって……つまり……。

　私……遥のことが好きなんだ。

　助かったのに、全然安心できなかった。もし今後またなにかの事件に巻き込まれて、彼がもっとひどい怪我を負ってしまったら……？

　事件の衝撃が大きかったせいか、ありもしないことを考えてしまう。

　心臓は相変わらず早鐘を打っていて、自分でもどうしたらいいのかわからなかった。




　高官との話が終わると、日本政府から指示があったのか、警視庁の警備部の方が二名来ていて、黒塗りの公用車で私たちをマンションまで送り届けてくれた。

　玄関に入って、やっと家に帰ったんだなって実感する。

　それでも緊張が解けなくて、シャワーを浴びた後、リビングでクッションを抱えながらソファに座った。

　時刻は午前零時を回っていた。

　身体はすごく疲れているのに頭は混乱状態で、ベッドで寝られる気がしない。

　さっきまでの出来事が何度も脳裏によみがえってきて、遥が銃弾に撃たれて倒れる姿を想像してしまう。

　怖い……。

　そんな私を見るに見兼ねたのだろう。遥がやってきて私にグラスを手渡した。

　中にはブラウンの液体が入っている。

「眠れないんだろ？　今夜は特別だ」

「ブランデー？」

　私の質問に彼は「そうだ」と頷いて私の横に座る。

　グラスをゴクゴクと飲み干すと、ゲホゲホッとむせた。

「馬鹿、一気に飲むなよ」

　遥が苦笑しながら私の手からグラスを奪ってテーブルに置き、背中をゆっくりとさする。

　カーッと一気に熱くなる身体。

「遥……」

　名前を呼べば、彼は私を優しい眼差しで見つめた。

「ん？　どうした？」

　彼に触れずにはいられない。

　遥の目をじっと見つめながらその逞しい胸に身を寄せる。

　ああ……あったかい。

　彼は微かに目を見開くも、私の身体を抱き寄せた。

「遥が……生きててよかった」

　心から彼に告げる。

　彼とこうしていられるのも、座敷わらしの折り鶴のお陰かもしれない。

「俺も楓が無事でよかった」

　遥も私の頭を撫でながら言葉を紡ぐ。

　もっと彼に触れたい。触れて彼が生きているって確かめたい。

「遥」

　もう一度彼の名前を呼ぶ。

　今……この瞬間、美桜が言っていたことがわかった気がする。

　遥にキスしてほしい。そして、抱かれたい。この人が欲しくて……欲しくてたまらない。

　彼が誰よりも好きだから――。

　でも、私は彼と約束したのだ。彼を好きにならないと。

　今ここで『キスして』なんてお願いしたら、私の気持ちがバレてしまう。

　言っちゃダメ。

　ギュッと唇を噛んでこらえていると、彼が私の顔を覗き込んだ。

「楓？」

　こうして彼の腕の中にいるだけでもいい。

　彼と離れたくない。

「……ごめん。まだ、怖くて。もう少しこのままでいい？」

　こう言えば、彼に抱きついても変には思われない。

　とっさに思いついた私の言い訳に、遥は甘く微笑んだ。

「ああ。お前が落ち着くまでこうしてやるよ」

　慈いつくしむように私を抱きしめる遥。

　その温かい抱ほう擁ように安堵するも、胸は張り裂けそうだった。

　心の中で彼に謝る。

　ごめん、遥。

　あんなに好きにならないって豪語していたのに……。

　私……遥のこと好きになっちゃったよ。










ずっとキスしたかった〔遥ｓｉｄｅ〕




「……遥」

　楓の声でパッと目が覚めた。

　俺の腕の中にいる彼女に目をやると、まだ目を閉じたまま。温もりを求めてか、俺の胸にピタッと身を寄せてくる。

「寝言か」

　クスッと笑いながら彼女の頭を撫でた。

　ベッドサイドの時計に目を向ければ、午前十時を回っている。

　昨夜は楓の不安を和らげようとしばらく抱いていたら、そのまま彼女は俺の腕の中で眠ってしまい、俺のベッドに運んだのだ。

　楓のベッドに寝かせなかったのは、ずっと俺のそばに置いて、彼女が無事だったと安心したかったから。

　昨夜のアメリカ大使公邸襲撃事件もあり、今日の出社は午後にすると姉に電話で連絡してある。

　楓に怪我はなかったが、精神的ショックが大きいのか、帰宅後もあまり話さず心配だったのだ。

『楓ちゃんが無事でよかったわ。ニュースを見た時はひやっとしたわよ。スケジュールはなんとかするから、しっかり休みなさい。あんた怪我人なんだから』

　いつも何事にも動じない姉だが、さすがに今回は俺たちのことを心配したらしい。気丈にしていたが、声が少し震えていた。

　アメリカ大統領の首席補佐官との話では、事件は大統領暗殺を企てたもので、ＳＰ一名と大使館職員一名が死亡、負傷者は俺を含めて二十名ほどらしい。

　今年の四月に中東の産油国、ザバヴィ王国が隣国のラディブに侵攻。アメリカとイギリスが制裁措置として空爆を一週間前に行ったが、ザバヴィの国王はそれを逆恨みして今回の事件を起こしたそうだ。

　楓に怪我がなくて本当によかった。俺の両親もＳＰに守られて無事だったし、身内に何事もなくてホッとせずにはいられない。

　晩餐会に楓を連れてきたのは、公の場に慣れさせるのと、両親に会わせるのが目的だった。まさかあんな事件が起こるなんて予想だにしていなかったが。

　最近俺にしつこくアプローチしてくる女社長に捕まり、なんとか追い払おうとしていたところで爆発があり、テロリストたちが侵入してきた。

　会場はパニックで、みんな逃げ惑っていて……楓の姿を捜しても周囲には見当たらない。テロリストが発煙筒を投げ込んだのか、公邸内は煙に包まれ、おまけに銃撃の音まで聞こえてカオス状態。一刻も早く楓を見つけ出そうと必死だった。

　彼女と連絡を取ろうにも回線は使えず、俺の会社の試作品のアプリでコンタクトを試みた。これは政府依頼のアプリで存在を知る者も少なく、通信傍受の恐れもない。

　このアプリのお陰で楓と話せて、彼女の居場所もわかった。

　だが、テロリストがいる中移動するのは容易ではなく、非常時に備えて待機していたアメリカの特殊部隊突入の混乱に乗じて楓のもとへと向かった。

　銃弾に倒れるかもしれないとか、テロリストに捕まるかもしれない、ということは頭になかった。ただただ楓を無事に救出することだけしか考えていなくて……。

　トイレを見つけてそっと中に入れば、テロリストの男が彼女に銃を向けているところで慌てて蹴り倒した。

　もし、俺の到着が一分でも遅ければ、楓の命はなかったかもしれない。それくらい緊迫した状況だった。小さい頃に空手や柔道をやっていたことが役に立った。

　米軍のヘリが救助に来た時にテロリストに左腕を撃たれたが、もしヘリの風圧で身体がふらついていなかったら、胸を貫通していたかもしれない。運がよかったんだ。

　それでも楓はかなり動揺していて、家に帰っても様子がおかしかった。

　普段はお風呂に入ればそのまま自分の寝室で休むのに、昨夜は気分が高ぶっていたのかリビングにいた彼女。事件のショックがきっと後になってきたのだ。

　楓に『今夜は特別だ』と言って酒を飲ませたが、それでも彼女はどこか不安そうな顔をして俺の胸に身を預けた。

　彼女が俺にそんな風に甘えてきたのは初めてで、少し驚いた。

　だが、その不安を取り除いてやりたくて、身体を密着させるように楓を抱き寄せた。

『遥が……生きててよかった』

　彼女が自分の感情を吐と露ろした。

　安心と不安……相反する気持ちがごちゃ混ぜになったようなその声が胸に響いて……。

『俺も楓が無事でよかった』

　俺も彼女の頭を撫で、安堵するように告げた。

　地位や金や、自分自身よりも楓が大事。彼女の代わりなんていない。

　だから、今回の事件で彼女を失うことの怖さを知った。




　楓の寝顔を枕に片肘をついて眺めていたら、彼女が目覚めて目が合った。

「おはよう」

　チュッとその赤い唇にキスをすれば、彼女は目を丸くして驚く。

「え？　ええ～？　なんで遥と一緒に寝てるの？」

　顔を青くして俺に問いかけながら、すぐに起き上がって自分の着衣を確認する彼女。

　多分、俺に昨夜抱かれていないか確かめているのだろう。動揺していてキスしたことも責めない。

　あたふたしている楓を見てクスリと笑った。

「期待しているところ申し訳ないが、昨日はなにもなかったから。ただ添い寝しただけ。俺も疲れてて、お前の寝室まで運んでやる元気もなかったよ」

「期待なんてしてません！」

　楓がムッとした顔でバンと俺の胸を叩く。だが、勢い余って包帯を巻いてある左腕にも当たった。

　思わず「うっ」と呻くと、彼女は急に表情を変え、心配そうな顔で俺の腕に触れた。

「あっ、ごめん、遥！　怪我、大丈夫？」

「利き腕じゃないし大丈夫だ」

　少し腕を動かしてみせれば、楓はホッとした顔になる。

「昨日ね、あの座敷わらしの折り鶴を持ちながら、祈ったの。遥が無事でいますようにって。そのお願いが届いたのかな？」

　クスッと笑いながら俺の目を見る彼女。

「実は俺も財布に入れてある。楓を守ってくれたのかもしれない」

　彼女と目を合わせ、フッと笑い合った。

「俺はシャワー浴びたら会社に行くが、楓はもう少し休んでろ」

　そう声をかけてベッドを出るが、ふと思い立って彼女の方を振り向く。

「ん？　どうしたの？」

　首を傾げて俺を見る楓の顎を掴み、その唇を奪った。

　驚きに目を見張る彼女を楽しげに眺めるが、その余裕があるのはキスした瞬間だけ。

　あまり長く口づけていると、自分でも止められなくなる。そうしたらまたベッドに逆戻りだ。

　理性をかき集めてキスを終わらせ、トロンとした目の彼女の唇に名残惜しそうに触れた。

「唇、荒れてるぞ。ちゃんと、ケアしておけよ」

　俺の言葉にハッとする彼女は、赤面しながら怒って俺の手を振り払った。

「よ、余計なお世話よ！」

　ハハッと笑ってバスルームへ行く。

　昨日のショックがまだ後を引いていないかと心配だったが、思ったより元気そうで安心した。




「海鮮、豚キムチ、海鮮ネギ焼きに生ふたつとジンジャーエールひとつお願いします！」

　俺の向かい側の席にいる楓が、嬉々とした顔で店員に注文をする。

「お前、そのオーダー、高校の卒業式の時も同じじゃなかったか？」

　ククッと笑いながらツッコめば、楓の横に座っている修也がニコリと頷いた。

「確かに」

　修也は俺の親友であり、学生時代はよきライバルでもあった男。

　サラサラの黒髪。目は切れ長で鼻筋が通っていて、歌舞伎役者のような落ち着いた風格。背は百八十センチくらいで、高校時代は弓道部の主将を務め、インターハイでも優勝した。頭もよく、研究者の道に進みながら楓を支えた彼を俺は尊敬している。

　アメリカ大統領暗殺未遂事件から五日後、修也が一時帰国し、俺たちはお好み焼き屋で食事をしている。この店は楓の高校の卒業祝いでも来たことがあるのだが、水無月家の行きつけの店らしい。

　午後七時前に入店したが、人気店なのか空席はなく賑わっている。

「あの時は楓もまだ未成年だったけど、なんで今日もジンジャーエールなの？　ビール頼めばいいのにさ」

　修也の鋭い指摘に、俺と楓は思わず顔を見合わせた。

「こいつが栄養失調で入院したから、禁止にしたんだ。飲むよりまず食べないとな」

　とっさにそう言い繕えば、修也は「確かに楓、痩せたよね」と同意する。

「こ、これでも少し戻したんだよ」

　楓が慌てて反論すると、修也は少し厳しい口調で注意した。

「さらに痩せてたかと思うとゾッとするよ。遥がいなかったらもっと大変なことになってたかもしれない。次からはひとりで悩む前に必ず知らせること」

「はい。心配かけちゃってごめんなさい」

　楓はしゅんとなって謝る。

　以前はよく見慣れた光景。でも、今はそんなふたりを見ていると、少し妬けてくる。

　楓と修也の家は母親が他界しているし、父親は海外で働いていることもあって、この兄妹の絆きずなはとても強い。

「まあ、そのへんでいいんじゃないか？　注文したのが来たぞ」

　お好み焼きのボウルを運んできた店員を顎でクイッと示す。

「やった～！　待ってました！」

　楓がパチパチと手を叩き、目をキラキラと輝かせた。

　三人がそれぞれのボウルの具材をかき混ぜると、油を引いてまずは楓と修也のふた玉を焼いていく。

「あとは、お兄ちゃんと遥に任せる」

　楓は壁に寄りかかり、フフッと笑う。

「お前、そこは『私に任せて』くらい言ったら？」

　目を細めて文句を言えば、彼女は明るく笑って言い訳した。

「こういうのって、男の人がやる方が美味しそうに見えるじゃない？」

「それは、楓が単に楽したい言い訳にしか聞こえないな」

　表情はマイルドだが、修也はピシャリと言う。

「お兄ちゃん、久々に会ったのに厳しくない？」

　楓がわざとらしく拗ねると、修也は茶目っ気たっぷりに笑ってみせた。

「あまり甘やかすと楓がお嫁にいけなくなると思ってね。自立を促してるんだよ」

「私はお嫁になんかいかないよ」

　彼女がなにげなく言い放った言葉に、俺も修也も目を見開く。俺はあえてコメントを避けたが、修也は楓にその理由を聞いた。

「どうして？　結婚して好きな人とずっと一緒にいたいと思わないの？」

　楓は顎に手を当て「うーん」と唸りながら答えた。

「お母さんが幸せそうじゃなかったから、結婚に夢を持てなくて。でも子供は好きだから、お兄ちゃんが結婚して子供が生まれたら私にもお世話させてね」

　口に出してはいないが、父親の裏切りの他に、元彼に浮気されたことも大きく影響しているのだろう。

　彼女の発言に少しショックを受けている自分がいる。

　俺との未来なんて頭にないんだろうな。いや、たとえ考えていたとしても、修也の前では言えないか。

　そんなことを思案していたら、修也が楽しそうに彼女をからかった。

「ロボットの赤ちゃんになるかもしれないよ」

「もうお兄ちゃんたら！　お兄ちゃんは、ちゃんと結婚して子供作ってよね」

　楓は軽くパシッと修也の背中を叩いた。

「楓がお嫁にいったら考えるよ」

　修也は有無を言わせぬ笑顔で言う。どうしてもそこは譲れないらしい。いくらシスコンでも、妹が独身を貫くのは兄としていたたまれないのだろう。

　まあ、俺が嫁にもらうけどな。

　ふたりのやり取りを見ながら心の中で呟く。

「それじゃあ、お兄ちゃん一生結婚できないよ」

　ブツブツ文句を言う楓。ふたりとも結構頑固だし、このままでは堂々巡りだ。

「そろそろ乾杯しないか？　俺、喉が渇いた」

　ふたりの会話に割って入り、そう提案すれば楓が安堵した顔で乗ってきて、ジンジャーエールの入ったグラスを手に取る。

「そうだった。乾杯がまだだったね。じゃあ、お兄ちゃんの一時帰国を祝してかんぱーい！」

　楓は強引に乾杯の音頭を取ると、修也と俺のビールジョッキに自分のグラスをコツンと当てた。

　俺と修也はやれやれといった顔でアイコンタクトをして、ジョッキを口に運ぶ。

「遥、そういえば、腕の怪我は大丈夫なの？」

　修也は思い出したように言って、俺の左腕に目を向けた。

　事件で負傷したことは帰国前に電話で話していた。

「まだ痛みはあるが、日常生活にはそんなに支障はない。楓が包帯替えるの手伝ってくれてるし、助かってるよ」

「ふーん。楓がやるとぐちゃぐちゃになりそうだね」

　修也が横目でチラリと彼女を見てクスクス笑う。

「ああ、最初は毛糸みたいにぐるぐる巻いててひどかったな」

　俺も楓に包帯の交換を頼んだ時のことを思い出して笑った。

　最初は俺が上半身裸になるだけでも、『ギャー!?』と大騒ぎ。俺と寝ておいてまだ叫ぶかと呆れたほどだ。いつ慣れるのかと思っていたが、最近やっと騒がなくなった。

「ちょっと、ふたりとも、私をいじって楽しむのはやめてよね！」

　楓が俺たちを睨みつけ、声を大にして抗議する。

「お前の反応がおもしろいからだ。ほら、焼けたぞ」

　彼女を適当にあしらうと、お好み焼きをひっくり返してソースを塗っていく。

「こっちも焼けたよ」

　修也もひっくり返して、同じようにソースを塗った。

　すると、楓が「では、青のりとかつお節、マヨネーズは私が」と得意げに言った。

　それから楽しそうにマヨネーズで絵を描いていく。

　修也のにはかわいい男の子の顔で、俺のにはへのへのもへじ。

「差別じゃないか？」

　わざと顔をしかめると、楓が楽しそうにヘラヘラと笑った。

「全然。ありのままを描いたよ」

「ありのままねえ」

　そう呟きながらヘラで食べやすいサイズに切っていく。出来上がりを楓の皿にのせようとしたら、修也も同じタイミングでのせようとしてかち合った。

「あっ」

　……癖とは恐ろしいものだ。最近、楓の世話をするのが当たり前になっていた。

「お前の代わりに楓の保護者役やってたから、つい習慣でな」

　苦笑しながら手を引っ込め、修也に譲る。

「遥がここまで世話焼くとはね。明日は雪でも降るんじゃない？」

　修也がニコッと笑いながら俺を冷やかす。

　雪という単語に反応して、俺も楓も固まった。

　一瞬の静寂。

「五月の下旬に雪なんか降るわけないだろ」

　俺はフンと鼻で笑ってごまかす。

「まあね。雪といえば、楓の高校の卒業式も雪だったね」

　修也に言われて思い出した。

　そういえば、その日、綺麗な粉雪が空から降っていたっけ。修也が海外にいる父親の代わりに楓の卒業式に参列するというので、俺も暇だったからついていったのだ。

「あの時、体育館が寒くて私ブルブル震えてたよ」

　お好み焼きをフーフーしながら食べていた楓がぼやいた。

「みんな学生服姿だったよね。ブレザーならまだいいけど、女子はセーラー服で男子は学ランだし、見てるこっちが寒かったな」

　修也は懐かしそうに言う。

「卒業式の後の写真撮影がすごかったよね。お兄ちゃんと遥が女子に囲まれて大騒ぎになって、写真撮るために長蛇の列ができてさ。私は門の前で一時間以上待たされたもん」

　楓がじっとりと俺たちを見ると、修也が優しく微笑みながら謝った。

「ごめん、ごめん。断れないムードになっちゃってね」

「俺も修也も被害者だぞ」

　そう主張すれば、楓はスーッと目を細めた。

「遥は楽しそうにしてたじゃない」

　なぜ『遥は』と強調してくる？

「ムッツリしてたら場の空気が悪くなるだろ？」

　穏やかな声で弁解するも、彼女は疑いの眼差しを向けてくる。

「どうだか？」

「楓、なにムキになってんの？　遥が女性の前で紳士的なのはいつものことじゃないか」

　修也が彼女をなだめながら、俺に対してサラッと毒を吐く。

　だから、俺もやり返した。

「人のこと言えるか？　お前は高校の時、美人の養護教諭と保健室にしけこんでただろ？　この年上キラーめ」

　俺の暴露話に楓は軽蔑の目で修也を見る。

「お兄ちゃん、そんなことしてたの？」

「さあ？　昔のことは忘れたよ」

　謎めいた微笑を浮かべ、首を傾げてとぼける修也。

「お前の兄貴も聖人君子じゃないってことだ。よーく覚えておけ」

　ビールを口にしながら楓に忠告すると、修也がニコニコしながら俺に脅しをかけた。

「遥、今度じっくりとふたりで話をしようね」

　この場のジョークとして言ってきているが、彼の目は本気だ。多分、俺と楓の関係に気づいているのだろう。

　もう昔の三人じゃない。ごまかそうとしても、鋭い修也にはすぐにバレる。

　だったら、いつも通りに振る舞うまでだ。

「お前、唇に青のりついてる」

　そう言って、楓の唇に触れて青のりを取った。

「あっ、ありがと」

　楓はサラッと礼を言って、ジンジャーエールをゴクッと飲む。

　以前の楓なら『勝手に触らないでよ』と、俺にくどくどと文句を言っていただろう。

　そんな俺たちの様子をじっと見ていた修也。だが、そのことについてはなにも言わず、イギリスでの生活について楓に話して聞かせていた。

　最後は俺と修也の大学時代の話で盛り上がったが、彼女があまり食べてないのが気になった。修也も同じことを思ったようで楓に尋ねる。

「楓、そんなに食べてないよね？」

「うーん。なんか久々にお兄ちゃんに会ったら嬉しくて胸がいっぱいになっちゃって。それに、炭酸飲みすぎたみたい」

　彼女は笑いながらお腹をさすった。

「ならいいけど、体調悪い時は倒れる前に言うんだよ」

　修也が優しく言うと、楓は急に真面目な顔になってビシッと敬礼した。

「はい、肝に銘じます！」

「お前……俺への態度と違うだろ。やっぱ修也だと素直に従うのな」

　頬杖をついて楓に目を向ければ、彼女は弾けるように笑った。

「そりゃあ、お兄ちゃんと遥は違いますからね」

「へいへい」

　わざと拗ねたふりをすると、修也に慰められた。

「兄っていろいろ大変なんだよ。いいお手本を示さなきゃいけないからね」

「じゃあ、遥は悪いお手本だね」

　楓が調子に乗ってふざける。

「お前、後で覚えてろよ」

　悪魔のようにニヤリとすれば、彼女はわざと震え上がり、修也に抱きついた。

「お兄ちゃん、遥がいじめるよ」

「はいはい。大丈夫。遥が悪さしたら、俺が容赦しないから」

　楓の頭を撫でながら、修也が穏やかに言う。だが、その目は俺を見てキラリと光った。

　ゾクッと悪寒がして鳥肌が立つ。

　殺気が漲みなぎってないか？　妹を守るお兄ちゃんは怖いねえ。

　だが、楓はもう俺のものだ。お前ら、兄と妹だとしても、くっつきすぎだろ。

　嫉妬の炎が心の奥底でメラメラと燃え上がる。そんな風に楓に触れられると、いくら修也でも苛立つ。

　俺は冷ややかな怒りを持ってその視線を受け止めた。

　そんなオス同士のやり取りに気づかない楓は、眠くなったのかあくびをし出す。

「そろそろ帰るか」

　腕時計に目をやれば、午後十時になろうとしている。もう店も閉まる時間だ。

「ああ」

　修也は俺の目を見て頷くと、ズボンのポケットから財布を取り出した。

「ここは俺が持つよ、修也」

　そう声をかければ、彼は「悪いね、遥」と小さく笑う。

　会計を済ませ、ドアの前で待っていたふたりと一緒に店を出た。

「楽しい時間ってあっという間に過ぎちゃうよね。もっとお兄ちゃんと話したかったなあ」

　楓が名残惜しそうに修也の顔を見上げれば、彼は優しい目をして彼女を慰める。

「まだ日本にいるし、会えるよ」

　見つめ合うふたり。

　ホント、どんだけ仲がいいんだ、この兄妹は。

　もう早く修也をホテルに帰らせよう。

　イラッとしながら手を挙げてタクシーを止めれば、その俺の横で修也はなにを思ったか突然楓をギュッと抱きしめた。

「お、お兄ちゃん？　どうしたの？」

　修也の抱擁に戸惑う楓。

「しばらく楓に会えなかったからこうやって充電してるんだよ。今夜は楽しかった。おやすみ」

　囁くように言って彼は彼女の髪にそっとキスをする。まるで恋人同士だ。

「楓、明日は仕事だし帰るぞ。修也も明日の朝早いんじゃないか？」

　彼女の手を掴んで修也から離すと、彼に早くタクシーに乗るよう促した。

　我ながら大人げない……とは思うものの、これ以上ふたりが抱き合うのを目にしたくない。

　タクシーに乗り込む修也に「じゃあ、またな」と素っ気なく声をかけた。

「ああ」

「お兄ちゃん、おやすみ」

　楓は少し寂しげな顔で修也に手を振る。

「遥と楓が一緒に帰るっていうのも変な感じだな。おやすみ」

　修也が苦笑いしながらそう言うと、タクシーは彼の宿泊先のホテルに向けて走り去った。

「さあて、俺たちは歩いて帰るか？　月が綺麗だぞ」

　楓の肩をポンと叩けば、彼女は空を見上げた。

　パアッと明るくなるその顔。

「本当だ。綺麗だねえ。歩いて帰ろう。なんかそうしたい気分」

　フフッと笑う彼女に顔を近づけて口づける。

　修也が楓に触れるたびにずっとそうしたくてたまらなかった。

「ちょ……遥。なんでこんなところでキスするの？」

　ギョッとした顔で俺を注意する彼女に、ニヤリとして揚げ足を取る。

「家だったらよかったか？」

「場所の問題じゃないよ、もう！　そんなに誰かとキスしたいなら飴でも舐めとけば」

　彼女は俺に噛みつくも、頰を押さえて俺からプイと顔を逸らした。

「はい、はい」と返事をして軽くあしらうが、じっと彼女を観察するように見る。

　俺のキスに照れているのだろう。

「修也に見せつけてやればよかった」

　ポツリとそんなことを呟けば、彼女はキョトンとした顔で俺を見た。

「ん？　なんか言った？」

「いや。なんでもない」

　俺って独占欲強かったんだな。

　フッと笑うと、楓が俺の胸をコンと軽く叩いて命じる。

「いい？　今日は、遥がお風呂沸かしなさいよ」

　多分、さっきのキスに怒っているのだろう。

「でも、俺、怪我人。あー、腕が痛いなあ」

　すっとぼけたら、彼女に怖い顔でツッコまれた。

「お兄ちゃんに腕の怪我は大丈夫って言ってたのは誰？」

「さあ？」

　わざと首を傾げてしらを切ると、「お兄ちゃんと同じボケ方しないで！」と厳しく注意された。

　だが、そんな楓とのやり取りが楽しい。

　月明かりが優しく見守る中、俺たちは家路についた。










兄の見解




「珠子さんのベジタブルカレー、すごい色してますね」

　私の横に座っている珠子さんのトレーを見て驚いた。

　ベジタブルというより、ほうれん草カレーと言っていいくらい緑色をしている。

「珠子さんはナンも緑ですよね」

　私の前の席にいる翔太君が珠子さんのナンをじっと見る。

　今日のランチは、美味しいと評判のインドカレーのお店に三人で来ていた。

　昨夜は久々にお兄ちゃんに会えて嬉しかった。遥とのことがバレるんじゃないかとドキッとした瞬間は何度かあったけど、やっぱりお兄ちゃんがそばにいると心強い。

　私にとって兄は父親的な存在でもある。父の代理で私の学校行事に参加してくれたし、勉強も熱心にみてくれた。

　楽しい時間はあっという間に過ぎてしまったけど、お兄ちゃんは今月いっぱい日本にいる。

「ほら、私も五十過ぎたからねえ。健康に気を遣っているのよ」

　ガハハッと珠子さんが豪快に笑う。

「普段の間食をやめればいいのでは？」

　珠子さんの身体にチラリと目を向け、ボソッと毒を吐く翔太君。

「ん？　翔太君なんか言った？」

　多分聞こえていたとは思うのだけど、彼女はにこやかな顔で首を傾げた。

「いいえ。なにも」

　翔太君は柔らかな笑みを浮かべてとぼける。

　このふたりのやり取りはなかなかおもしろい。どちらも強つわ者ものですね。

「楓ちゃんのは美味しそうな匂いがするわね。それなんだっけ？」

　珠子さんが鼻をクンクンさせ、私のカレーを見る。

「エビバターカレーです。しかも甘口」

　ニッコリしながら答えると、翔太君にツッコまれた。

「楓さんって味覚もお子様なんですね」

「味覚もって……他にお子様なとこあった？」

　翔太君の発言が引っかかって、彼に目を向ける。

「ランチの後よく眠そうにしてるから子供みたいだと思って」

　翔太君はナンを千切りながら遠慮なく言う。

　それを聞いてすぐに謝った。

「すみません。栄養失調で倒れたせいか、体力落ちちゃって」

　退院後はそれなりに食べて、体力も少しずつ回復したと思っていたのだけど、やっぱりよく眠くなる。社会人として褒められたことではないし、どうにかしたいのだけど、なすすべがない。

「まあ、仕事はちゃんとしてくれてるんでいいですよ。眠ってはいませんしね」

　おや？　翔太君にしては甘い言い方。

　やっぱり遥に言われて私の体調を気にしてくれてるのかな。

「私もお腹いっぱいになるとついうとうとしちゃうのよねえ。たまに翔太君にペンで背中つつかれるわあ」

　自分の失敗を笑い飛ばす珠子さん。彼女と一緒にいると、なんだか心が和む。

「珠子さんはもっと自重してくださいね。これからは腹八分目で」

　彼女に対しては、翔太君は容赦なく注意した。

　だが、珠子さんも負けていない。

「腹八分目ねえ。うーん、お腹の中に計量カップがあるわけじゃないし、わからないわよ。それに、料理を出されたら、全部食べなきゃもったいないでしょう？」

　珠子さんは食べ物は粗末にしてはいけないとか翔太君にクドクド言い始める。

「病気になっても知りませんよ」

　そんな彼女をうるさく思ったのか、翔太君は冷たく返して、ひとりカレーを食べ始めた。

　珠子さんと私もナンを千切ってカレーを味わう。

　でも、この店内に入った時から感じていたが、スパイスの匂いが気になって食欲があまり湧かない。

　実は、昨日兄や遥とお好み焼きを食べた時もそうだった。もう見るだけでお腹がいっぱいになってしまう。違うものなら食べられるかと思ったのだけど、今日はさらに食欲がない。

　カレーは……無理かも。匂いを嗅ぐだけで気分が悪くなってきた。

　翔太君や珠子さんは普通に食べているし、カレーがおかしいわけではないだろう。

　問題があるとすれば、それは私だ。

　アメリカ大統領暗殺未遂事件の影響だろうか？　まだ、精神的に安定していないってことかな？

　翔太君や珠子さんのおしゃべりに相槌を打ちながら考えるも、原因はわからなかった。

　とりあえず、サラダとナンだけ口にし、ジンジャーエールをチビチビと飲んでいたら、翔太君がそんな私の皿をじっと見た。

「カレー、苦手でした？」

「好きなんだけど、最近いろいろあったせいか、食欲があまりなくって」

　最近というキーワードで、彼は大統領暗殺未遂事件のことに思い至ったのだろう。「ああ」と納得したように頷いて、それ以上深く追及しなかった。

　実は、事件後に出社してからというもの、アメリカ大使公邸でのことを誰も聞いてこないんだよね。きっと、私のことを気にして遥がなにかしら通達を出したに違いない。

　あの事件の夜からひとりでは怖くて眠れなくて、ずっと遥の寝室で寝ている。ただ添い寝をしてもらっているだけだけど、それで私は安心して眠ることができるのだ。

　幸い彼はあの恐怖体験のせいだと思っている。

　だが、本当の理由は違う。

　彼が好きだから。いつか遥を失うような事態が起こったらと思うと怖くて、そばにいて、触れていないと不安で仕方がないのだ。

　本気で好きになると、もうその人しか見えなくなる。その人が、自分の世界の中心になる。

　そのうち私の気持ちなんて簡単に彼にバレるに違いない。その時、私はどうしたらいい？

　遥は愛とか恋とかいうものを厄介に思っている人だ。彼が私を好きになる可能性なんてない。

　遥との約束を考えると頭が混乱してくる。

『俺に絶対に惚れないこと』って言われた時はムカついた。本当に遥のことを好きになるなんて思ってなかったから。

　彼に惚れてしまった場合、アパートの保証人になる話はご破算で、私に消えろってことかな。どこへ行ったらいい？　また兄に頼るの？　でも、それだと一生兄のお荷物になりそうだ。

　結局、自分で自分の首を絞めている。

「楓さん、ここ出ましょうか？」

　翔太君に声をかけられ、「ん？　あっ、そうだね」と、とっさに笑顔を取り繕った。

　いけない。今は考えるな。

　悩んだら、また前のように倒れるかもしれない。そしたら仕事もできなくなる。

　自分の体調がおかしいことを感じながら店を出ると、珠子さんが「私、そこのドラッグストアで胃薬買ってくるわ」とバタバタと走っていった。

　呆気に取られる翔太君と私。

「珠子さん、食べすぎなんですよね。ホント病気にならなきゃいいけど」

　彼女の後ろ姿を見送りながら、翔太君が軽く溜め息をつく。

「翔太君なりに心配してるんだね」

　クスッと笑うと、翔太君は照れ隠しなのか、プイッと顔を逸らして弁解した。

「あの人に抜けられると困るからですよ」

　翔太君、結構いい人じゃない。

「うん、そういうことにしておこうか」

　ニヤニヤしながら言えば、翔太君は私に冷やかされるのが嫌だったのか、会社のビルに入ると、激混みのエレベーターにひとりスタスタと乗り込み、先に行ってしまった。

　あ～あ、逃げられちゃった。

　クスッと笑って、エレベーターを待つ。

　私も早く一人前になって、珠子さんみたいに頼りにされたい。翔太君にとっては、私はまだ試用期間中で戦力外だから。

　なんとか体力をつけなきゃね。病院で診てもらった方がいいのかな。

　じっとエレベーターの扉を見つめて考えていたら、珠子さんが息急き切ってこちらに走ってきた。

「あっ、楓ちゃん、ちょっとこっち」

　彼女は私の手を引いて近くのトイレに連れ込むと、ゼーハー大きく息を吐いた。

「大丈夫ですか、珠子さん？」

　珠子さんの顔を覗き込むようにしてそう声をかける。

　すると、彼女は持っていたビニール袋を、「これ、楓ちゃんに」と言って私に手渡した。

「なんですか、これ？」

　ビニール袋の中には小さな紙袋が入っていて、パッと見て中身がわからない。

「妊娠検査薬よ」

　珠子さんは私に顔を近づけ、声を潜める。

　その言葉があまりに衝撃的で凍りつく私。でも、彼女は構わず笑顔でしゃべり出した。

「眠いっていうのと食欲がないっていうのでピンときたのよ。うちの子の妊娠に気づいたのもカレー食べた時でね。ああ、思い出すわあ」

　彼女は胃薬と言っていたが、最初から私のためにこの検査薬を買うつもりでひとりでドラッグストアに向かったのだろう。

「……ありがとうございます」

　それだけ言うのが精一杯だった。

　リストラを言い渡された時みたいにショックで、壁に手をついて身体を支える。

　私がここ最近食欲がないのは、妊娠してるからってこと？

「おばさんの余計なお節介かもしれないけど、こういうのって買うのに勇気がいるでしょう？　楓ちゃん、大丈夫？　顔真っ青よ」

　珠子さんが心配そうに私を見るので、顔を引きつらせながらも笑ってみせた。

「予想してなかったので、ビックリしただけです。そうですよね……単に体調が悪いだけじゃなくて、そういう可能性もあったんですね」

　言われてみれば、今月も先月も生理は来ていない。

　いや、体調不良でずれることだってあるでしょう？

　妊娠の可能性を頭の中で必死に否定した。

　でも、誰だって異性と寝たら子供ができる可能性がある。私はピルを飲んでいないのだ。

　じゃあ、遥は？　男性経験がなかった私と違い、彼は経験豊富。その彼が避妊を忘れるなんてありえない。子供ができたら責任を取らなければいけないから。

　でも、彼は避妊具をつけたっけ？　ああ～、全然思い出せない。

　彼に抱かれた時、私は切羽詰まってて、なにも冷静に考えられなかった。

　でも、そんなの万が一妊娠してたら、言い訳にならない。避妊してたって妊娠する可能性はあるわけで……。最初からその覚悟をしろってことだよね。

　もし妊娠していたらどうしよう？　遥に伝える？　それとも……なにも言わずに彼の前から消える？

　子供は好きだけど、シングルマザーになるというのは相当の覚悟が必要だ。

　私にそれができる？　ひとりで子供をずっと守っていけるの？

　……わからない。どうしたらいい？

　遥は今日、名な古ご屋やに日帰り出張に行っていて、帰るのは午後八時過ぎの予定だ。

「もしおめでたなら、遥さん喜ぶだろうね」

　珠子さんはにこやかに笑う。彼女は私のことを彼の婚約者だと本当に思っている。

　その言葉が胸にズキンときた。

　遥が喜ぶわけがない。

　私……彼にとって世界で一番嫌な女になるかも。

「そうですね」

　自虐的に笑いながら相槌を打つ。

　ひょっとしたら、ここで仕事をするのもあと数日で終わってしまうのかもしれない。

　悲しさを感じながらも、自分のできることを全力で頑張ろうと思った。

　今までお世話になった……私を元気にしてくれた社員のみんなに少しでも報いたい。




　午後はただひたすら仕事に集中した。忙しくしていればなにも考えずに済む。

「楓さん、時間なんでもう上がってください」

　翔太君に突然声をかけられ、また現実に戻されたような気がした。

　もう定時になっちゃったのか。

「……はい」

　急に全身の力がフッと抜けて、ボーッとした頭で返事をすると、彼がそんな私を見て少し厳しい口調で言った。

「あとタクシーで帰ってください。もう呼んでありますから」

「え？　なんで？」

　思わず聞き返したら、翔太君は指でペンをクルクル回しながら告げた。

「遥さんから言われてるんです。『楓さんがハイテンションで仕事をしている時は要注意だ』って」

　遥……なんなのその命令。もう保護者面しないでよ。

「不服そうな顔してますね。道で倒れられても困るんで、ちゃんとタクシーで帰ってください。じゃあ、また明日」

　翔太君は素っ気なく言って自分の仕事に戻る。でも、それも彼の優しさだと今はわかる。

『じゃあ、また明日』と翔太君は言った。

　明日が来るのかな？

　心の中は不安でいっぱいだった。




　翔太君の厚意に甘えてタクシーで遥のマンションに帰ると、バッグを玄関に置いたまま、珠子さんにもらった妊娠検査薬を持ってトイレに向かう。

　トイレの前で紙袋を開けて検査薬の箱を取り出し、中の説明書に何度も目を通した。

　箱に入っていたスティックを持って、トイレで検査してみる。

　運命の瞬間だ。

　スティックをじっと眺めて待つこと一分。ピンクの線がはっきりと出た。

　たった一本の線なのに、それを見た途端、大きな闇の中に落とされたような気がした。

　病院で診てもらわないと正確にはわからないが、妊娠しているかもしれない。

「私のお腹に……遥の赤ちゃんがいる？」

　しばらく呆然としてしまってトイレから出られなかった。

　どうしよう……。あんなに優しくしてもらったのに、遥に迷惑かけちゃう。

　彼にこのことを告げたら、きっと困った顔をするだろうな。

　ここにいたらもうすぐ遥が帰ってくる。顔を合わせたら泣いてしまうかも。

　ここにいちゃいけない。ああ～、私……どうしたらいい？

　お腹に手を当て考える。

　もうひとりの身体じゃないなら、勝手に判断しちゃダメだ！　ひとりでまともな判断なんてできない。

　その時、フッと脳裏に浮かんだのは兄の言葉。

『次からはひとりで悩む前に必ず知らせること』

　そうだ。お兄ちゃんのところに行こう。

　スティックを手洗い場の下にあるゴミ箱に捨ててトイレを出ると、玄関に置きっ放しになっていたバッグを持ってマンションを出た。

　今、兄は赤坂にあるホテルに宿泊している。今日は都内の大学で講演があったはず。もう日は暮れているし、ホテルに戻ってるんじゃないだろうか？

　通りでタクシーを拾ってすぐにホテルに向かうも、気持ちは落ち着かず、心臓はバクバクして息をするのも苦しかった。

　ホテルに行くのはいいが、なんてお兄ちゃんに説明しよう。

　赤ちゃんのことを遥よりも先にお兄ちゃんに言ってしまうのはマズイ気がする。

　自分のお腹に目をやる。こんなにペタンコなのに、ここに赤ちゃんがいるかもしれないなんて……まだ信じられない。

　それでも、自然とお腹を撫でてしまうのはなぜなんだろう？　もう母性が芽生えたのだろうか？

「お客さん、着きましたよ」

　不意に運転手に声をかけられ、ハッと我に返る。

　気づけば、タクシーはいつの間にかホテルのエントランスの前に着いていた。

　慌ててバッグの中を漁って財布を取り出し、支払いを済ませる。

　ホテルの中に入ると、スマホで兄に連絡をした。

　ツーコールで兄が出る。

《楓？　どうした？》

　優しい兄の声を聞いて心がホッとした。

「お兄ちゃん、私……お兄ちゃんと一緒にイギリスに行っちゃダメ？」

　スマホをギュッと握りしめ、半泣きになりながら懇願する。

　私の発言に驚きの声をあげる兄。

《え？　急にどうした？　楓、今どこにいるの？》

「……お兄ちゃんの宿泊しているホテル」

　か細い声でそう告げれば、兄は少し焦った声で言った。

《今タクシーで移動してて……あと十分くらいで着くと思うから、フロントの近くにあるラウンジで待ってて》

「うん」

　小さく頷いて通話を終わらせると、兄に言われたようにラウンジの窓際の席に座り、やってきた店員に飲み物を注文する。

　メニューを見なくても、飲みたい……いや、飲めるドリンクは決まっていた。

　しばらくすると、ジンジャーエールが運ばれてきてひと口飲む。

　炭酸で喉が刺激されて、少し気分が楽になった。胃のムカムカもおさまる。

　最近、やたらとジンジャーエールばかり飲んでいるのは、妊娠のせいなんだろうか。

　グラスの中の氷を見つめていたら、兄が息を切らしながら現れた。

「楓！」

　兄は私のテーブルまでやってきてハーッと息をつく。恐らく走ってきたのだろう。

　さあて……なんて言おうか？　まだ考えがまとまらない。

　なにも声を発せられず黙っていたら、兄が私の横に座った。

「急に俺とイギリスに行くなんてどうした？　遥と喧嘩でもした？」

　私の顔を心配そうに覗き込む兄に、「違う」と小声で否定する。

「じゃあ、どうして？」

　優しい声音で兄は尋ねた。

「もう……遥のマンションには住めないから」

　それしか言えなかった。

「遥に出ていけって言われたの？」

「ううん」

　彼はそんな冷たいことは言わない。言わないから、私から出ていくのだ。

　妊娠のことを告げたら、責任から結婚するって言うかもしれない。私は彼の親友の妹だし、お金で解決なんかしないだろう。

　でも、そんな結婚をしたら、子供も不幸になる。愛のない結婚なんか絶対にしてはいけない。うちの両親みたいになるから。

　理想論かもしれないけど、結婚は愛がなきゃ嫌だ。だけど、それを遥に求めるのは無理な話。彼には彼の生き方がある。それを責められない……。

　待って！　私、遥と結婚したいって思っているのだろうか？

　遥に愛されて結婚したいって……？

　ああ～、もう頭の中が混乱していて、自分の気持ちもよくわからない。

「楓……言ってくれなきゃわからないよ」

　兄が私の目を見て言う。

「……ごめんなさい。今はなにも言えない」

　兄から視線を逸らし俯くと、自分のお腹にそっと手を当てた。

　言ったらきっと兄は遥を責めるに違いない。でも、遥は悪くない。悪いのは全部私だ。

「……ごめん……なさい」

　兄に対して、そして……ひょっとしたらいるかもしれないお腹の赤ちゃんに謝る。

　私、シングルマザーになるのかな。子供をおろしたいとは思わない。遥には悪いが、好きな人の子供だもん。命を奪うなんてできない。

　その時、私のバッグの中のスマホがブルブルと震えた。スマホに目をやれば、画面には遥の名前が表示されている。

　彼からの着信だ。

　怖くて電話に出られずそのまま放置していると、横に座っている兄にもその表示が見えたのか、勝手にスマホを取って通話ボタンを押した。

《楓？》

　兄に注意しようとしたら、スマホから遥の声が聞こえてドキッとする。兄がスマホを耳に当て、彼と話を始めた。

「遥、俺だけど。……うん、楓は俺の泊まってるホテルにいるよ」

　兄が私をチラリと見る。

　多分、遥は私がマンションにいなかったから、電話してきたのだろう。

　待って！　そういえば、妊娠検査薬の箱はどうしたっけ？　検査に使ったスティックをゴミ箱に捨てたのは覚えてる。でも、検査薬が入っていた箱は？

　確かスティックがもう一本残ってて……廊下に置いたままにしてトイレに入ったような。だとしたら……トイレの前に置きっ放しだ！

　血の気が引き、くらっとめまいがした。

　あれを……彼に見られたら？

　マズイ、マズイよ。私が妊娠してるかもって普通に考えるよね？

　どうして片付けておかなかったの！

　馬鹿な自分に呆れていたら、兄が遥に思わぬ言葉を放った。

「遥、今すぐホテルのバーに来いよ」

　その目は静かな怒りに燃えているし、口調もいつもと違う。そんな兄を見たのは初めてだった。

　遥がここに来る。彼から逃げたくてここに来たのに……。

「なんで……お兄ちゃん？」

　責めるように問えば、兄は電話をブチッと切り、優しく諭すように言う。

「逃げちゃダメだよ。遥となにかあったんだよね？　あいつ、珍しく取り乱してた」

「……嘘」

　兄の言葉が信じられなかった。

　遥はいつだって自信に満ち溢れていて、取り乱したところなんて見たことがない。

「あいつと付き合っているんだろう？」

　兄はいきなり核心をついてきた。ビックリしてパッとその顔を見る。

　付き合ってはいないけど、男女の関係ではある。

　どうしてわかるの？

　私が問いかける前に、兄が私の疑問に答えた。

「ふたりの様子を見ていればわかるよ。遥は昨日、俺を挑発するような真似をしたしね」

　兄はどこか遠くを見据え、フッと微笑した。

　お兄ちゃんには隠し事はできないな。

　遥が私のことをどう思っているのか、本当のところはわからない。だから、自分の彼への気持ちを兄に打ち明けた。

「私……遥に冗談っぽく『俺に絶対に惚れないこと』なんて言われたのに……私も遥みたいな女ったらし、タイプじゃないとか豪語してたのに……遥のこと好きになっちゃって……」

　馬鹿な私。本当に馬鹿だなあ。

　何度も心の中でそう呟く。

「楓はまんまと遥の策に嵌はめられたんだよ。興味のない女にわざわざそんなこと言わない」

「へ？」

　兄の見解を聞いて間抜けな声を出す私。

　ポカンとしていたら、兄が私にわかるように言い直した。

「だから、お前が自分を好きになるようにあいつはわざとそう言ったんだ」










誰にも譲れない〔遥ｓｉｄｅ〕




「意外に早く終わったな」

　名古屋での商談を終えて、東京行きの新幹線に乗っていたら、座席のテーブルに置いておいたスマホがブルブルと震えた。

　画面を見れば翔太からの着信。移動中にかけてくるなんて珍しい。なにかあったのだろうか？

　スマホを手にし、席を立ってデッキへ出る。

「どうした？」

　画面をタッチして電話に出れば、翔太が《今、大丈夫ですか？》と確認してきた。

「大丈夫だ。で？」

　なにがあったか知りたくて先を促した。

《今日の楓さんの様子が気になって。ランチをほとんど食べませんでしたし、午後はやたらと張り切って仕事をしていたので》

「ランチも食べなかったか」

　ハーッと溜め息交じりに言う。

　昨日修也と食事をした時も、今朝も、彼女は食事を残している。

《ランチだけじゃないんですね？》

　翔太の問いにゆっくりと頷いて答える。

「ああ。昨日の夜ぐらいからあまり食べないんだ」

《あの事件のショックのせいとか？》

「それもあるかもしれないが、いろいろとありすぎて断定できない」

　環境が変わって、自分でも気づかないうちにストレスを感じているのか、それとも……。

《理由はわかりませんが、そばで見ていて痛々しいくらい明るくしていましたよ。定時で帰しましたが、気をつけてあげてください。じゃあ》

　翔太が電話を切り、俺は自分のシートのある車両に戻った。

　新幹線が東京に着くと、タクシーで家に戻る。だが、玄関のドアを開けたら、楓の靴はなかった。

　電気はつけっ放し。普通なら近くのコンビニにでも買い物に行ったかと思うのだが、翔太の電話の件もあり、妙な胸騒ぎがした。

　とりあえず靴を脱いで廊下を進むと、トイレの前に紙袋と小さな箱が落ちていた。

「……なんでこんなところに」

　変に思いながら、屈んでその箱を拾い上げて、目を大きく見開いた。

　妊娠検査薬と箱には書かれている。

　彼女がここにいない理由がわかった。検査薬は二本入りで、箱の中には一本しかない。もう一本は、彼女が使用したのだろう。

「楓は……妊娠しているのかもしれない」

　それは、ある程度覚悟……いや、予想していた結果だ。

　彼女を抱いた時、俺は避妊しなかったのだから。

　だが、そのことを楓は知らない。

　自分の身体の異変に気づいて検査薬を試したのだろうか？　それで陽性だったから、彼女は俺から逃げた？

　今朝は、食欲がない以外におかしなところはなかった。だが、翔太のあの電話の内容からすると、午後には自分の妊娠の可能性に思い至って不安になったのかもしれない。

　それで無理して明るく振る舞った？

　検査薬の箱や袋がそのまま放置されているということは、よほど動揺していたのだろう。その時の楓が容易に想像できる。

　ひとりで抱え込んでパニックになって……。

「俺って馬鹿だな」

　自分が許せなくて、壁を思い切りバンと強く叩く。

　もっと早く楓と向き合って話をすべきだったのに……彼女の入院や大統領暗殺未遂事件があり、タイミングを失った。

　……違うな。それは、ただの言い訳だ。

　俺は、意識的に彼女と話をするのを先に延ばしていた。楓が俺のもとから逃げるのが怖かったから。

　彼女と結婚する準備は進めているのに、本人とは意思の疎通ができていない。

　本気で好きな相手には自分でも呆れるくらい不器用な俺。

「どこへ行った？」

　スーツのポケットからスマホを取り出し、楓に電話をかける。

　元彼に浮気された時のように無茶しないか心配だった。

　俺から離れたくてここを飛び出したのなら、電話にも出ない可能性の方が高い。

〝出ろ、出ろ〟と何度も念じる。

　この展開、前にもあったな。

　コール音が鳴っても彼女はなかなか電話に出ない。だが、辛抱強く待っていたら、ようやく繋がった。

「楓？」

　彼女かと思って呼びかけたが、出たのはスマホの持ち主ではなかった。

《遥、俺だけど》

　……修也だ。

「楓はお前と一緒にいるのか？　俺のマンションから慌てて出ていったみたいで」

　まず彼女のことを聞くと、彼はいつもの穏やかな声で答えた。

《うん、楓は俺の泊まってるホテルにいるよ》

　修也の言葉を聞いてホッとする。

　とりあえず、彼のところにいれば安心だ。

「楓の様子は？」

　きっとひどく取り乱しているに違いない。

　修也は俺の質問には答えず、自分の要求を伝えてきた。

《遥、今すぐホテルのバーに来いよ》

　有無を言わせぬその口調。声は落ち着いているが、修也の静かな怒りが伝わってくる。

　俺の返事を聞かずに彼は電話を切った。聞く必要なんてないからだ。

　俺がホテルに行かなければ、楓には会えない。会わせてもらえない。

　覚悟を決めて家を出て、タクシーで修也の宿泊先に向かった。

　ホテルに着くと、急いでエレベーターで最上階へ。薄暗いバーに入り、乱れた息を整えながら楓と修也の姿を探した。

　すると、カウンターにいた修也が俺の方を見て軽く手を挙げる。

　楓はいなかった。そのことに落胆してしまう。

　やはり俺に会いたくない、そういうことなのだろう。

「早かったな。道空いてた？」

　ウィスキーのロックを飲みながら、普段と変わらぬ様子で話しかける修也。それがどこか不気味だ。

「まあな。楓はお前の部屋にいるのか？」

　彼女の居場所を尋ねれば、彼は「ああ」と頷いた。

　修也の横の椅子に腰かけると、彼が飲み物を聞いてくる。

「なに頼む？」

　酒を飲んでする話じゃないと思って「いや、いい」と断った。

　だが、修也は「付き合ってよ」と言って目の前にいるバーテンに声をかける。

「同じのもうひとつ」

　すぐにグラスが俺の前に置かれる。

　それを手にすると、中に入っている液体をじっと見つめながら話を切り出した。

「修也、俺……楓と……」

「楓となにがあった？　妹と付き合ってるんだろう？」

　修也は俺の言葉を遮り、単刀直入に聞いてくる。

「楓がそう言ったのか？」

　少し驚いて修也にそう聞けば、彼はすぐに否定した。

「いや。遥を好きになったとは言ってたけどね。まあ、言われなくても、お前と楓の態度でわかるよ。お前は俺に見せつけるように楓に触れていたしね」

「楓が……俺の子を妊娠したかもしれない」

　殴られる覚悟でそう告げれば、修也は顔色も変えずにグラスを揺らし、氷を鳴らして弄もてあそぶ。

　気分は判決を待つ罪人。激昂しない彼のその様子がかえって怖い。

「自分の妹に対して言いたくないけど、遥がそんなヘマするなんてどうしたのかな？　避妊を怠るようなお前じゃないだろ？」

　俺を責めるというより、修也はその理由を知りたがった。

「……自分でも驚いている。普段の俺じゃありえないよな。だが、楓をどうしても手に入れたかったんだと思う。お前には言ってなかったけど、大学の時からずっと楓が好きだったんだ」

　それしか言えなかった。あの時はいつもの冷静な自分じゃなかったし、あの衝動を言葉にするのは難しかったのだ。

「で、遥はどうするつもり？」

　グラスを揺らすのをやめ、彼は俺をじっと見据えた。

「楓にプロポーズして、結婚する」

　修也の目をまっすぐに見て自分の意思を伝える。

　すると、彼は冷ややかな目で俺を挑発してきた。

「楓がオーケーするかな？　それに、俺がそれを許すとでも？」

　修也が喜んでくれるとは思っていなかった。

　それでも俺は諦めない。

「楓には断られても何度でもプロポーズする。イエスと言うまで。楓のいない人生なんて考えられないんだ。お前の許しを乞うにはどうすればいい？」

「そうだな、本当は顔を殴ってやりたい気分なんだけど、ここじゃあ無理だし。土下座でもしてもらおうか」

　修也は怒りに満ちた目で言い放つ。

「プライドの高いお前にはできないだろう？　俺に向かって土下座なんて」

　彼はそう続けて冷ややかな目で俺を見た。

　こいつは俺を試してる。

　以前の俺ならやらなかっただろう。だが、今は違う。楓のためなら、プライドなんていつだって捨ててやる。

　椅子から立ち上がると、修也の前でしゃがみ、土下座をした。

　周囲の視線は気にならなかった。他人がどう思おうと関係ない。

　大事なのは彼女だ。そのためならなんだってする。

「俺に楓をくれ。彼女に会わせてくれ」

　頭を下げたまま彼に頼む。

　一分くらいそうしていただろうか。「もういいよ」と溜め息交じりの声がした。

　顔を上げると、彼があるものを俺に差し出している。

　それは、ホテルの部屋のカードキー。

「楓と話をしてさっさと連れて帰れば？　鍵はフロントにでも預けておいてくれ。俺はもう少し飲んでいく。今夜はやけ酒だ」

　修也はグラスを掲げ、悪戯っぽく笑った。

「いいのか？」

　カードキーを受け取り、問いかけるように彼を見据える。

「遥の土下座見て溜りゅう飲いんが下がった。お前が自分のプライド捨てて俺に土下座するってことは、本気で楓が好きなんだろう？　楓はお前が好きって言ってるし、邪魔するのは野暮ってもんだよ」

「悪い」

「謝るなよ。俺としてはお前が楓とくっついてよかったと思う。でなきゃ、俺が妹離れできなさそうだから」

　修也は寂しそうに笑う。

　彼の心情はよく理解できた。兄としてだけではなく、時には父として楓を大事に見守ってきたのだ。そんな修也の姿を俺もそばで見てきたから知っている。

　なによりも大切な妹を俺に取られてしまうのだから、かなりつらいに違いない。

「修也……」

　気遣うようにその名を呼べば、彼は呟くような声で本音を口にする。

「……俺から妹を奪っていくお前が憎らしいよ」

　その表情は暗く陰っていた。

「修也。悪い」

　それしか言えなかった。

「だから、謝るなよ。楓を不幸にしたら、お前をコロス。忘れるなよ」

　修也はニッコリ笑いながら俺に警告する。

　とんでもなく恐ろしいことを言われたが、それも仕方ないと受け止める。

　彼がどんな思いで、その言葉を口にしたのか。俺の首を絞め上げたくて仕方がないだろうな。

　修也は、高校の頃、楓に告ろうとした男を捕まえて、『妹に近づいたら、社会的に抹殺するよ』と、悪魔な顔で脅したことが何度もある。

　だが、彼はずっとかわいがってきた妹を、俺に託してくれた。

「必ず幸せにする」

　彼にそう約束すると、バーを後にし、楓のもとへ向かった。










お手並み拝見〔修也ｓｉｄｅ〕




「水無月さん……隣いいですか？」

　不意に女性に声をかけられ、じっとグラスを見ていた目を声の主に向けた。

　彼女は、佐さ伯えき奈な帆ほ。大学のふたつ下の後輩で、今は俺の助手をしている。今回のプロジェクトメンバーのひとりだ。

　数秒考えて、「ああ」と頷いた。隣の席に静かに腰を下ろす彼女。

　黒髪ストレートのボブに、知性を感じさせる切れ長二重の目。背は百五十五センチくらいだろうか。妹より少し低く、ラベンダー色のワンピースを着ている。

「マティーニお願いします」

　彼女はバーテンに頼むと、俺にためらいがちに聞いてきた。

「……さっき土下座してた男性は？」

　遥とのやり取りを見ていたのか。

「妹の未来の旦那だよ」

　自嘲気味に答えれば、彼女はバーテンが置いたカクテルを一気に飲み干し、小さく頷いた。

「ああ……」

　彼女は俺が妹を溺愛していることを知っている。

　大学生になるまで自分がシスコンだと思ったことはなかった。しかし、当時付き合っていた恋人に『私と妹、どっちを取るの？』と迫られ、迷わず楓を選んだ。

　母はガンで早くに亡くなり、父は海外赴任。学生の頃からふたり暮らしだったため、俺が楓の親代わりで、妹が病気になれば、ためらうことなくデートもキャンセルした。

　俺が妹を取ると、恋人は『あなたは妹が世界で一番大事なのよ』と罵った。それで俺は重度のシスコンだと気づいたのだ。

　そのことを遥に話したら、『やっと気づいたのか。お前って意外と鈍感だな』と苦笑いされた。

　思い返してみると、高校生の頃、楓の周りをうろつく男子生徒に『楓に近づくな』と警告したことがある。楓のことを思ってしたことだが、よくよく考えれば、やりすぎだったかもしれない。

　シスコンだと自覚してからは、なるべく妹のことに干渉しないようにした。構いすぎて妹に嫌われたくはなかったから。

　だが、やはり変な男にちょっかいを出されていないか気になってしまう。遠くから静かに見守ると決めたのに、妹が飲み会などで帰りが遅くなると、必ず迎えに行った。

　それを遥に話せば、『お前、過保護にもほどがある』と呆れられ反省する。

　このままじゃあ、いけない。俺がこんなんじゃあ、妹は一生結婚できなくなる。

　妹離れしないと……と思った矢先に、日英合同プロジェクトの話がきて、俺はイギリスに行くことにした。楓は反対もせずに笑顔で俺を送り出し、会社の寮に入った。

　渡英してからは研究に没頭した。

　だが、ふとした瞬間に妹のことを考えてしまう。

　ちゃんと食事しているだろうか。仕事はうまくやっているだろうか。

　それに、変な男と付き合っていないだろうか。

　ずっと一緒に育ってきたのだ。楓は俺の一部で、完全に忘れるなんてできない。

　そのことに気づくのにたいして時間はかからなかった。

　仕事の方も行き詰まってしまって、そんな思いをどうにかしようと、研究以外の時間は酒浸り。

　そんな俺を見るに見兼ねた佐伯さんが、ある日、俺を思い切りひっぱたいた。

『水無月さん、どうしたんですか！　なにか悩んでいるなら私に話してください』

　人に叩かれたのは初めてだった。

　普段物静かな佐伯さんが声を荒らげるのを見て少し冷静さを取り戻し、軽蔑されるのを覚悟して彼女に妹のことを打ち明けた。

『きっとかわいい妹さんなんですね。無理に忘れようとしなくていいんじゃないですか？』

　俺にとってはそれは衝撃的なアドバイスで、彼女の言葉に少し救われた気がした。

　それが半年前のこと。

　それからしばらくして遥から、楓がクビを切られることになったと連絡があった。

　いつになく歯切れの悪い親友の話し方に、すぐに楓となにかあったと気づいた。

　胸に湧き上がる〝嫉妬〟という名のドス黒い感情。だが、そんな自分の気持ちを抑えて、彼に妹のことを託した。

　遥は女ったらしだが、楓のことはよく面倒をみてかわいがっていたから、彼なら妹を大事にしてくれると思ったのだ。

　妹の相手として遥以上の相手はいない。経済的に安定しているし、彼なら自分と同じように楓を守ってくれる。

　そう頭では理解していても、心はモヤモヤして自分でもどうしたらいいのかわからなかった。

　家で塞ぎ込む俺を救ってくれたのも佐伯さんだった。

『水無月さん、すっごくひどい顔してます。今にも死にそうな顔。ほら、着替えて外に行きますよ』

　半ば強制的に彼女に連れ出され、ハイドパークまでジョギングさせられた。

『なんで……ジョギング？』

　息切れしながら質問する俺を見て、佐伯さんはニヤリとする。

『単にジョギングの相手が欲しかっただけです』

『は？』

　絶句する俺を楽しそうに眺め、彼女はニコニコ顔で提案した。

『じゃあ、ちょっと休んだら、朝ご飯買いましょう。近くにおにぎり屋さんができたんです。キャビアのおにぎりとかあって美味しいですよ』

　その日以降、彼女のジョギングに朝晩付き合わされた。

　身体を動かすことで精神的にも強くなったのかもしれない。楓のことで思い悩むことは徐々になくなり、仕事にも集中できた。

　でも、やっぱり帰国して楓と遥に会ってしまうと、苦い思いが胸に広がった。

　ひと目見てわかった。楓と遥は相思相愛。そんなふたりを邪魔することなんてできない。

　一番に願うのは楓の幸せだ。

　妹がずっと笑っていられるなら、俺はもうそれでいい。

　それに、俺は知らず知らず楓と遥がくっつくことを望んでいたのかもしれない。

　妹に近づくことを許した男は、彼だけだったから。

　俺の親友で、俺の最高のライバル。

　遥、俺の代わりに妹を幸せにしてやって――。




　佐伯さんはグラスを見つめながら俺に確認する。

「水無月さんは……恋人は作らないんですか？」

「……どうだろうね。正直、他人を本気で好きになったことがないんだ」

　自分の気持ちをロボットのプログラミングのようにコントロールできたらどんなにいいだろう。自分も恋をすれば妹への執着心をなくせるかもしれないのに、妹以外の女は目に入らない。

　フッと笑えば、佐伯さんはまたバーテンにお酒を頼む。

「お代わりください」

　バーテンがすぐに彼女の前にグラスを置くと、また彼女は一気飲みした。

　だが、今度はゲホッゲホッとむせる。

「大丈夫？　そういえば、お酒飲めなかったんじゃないの？」

　佐伯さんの背中をさすりながら、彼女の顔を覗き込んだ。

「……飲まないと、ちゃんと言えないから」

　胸を押さえながら、佐伯さんはなにかを決意したようにじっと俺を見つめる。

　そのまっすぐな漆しっ黒こくの瞳にドキッとした。

「私……大学で水無月さんに会った時からずっと好きでした」

　突然の彼女の告白に固まる。

　失礼かもしれないが、ただの助手としか思っていなかった彼女が初めて女に見えた。

　なんと答えていいかわからず黙っていると、彼女は続けた。

「私にとって天才の水無月さんは……雲の上のような存在で……この想いは言わずにおこうって思っていました。でも……」

　俺から視線を逸らして言葉を詰まらせる彼女に、優しく先を促す。

「でも……なに？」

「あなたに近づいたらもっと好きになってしまって……あなたが欲しくなったんです。たとえ、あなたが……妹さんのことにしか関心がなくても」

　佐伯さんは、ためらいがちに自分の気持ちを吐露する。

「もっと私を見てほしい。私を……好きになってほしい」

　彼女の純粋な想いが、胸に響いた。

「佐伯さん」

　声をかけると、ズズッと鼻を啜りながら彼女は言った。

「返事は……今しないでください」

「わかった。でも、こんなシスコンの俺でもいいの？」

　そう確認したら、佐伯さんはまた俺を見据えて宣言した。その目は真っ赤になっているし、頬は涙で濡れている。

「私、必ず惚れさせてみせますから。覚悟してくださいね！」

　告白というよりは、俺に喧嘩を売っているようなその物言いがかわいく思えて、申し訳ないがクスッと笑ってしまった。

「それじゃあ、お手並み拝見といこうかな」

　さっきまで暗く沈み込んでいたのに、今笑っている自分に驚く。

「私の……一世一代の告白を笑うなんて……ひどいです」

　佐伯さんは、怒ってポロポロと涙をこぼす。

「ごめん。馬鹿にしたわけじゃないんだ。かわいくって」

　ポケットからハンカチを取り出すと、彼女の涙を拭った。

「そんな……笑っていられるのも今のうち……れすよ。とびきりの美人になって……水無月しゃん……誘惑しちゃう……んだ……から」

　酒がきいてきたのか、佐伯さんは呂ろ律れつが回らず、テーブルに突っ伏す。

　これはかなり酔ってるな。

「大丈夫？」

　慌てて声をかけると、彼女はトロンとした目で言った。

「私だって……女なん……れす」

　俺の質問はスルー。多分、聞こえてないな。このままだと寝そうだ。

「すみません。部屋付けでお願いします」

　バーテンにそう告げて、椅子から立ち上がる。

「佐伯さん、さあ、部屋に戻ろう」

　彼女を立たせるが、足元がおぼつかない。

「まだ飲みたい……のに」

　駄々をこねる佐伯さんをたしなめる。

「なに言ってるの。お酒ダメだからこんなに酔うんでしょ」

「酔ってませーん」

　大声で否定する彼女の肩をしっかりと抱いた。

「はい、はい」

　軽くあしらい、佐伯さんを連れてバーを出る。

　彼女の部屋まで連れていくが、もう目は閉じていて半分寝ていた。

「佐伯さん、部屋の鍵は？」

　俺の質問に、彼女はドアに寄りかかったまま答える。

「ん？　……バッグの中」

　自分で鍵を出すかと思ったが、佐伯さんは動かない。

　仕方なく「ちょっとごめん」と断って、彼女のバッグを探った。

「あった」

　カードキーがあってホッとする。

　酔い潰れた彼女を自分の部屋には連れていけないから、見つかってよかった。

　すぐに鍵を開けて、もう自分では歩けない佐伯さんを抱きかかえてベッドに寝かせると、パンプスを脱がせて布団をかけた。

「おやすみ」

　そう声をかけて部屋を出ていこうとしたら、ガシッと彼女に腕を掴まれた。

「行っちゃ……嫌」

　起きているのか、寝ているのかわからない。だが、その声が悲しそうで、ベッドの端に腰かけて彼女の頭を撫でた。

「大丈夫。ここにいるよ」

　人恋しい気持ちは、俺にもよくわかる。孤独はつらい。

　俺の声に安心したのか、しばらくすると佐伯さんの静かな寝息が聞こえてきた。

　その顔は少女のようにあどけない。

　まつ毛は長いし、色白で、かわいいピンクの唇は艶があってふっくらしている。

　寝顔を見ているうちに、なんともいえない気持ちが込み上げてきた。

　彼女がいなかったら、今頃俺はバーでひとり酔い潰れていたかもしれない。

　佐伯さんの存在に俺は救われている。

　その証拠に、心が温かいもので満たされていて……。

　まるで天使だなって思った。

　これまで何度も俺を励まして助けてくれた。

　そんなかわいい彼女をもっと知りたい気持ちになっていた。

「俺を落としてみせてよ」

　フッと笑みを浮かべ、彼女の額に優しくキスを落とした。










彼との未来




『だから、お前が自分を好きになるようにあいつはわざとそう言ったんだ』

　兄の言葉についてずっと考えていた。

　遥も私のことを好きってこと？

　それは、自分では考えてもみなかった展開で、私の人生に一筋の光が見えてくる。

　兄の慰めではなく、それが本当ならどんなにいいだろう。

　今、私は兄が宿泊している部屋にひとり。兄はホテルの最上階にあるバーで遥と会っている。

　一体ふたりはどんな話をしているのか？

　部屋の中は静かなのに、そわそわして落ち着かない。

　窓際に置いてある椅子に座り、肘掛けに片肘をついて窓から見える夜の庭園を眺めていたら、ガチャッとドアが開く音がした。

「お兄ちゃん」

　てっきり兄かと思い、椅子から立ち上がって振り向く。しかし、そこにいたのは遥で、身体が強張った。

　彼がひとりでこの部屋に来るなんて予想していなかった。

　もう逃げ場なんてない。

　兄が一緒じゃないということは、ふたりで話をしろということなのだろう。

　遥から視線を逸らし、胸に手を当て、心を落ち着かせる。

　しっかりと彼を見て話をするんだ。

　もう逃げちゃダメ。私だけの問題じゃない。

　自分に言い聞かせると、胸にやっていた手をお腹に移して、遥と向き合った。

「遥……あのね。私……実は……!?」

　妊娠のことを打ち明けようとしたら、彼が私のもとにやってきて身を屈め、私の唇に指を当てる。

「まずは俺の話を聞いてほしい」

　黙ってコクンと頷くと、彼は私の前にひざまずき、スーツのジャケットの内ポケットから、小さな箱を出した。

　それは深緑色の宝石箱。遥はその箱を開けて中に入っていた指輪を取り出す。

「俺と結婚してくれないか？」

　自分の身に起こっていることが信じられなかった。

　私……遥にプロポーズされてる？　これは夢なのだろうか？

　何度も目を瞬いて、遥と指輪を交互に見た。

「なんで？」

　突然のプロポーズに驚いて聞き返すと、彼は悪戯っぽく目を光らせて説明する。

「強がりで、俺にはいつもたてついて、そのくせ怖がりで、俺の裸を見てはギャーギャー騒ぐお前が好きなんだ」

　その理由のどこに私を好きになる要素があるのか。

　なんか……納得いかない。

　いつもの調子が戻ってきてムスッとして彼に反論した。

「それって私への不満じゃないの？」

「いや、愛の告白」

　遥はニヤリとすると、私の左手を取って指輪をはめた。

「さすが俺。サイズもぴったりだな」

　満足気に指輪を見つめる彼に、慌てて抗議する。

「ちょっと遥！　まだ私、返事してないよ！」

「お前の目がイエスって言ってるから」

　彼は自信たっぷりに言って、私をじっと見つめながら立ち上がった。

　ああ～、この男はどこまで俺様なのか。

　でも、それが遥なわけで、そんな彼を私は好きになった。

　ひとりでいた時は空気がどんよりしていたのに、彼がいるとそのペースに巻き込まれ、気持ちがふわっと軽くなる。

　まるで……太陽みたいな人。

　そう。彼は私にとって唯一無二の太陽なのだ。

「なに勝手な解釈してるの！　この傲慢男！」

　笑みをこぼしながらわざと上目遣いで睨み、ドンとその胸を叩いて罵れば、いきなり遥にギュッと抱き寄せられた。

「お前はもう俺のなんだよ。俺から逃げるな。心臓止まるくらい心配したんだ」

　その胸に響くような熱い声を聞いて、心がジーンとなる。

　そんなに私のこと心配してくれたんだ。

　ずっと、結婚なんてしたくないって思ってた。でも、やっぱり……遥を好きになって私の考えは変わったのかな？　彼にプロポーズされて嬉しい自分がいる。

　遥のそばにずっといたいのだ。

「ごめんなさい。でも、本当に私でいいの？　遥ならもっと美人の……んぐっ!?」

　もっと美人の女の人と付き合えるはず。

　そう口にしようとしたら、彼の唇が下りてきて私の口を塞いだ。

　その温かいキスに無条件で応える。

　遥の私への想いが伝わってきて、胸が熱くなった。

「俺にとってはお前が世界で一番いい女で、世界で一番手強いよ」

　彼はキスを終わらせると、この上なく甘い声で囁いた。

　彼の告白を聞いて改めて感じる。

　私……遥に愛されているんだ。

『世界で一番手強いよ』という言葉に彼の愛を強く感じた。普通に『愛してる』って言われるよりも、心に響く。

　完全無欠で自信家の遥にそこまで私が思わせたんだって……。

「私も……遥が好き」

　どうしても言いたくて自分の気持ちを伝えると、彼は微笑んだ。

「もう知ってる。だから、俺から逃げようとしたんだろう？」

「遥のこと好きになったら、遥に疎うとまれると思ったから。それに……」

　自分のお腹をゆっくりと撫でる。

　その様子をじっと見ていた遥が、爆弾発言をした。

「実は、お前を抱いた時、避妊しなかった。余裕がなかったのもあったけど、お前となら子供ができてもいいって、無意識に思っていたんだと思う」

「え？」

　絶句する私の顔を見て、彼は真顔で続けた。

「ずっとお前のことが好きだったんだ。うまく説明できないが、あの時は衝動を抑えられなかったし、心のどこかでお前を一生俺のものにしたいって打算もあったかもしれない。だから、お前に『俺に絶対に惚れないこと』なんて言って、俺を好きになるように仕向けたんだ。ごめん」

　それは、お兄ちゃんが言ってた通りだった。

　遥がずっと私のことを好きだったなんてビックリだ。だって、いつも私をからかっておもしろがっていたし。

　それに、さっき確か……避妊しなかったって……ええ～!?

　頭はパニック。

　女との付き合いに慣れてる彼も、あの夜は余裕がなかったの？

　遥を責めるべき？　いや、なんか違う。私だって避妊なんて考えなかった。

　ええと～。落ち着け、落ち着いて考えよう。

「つまり、遥は心のどこかで私が妊娠することを望んでいたってこと？」

　つい声に出して言ってしまったら、彼は私の目を見て甘く微笑んだ。

「ああ。俺の子、妊娠してるんだろ？」

　優しい顔で彼が私のお腹にそっと触れてきてドキッとする。

　やっぱり、置きっ放しにしていた妊娠検査薬の箱を見たんだ。

「病院で診てもらわないと確かなことは言えないけど」

　戸惑いながら答えれば、遥は「じゃあ、明日俺と一緒に病院に行こう」と落ち着いた様子で言う。

　私は動揺しまくりなのに、彼はやっぱり大人だな。こういう時、彼がいてくれて心強い。それに、遥が私との赤ちゃんを期待していることに安堵した。

「うん」

　その言葉が嬉しくて返事をしたら、遥は私の手に指を絡めた。

「うちに帰ろう」

　当然のようにそのフレーズを口にする彼。

「そうだね」

　今日ずっと悩んでいたのが嘘みたいに気分は晴れやか。彼の手の温もりに心が安らぐ。

　私……これからもずっと遥のそばにいられるんだ。

　そう思うと、幸せで胸がいっぱいだった。




　ホテルを出て彼のマンションに戻ると、電気がついていて家の中が明るかった。

「遥、電気つけっ放し。もったいないな」

　玄関で靴を脱ぎながらいつもの調子で注意したら、逆に彼に頭を軽く小突かれた。

「お前もつけっ放しで出ていったぞ」

「あっ、そうだっけ？」

　あの時は気が動転していたから……。

　でも、遥も消し忘れたということは、私のことで相当焦っていたのだろう。

「ごめん」

　遥に心配をかけたのが申し訳なくて謝る。

　ふたり並んでリビングに入ると、彼がネクタイを緩めた。

「お前、なにか食べたのか？」

　不意に遥に聞かれ、なにも考えずにホテルで口にしたものを答える。

「ジンジャーエール」

「それは飲み物だろ？　なにが食べられそうだ？」

　彼は呆れ顔で言って、スーツのジャケットを脱ぐとソファにかけた。

「うーん、にゅう麺とかなら食べられるかも」

　顎に手を当てながら答えたら、遥は優しい目をして頷いた。

「了解。準備しとくからシャワーでも浴びてこい」

　彼はひとり暮らしが長いせいか、結構料理もする。しかも、美味しいんだよね。

「うん。そうさせてもらう」

　こんなちょっとした日常のやり取りに幸せを感じてしまう。

　ニコリと笑ってバスルームに向かおうとしたら、遥に「滑って転ぶなよ」と声をかけられた。

「はい」

　注意されているのに、顔が自然とほころんだ。

　ホント、私……大事にされてる。

　不意に、彼がくれた指輪が目に入り、じっと見入った。

　メインのダイヤを取り囲むように小さなダイヤをちりばめてある。まるで花のようだ。ダイヤも大きいし、星のように煌きらめいていて、ひと目で高価なものだとわかる。

　怖くて値段なんか聞けないが、この指輪を用意していたということは、以前から私にプロポーズするつもりだったのだろう。

「遥と結婚するんだ」

　この指輪があるんだもん。さっきのプロポーズは夢じゃない。

　じわじわと実感が湧いてくる。

　遥と歩む未来。

　言いたいことを言い合って、明るく、楽しい日々が続けばいいな。

　その晩、遥が作ってくれたにゅう麺は、卵が入っていてとても優しい味がして、珍しく完食した。




　次の日のお昼休み、遥に連れられて彼の親族がお医者様をしている病院にやってきた。

　私を診てくれたのは、五十代の女性医師。

「おめでとうございます。妊娠していますよ」

　診察台のカーテンの向こうからそう声をかけられ、思わず笑顔になる。

　遥と私の子供がこのお腹にいるんだ。

「ほら、見てください。心拍も確認できますよ」

　先生に言われてモニターを見た。

　そこには豆粒のようなものが映っていて、それがピクピクと動いている。

「……これが赤ちゃん」

　妊娠に関してまったく知識のない私は、モニターを見ても信じられなかった。

　この状態からどう赤ちゃんの姿になるのか謎だ。すくすくと育って無事に産まれてほしい。

　診察を終えると、エコーの写真をもらい、待合室にいる遥のもとへ向かう。

　彼は神に祈るように指を組んで私を待っていた。その姿を見て、心が温かいもので満たされる。

　ひょっとして私と赤ちゃんのことを祈っていたのかな？

　遥と目が合うとニコッと微笑み、さっそくエコーの写真を見せた。

　彼がスッと立ち上がり、写真を見ながらホッとした顔で言う。

「妊娠三カ月くらいか？」

　遥の発言に驚いて聞き返した。

「なんでわかったの？」

「出産関係の本読んでたから」

　涼しい声で彼はさらりと答える。

　なんと、私に内緒でそんなことをしていたとは。

　驚いてあんぐりと口を開けていたら、彼が得意げに言った。

「お前なんかより詳しいぞ。だから安心して産め」

　だが、遥が私に内緒にしていたのはそれだけじゃなかった。

　病院を出て、すぐに会社に戻るのかと思えば、彼の車で広尾へ向かう。

「さあ、着いた」

　遥は車を降り、助手席側に回ってドアを開けてくれた。

　彼の手を借りて車の外に出るが、なにもない二百坪くらいありそうな広い土地が目の前にあるだけ。一体なんの用でここに来たのか？

「ここ更地でなにもないけど」

　遥を見上げて言えば、彼は「これから建てるんだよ」と、どこか嬉しそうに笑う。

「え？　遥の会社移転するの？」

　そんなトンチンカンなことを言ったら、彼が「違う」と楽しげな目で訂正した。

「俺たちの新居を建てるんだ」

「ああ、なるほど……って、し、新居～!?」

　素っ頓狂な声をあげると、遥が指を立てて「シッ」と注意した。

「ここ住宅地だから、あまり大声出すな」

「ごめん。驚いちゃって。まさか私と結婚するために土地買ったなんて思わなくて」

　つい最近まで、結婚から逃げたい男だって思ってた自分が恥ずかしい。

　ちゃんと私との人生設計を考えてくれてたんだ。

「お前に隠してて悪かったが、いろいろ将来を見据えて準備していたら楽しくてな。土地の他にもベビーベッドとかベビーカーとかカタログ取り寄せて、いくつか候補は絞った。あとは、お前の意見を聞いて決めるだけ」

　そう言って極上の笑みを浮かべる遥。

　そんな顔を見たら、彼が愛おしそうに子供を抱っこしている姿が頭に浮かんだ。

　素敵なパパになりそう。

　女ったらしのイメージがあって、以前は彼のことを毛嫌いしていたけど、今思い出してみると、私が小さい頃はすごくかわいがってくれたんだよね。

「ここに三人で住もう。また次ができるかもしれないが」

　遥はウィンクすると、私を捕まえて背後から抱きしめた。

「幸せにする」

　耳元で囁く彼。

　妊娠したせいかすっかり涙腺が緩くなった私は、目を潤ませながら私を抱きしめているその手に触れた。

　空には雲ひとつない青空が広がっている。

　私たちの運命を変えたあの日は雪が降っていたのにね。

『俺に絶対に惚れないこと』

　……それは、遥なりの愛の告白で、私にとっては彼をすごく意識した魔法の言葉。

「私を惚れさせた責任取ってよね」

　彼の方に振り返って、弾けるように笑った。




　それからまた車に乗り込むと、バッグからスマホを取り出して、兄に電話をかける。

　ランチ中だったのか、兄はすぐに電話に出た。

《楓？　遥とはちゃんと話し合えた？》

「うん。心配かけてごめんね。私……遥と結婚する。それでね、今病院に行ってきたんだけど、私……遥の子を妊娠していて……それで……」

　なんか支離滅裂だ。

　遥にプロポーズされたとか、指輪もらったとか……伝えたいことはたくさんあるのだけど、感極まって泣いてしまい、うまく言葉にならない。

　でも、兄はそんな私の様子を察したのか、温かい言葉をかけてくれた。

《おめでとう、楓。遥に幸せにしてもらうんだよ》

　その言葉に、私の涙腺は崩壊した。

「あ……あり……が……とう」

　しゃくり上げる私の手から、遥がスマホを奪って兄と話をする。

「修也、ありがとう。結婚式の日取りが決まったら連絡する」

《ああ、楽しみに待ってるよ》

　笑って言う兄の声が聞こえた。

　妊娠したことを伝えてもあまり驚いてなかったけど、私の様子で気づいていたのかもしれない。

「じゃあ」と言って、遥は通話を終わらせると、私の肩をそっと抱く。

「楓、泣きすぎ」

　クスッと笑って、彼は私の涙を手で拭いながらからかった。

「う、嬉し涙だもん」と反論したら、遥は少し困り顔で返す。

「嬉し涙でも、お前に泣かれると弱いんだよ。お前は能天気にいつも笑っていればいい」

　能天気って……。

　その発言が引っかかったが、それが彼なりの励まし方で、彼の優しさ。

〝なにも悩まず笑っていろ〟ということなのだろう。

　そう思うと、自然と顔がほころんだ。

「うん」

　私はそういう彼に惚れたのだ。

　これからも彼を愛し続ける。

　永遠に――。
















特別書き下ろし番外編










お腹の子の名前は……




「さあ、着いたぞ」

　駐車場に車を停め、シートベルトを外してドアを開けると、私の旦那様はリュックを背負って助手席側にやってきた。

　今年の六月、遥と結婚して、私は成瀬楓になった。プロポーズされた数日後、彼のご両親のところに正式にご挨拶に行き、すぐに結婚したのだ。

　遥が外堀を埋めていたお陰で周囲の反対はなく、彼の親族もとても喜んでくれた。

『いやあ、目出度い。ひ孫を抱くのが楽しみだ』

　このお祖父様の発言に遥と私は目を見合わせて苦笑い。

　妊娠初期で流産の可能性もあったし、妊娠のことは伏せておいたのだが、周りもなんとなく気づいていたのかもしれない。成瀬家の人は、日中なのに眠くなる私を見ても、誰も変な顔はせず、私をベッドやソファでゆっくり休ませてくれたのだ。

　遥が私の身体を気遣って、式は目め白じろにある旧華族の邸宅で、内輪だけで執り行った。

　大正ロマンを思わせる格式ある三階建ての白い洋館で、敷地内には小さなチャペルがあり、とても素敵な場所だった。

　結婚式の日はちょうど晴天で、チャペルでの式の後は、美しい庭園が望める広間で食事をした。

　庭園にはピンクや白のバラが咲き乱れていて、私の真っ白なウェディングドレスとマッチしていると、みんな口々に褒めてくれて……。

　特に可憐さんは、私のドレス姿をひと目見るなり、興奮気味に抱きついた。

『ああ～、楓ちゃん、ホントお姫様みたいよ。遥に嫁にやるのがもったいないわ』

　大学の勉強が忙しくて会えなかった遥の弟の慧けいくんにも初めて対面した。

　背は遥くらいで、黒髪の真面目そうな青年。やはり端整な顔立ちで、成瀬家の美形遺伝子ってすごいと感心したものだ。

『楓さん、こんな俺様で横暴な兄と結婚してくれて本当にありがとうございます』と心から感謝されてしまった。

　そんな弟君の頭を遥はペシッと叩いていたけど。

　兄もイギリスから急遽帰国して参列してくれた。黒髪のストレートボブの綺麗な同僚の女性を連れてきていて、『楓、そのウェディングドレス、とても似合ってる。幸せにね』と心から祝福してくれた。

　そして遥に対しては、『俺の大事な妹を不幸にしたら、どうなるかわかってるよね？』とわざと怖い顔で冗談を口にしていたっけ。

　そこへ、翔太君もやってきて『楓さん、馬子にも衣装ですね』とニッコリ。

『翔太君、それ、褒めてない。私の方が年上なんだからもっと敬ってよ』

　私が厳しくツッコめば、横で遥がクスリと笑ってある事実を私に伝えた。

『楓、翔太はこう見えて三十一歳なんだ。それに俺の会社の役員もしてる』

『ええ～！』と私が素っ頓狂な声を出して、みんなハハッと笑って……。

　こんな感じでとてもアットホームな結婚式だった。

　遥に言われて、疎遠だった父にも『私、結婚する』と電話で報告したら、式場にピンクの綺麗な薔薇の花が届いた。海外にいるから出席できないのはわかっていたけど、父なりに私のことを想ってくれているんだろう。これで仲良く……というわけにはいかないが、私自身も歩み寄るべきなんだと感じた。

　だって、お腹の子のおじいちゃんなんだもの。ずっと憎んでいては、子供だって複雑な気持ちになるだろう。

　そのことに気づかせてくれた遥には、すごく感謝している。

「やっぱり山は肌寒い。ウインドブレーカー着た方がいい」

　助手席のドアを開けて遥がそうアドバイスした。

「うん」

　返事をして、後部座席に置いていたウインドブレーカーを羽織る。

　車を降りると、彼が言う通り、外の空気は肌寒かった。

　ここは谷たに川がわ岳だけ。九月下旬で天気は快晴。

　東京はまだ残暑が厳しいが、やはり山の天気は違う。

　妊娠初期はつわりがひどくて会社も休みがちだったし、外に出るのもつらかったけど、安定期に入って旅行ができるほど回復した。

　それで、今日は紅葉を見に谷川岳にやってきたのだ。

　行楽シーズンとあって、駐車場にはたくさんの車が停まっている。

　ロープウェイのチケットを購入して、遥と一緒に乗ると、綺麗に色づいた山が見えてきた。

　赤一色ではなく、黄色の木やまだ紅葉していない緑の木もあり、カラフルな色合いを楽しめる。まるでクリスマスツリーのよう。

「紅葉が綺麗だね」

　遥の方を見てニコッと微笑むと、彼は小さく頷いた。

「そうだな。今年は紅葉が早くてよかったよ。来月だと、楓のお腹が大きくなって遠出できるか微妙だったし。気分は？」

「うん、大丈夫」

　私の妊娠がわかってから、彼はいつも以上に私の体調を気遣ってくれる。

　今回の旅行も、泊まる宿の周辺の産婦人科や救急病院を調べていて、なにかあった時にいつでも行けるようにしてある。こういう時、頼れる人がそばにいるのはいい。

　一カ月ほど前、電車にひとりで乗った時は、貧血で倒れそうになって冷や冷やした。つわりはおさまったつもりでいたが、人混みにいると急に気分が悪くなることがあるようで……。

　その話を遥にしたら、ひとりの外出が禁止になった。

『これからひとりで出歩くのは控えろよ。道端で倒れられても困る』

『え～、今は仕事してないし、ストレス溜まっちゃう』と文句を言ったら、『だったら、気晴らしに会社に来ればいい』と言われ、安定期に入ってからは会社に顔を出している。

　最初は遥や可憐さんたちとお昼を食べて帰るだけだったけど、身体の調子がよくなってからは、仕事を手伝うようになった。

　フルタイムで働けないからみんなに迷惑をかけると思ったのだが、遥が言うには私がいることで社内の雰囲気が明るくなって、仕事の効率も上がるとか。

　それが本当なら嬉しいし、私も仕事をしてると楽しい。

　それに、遥や可憐さんの近くにいると、家にひとりでいるより安心できるのだ。

　最近は私のデスクに立ち寄って、仕事や恋の悩みを打ち明ける若い社員も結構いる。そんな状況を見て、翔太君は『楓さん、相談料取ったらどうですか？』と毒を吐くけど、彼は彼なりに私が疲れないか心配してくれているのだろう。

　ロープウェイを降りれば、目の前は大パノラマ。

「あ～、空気が美味しい」

　腕を伸ばして深呼吸すると、隣にいる遥が空を見上げた。

「晴れてよかったよ」

「ホントだね」

　ニコッと微笑みながら、スマホで遥を撮る。

「あっ、結構イケメンに撮れた」

　スマホを見て画像をチェックしたら、彼がドヤ顔で私を見た。

「被写体がいいから当然だな」

　この自信。

　思わずじっとりと遥を見たが、否定はできなかった。誰が見ても彼は美形で、今の私はその顔が世界で一番好きなのだ。

　カシャッとシャッター音がして、遥が私にとびきりの笑顔を向ける。

「俺もいい感じで撮れた」

　遥の手には一眼レフカメラ。

　これは結婚してすぐに彼が購入したもの。

　買ってから毎日のように遥は『子供の記録だ』と言って、私のお腹の写真を撮る。

　その目はキラキラと輝いていて、とてもいい表情をしているのだ。

　生まれる前からこんな調子なんだもん。子供が生まれたら溺愛するだろうな。

「どれどれ、どんなのが撮れたの？」

　一眼レフカメラのデータを見せてもらうと、仏頂面の私が映っていた。

「やだ、この顔。消去して！」

　ギョッとしながら遥に言うが、「ダメ」と彼は悪戯っぽい表情で私を見る。

「かわいく撮れてるから」

「全然かわいくないよ」

　ムッとしながら否定すると、遥は甘く微笑んで私の頰を撫でた。

「俺から見るとかわいいんだよ」

　その発言に赤面した。

　照れもせず言えるところが遥なのだが、その顔で言われると胸がキュンとなる。

　なにも言い返せないでいたら、ふわっと私の唇に彼の唇が触れた。

　ハッと驚く私を見て、遥がニヤリとする。

「ちょっ……遥、周りに人だっているのに」

　激しく動揺しながら文句を言えば、彼はおもしろそうに目を光らせた。

「大丈夫、誰も気づいてない。そんなに心配なら人ひと気けのないところでするか？　お前、物足りないって顔してる」

　ハハッと笑って私をからかう遥の胸を「そんな顔してない」と否定してドンと叩けば、バランスを崩してよろけた。

「あっ！」

「危ない！」

　すかさず遥が私の腕を掴んで支える。

「ホント、お前は危なっかしいなあ」

　ハーッと息を吐く彼にしゅんとなって謝る。

「ごめん」

「体調はいいかもしれないけど、身重なんだからもう少し慎重にな」

　遥はやれやれといった顔で注意するが、その目は優しい。

「……はい」

　昔の自分なら反発していたかもしれないけど、今は違う。

　彼が、私やお腹の子を愛おしく思っているのがわかるから素直に頷けるのだ。




　それからふたりで写真を撮りながら周辺を散策し、レストハウスで食事をした。

「とっても見晴らしがいいね」

　景色を眺めながら温かいコーヒーを口にすると、横にいた遥は微笑んだ。

「ロープウェイで千三百メール地点まで来られるからな。楽でいいよ。コーヒーもうまい」

「確かに美味しいね。至福の時間」

　フフッとコーヒーカップを持ちながら微笑む。

　コーヒーは大好きだけど、カフェインがあるから妊娠中は控えて、代わりにハーブティーを飲もうかと思っていた。でも、遥に言われたんだよね。

『緑茶にだってカフェインは入ってるし、コーヒーもそんなに何杯も飲まなければ大丈夫だ』

　彼の話では、妊婦が飲んではいけないハーブティーもあるらしい。

　だから今はコーヒーは一日一杯だけ飲んでいる。

　ストレス溜めるのはいけないしね。

「ケーキ、食べたいか？」

　遥に聞かれ、「うん、食べたい、食べたい」と満面の笑みで答える。

　それでメニューを見て、気になっていたチーズケーキをひとつ頼んだ。

　濃厚なベイクドチーズケーキ。見ているだけで笑顔になる。

「あ～、ケーキ久しぶり」

「楓って本当にケーキに目がないな。でも、それカロリー高そうだから、俺と半分こな」

「うん。わかってる」

　きっとこのひと切れで五百キロカロリーぐらいあるだろう。

　フォークで切って、口に運べば、ほどよい甘さが口の中に広がる。

「美味しい。後味が意外に爽やか」

　私の感想を聞いて、遥は私の手を掴んでケーキを口に入れた。

「確かに。うまいな」

「でしょう？」

　遥と目を合わせ、ニコッと笑う。

　彼と結婚してから、食べ物をシェアすることが増えた。それに、私が嫌いなミニトマトが皿にのっていれば、彼が無言でパクッと食べてくれる。

　食べる幸せもお互い分かち合うって感じ。

　そんな些細なことに夫婦なんだなってしみじみ思う。

「あっ、お兄ちゃんにさっき撮った写真送っておこう」

　スマホを取り出して、紅葉の山をバックにして遥と撮った写真を、【今、谷川岳】とメッセージを入れて送る。

　すると、数分後に兄からメールが届いた。

　すぐに開いたら、【元気そうで安心した。俺は、研究室に泊まりだよ】という文と共に、写真が添付されていた。自撮りしたのか、パソコンの前にいる兄がアップで写っている。

　だが気になったのは、奥にソファがあって黒髪の女性が寝ていること。しかも、お兄ちゃんのジャケットがかけられていて……。

「なにスマホの画面食い入るように見てるんだ？」

　遥が不思議そうに聞いてきたので、その写真を彼に見せた。

「このソファで寝ている女の人。私たちの結婚式にお兄ちゃんが連れてきた人だよね？」

　兄が珍しく……しかも私の結婚式に女性を連れてくるから不思議に思ったのだ。

　兄は〝同僚〟って言ってたけど……。

「やっぱり恋人だよね？」

　私の質問に、遥はダークな笑みを浮かべた。

「さあ、俺はなにも聞いてないから知らないけど、恋人だったらいいな。今度は俺が修也を冷やかせるし」

　遥は結婚式でお兄ちゃんに『俺の大事な妹を不幸にしたら、どうなるかわかってるよね？』とネチネチ言われたのを根に持っているのだろう。

　でも、その目は温かい。

　親友だもんね。遥もお兄ちゃんには幸せになってもらいたいはず。

　私も心からお兄ちゃんの幸福を願うよ。




　ケーキを食べ終え、また少し散策すると、ロープウェイで下山して、今夜の宿へ。

　そこは、遥と前に泊まった水上温泉の旅館。しかも、部屋も前と同じだ。

　ここに来たのは、座敷わらしさんにお礼をするため。

　あのアメリカ大統領暗殺未遂事件で、私と遥が助かったのは座敷わらしさんのお陰だと思っている。

　夕食をいただいてお風呂に入ると、折り鶴が置かれていた部屋の床の間に飴とチョコと、ディズニーのメドレーが入ったオルゴールをお供そなえした。

『私と遥を守ってくれてありがとう』と手を合わせていたら、遥がやってきてオルゴールに目を向けた。

「それ、お腹の子に買ったのかと思ったら、座敷わらしにだったのか」

　少し驚いた顔をする彼に、フフッと微笑む。

「うん。音が出るおもちゃとか喜んでくれそうじゃない？」

　オルゴールの綺麗な音色、気に入ってくれるといいな。

「俺たちが寝る部屋に置けばいいのに」

　遥の言葉にギョッとして顔が強張る。

　自分が寝ている部屋に現れるのはもう勘弁してもらいたい。

「それは……ちょっと怖いっていうか」

「ホント、楓は怖がりだな」

　クスッと笑いながら、彼も私の横で手を合わせた。

「楓を守ってくれてありがとうございます」

　目を閉じて真剣に祈る遥の姿に胸がジーンとなる。

　彼を失わなくて本当によかった。今ある幸せに心から感謝したい。

　私ももう一度手を合わせてから、遥と一緒に隣の部屋に移動した。読書灯だけをつけて布団に入ると、遥が私の布団に入ってきて、背後からそっと抱きしめる。

「年末に出産予定だからそろそろ名前を考えないとな」

　膨らんでいるお腹に優しく触れるその温かい手。

　もう前回の妊婦健診でお腹の子の性別は男の子とわかっている。

「うーん、お兄ちゃんから一文字取って〝修しゅう〟とかは？」

　身体を反転させて遥と向き合ってそう提案したら、彼はあからさまに顔を歪めた。

「お前ってどこまでブラコンなんだよ。旦那を差し置いて、兄から一文字取るな」

「だって、遥も私も一文字だし。賢い子に育ちそうじゃない？」

　いい名前だと思ったのだが、遥は反対する。

「ダメだ。もっと子供への願いを込めた名前があるだろ？」

「それなら、座敷わらしさんから一文字取るってのは？」

　パッとひらめいたのだが、彼は気に入らないらしい。

「それ……どう名付けるんだよ」

　呆れ顔で遥がツッコんだ時、隣の部屋からタンタターン、タンタターンというオルゴールの音がした。

　私も遥もハッとして、布団から上体を起こす。

「座敷わらし？」

　小声で遥に問いかければ、彼は布団から出て足音を立てずに隣の部屋に向かう。

　怖いけど……本当にいるのか見てみたい。

　私も布団を抜け出し、遥の腕にしがみつきながら進む。

　彼が襖を静かに開けるが、なにもいないし、お菓子やオルゴールもそのまま。

　だが、オルゴールのネジを巻いた記憶はないし、オルゴールが床に転がった形跡もない。音が鳴ったのはやっぱり座敷わらしがいたから？

「恥ずかしがり屋の座敷わらしらしいな」

　床の間を見て遥はフッと微笑する。

「私たちがいると安心して遊べないかもね」

　声を潜めると、「そうだな」と彼は小声で言って、そっと襖を閉めた。

「俺たちはもう寝よう。お腹の子の名前はまた今度じっくりな」

　遥が私の肩に腕を回し、布団に戻る。

　彼と抱き合っていると、その温もりに心がホッとして、だんだん眠くなってきた。

「おやすみ」と遥が囁いて私の唇にキスを落とす。

　もうそれが私の安眠剤になっていて、優しい眠りに誘われた。




『ママ！』

　甲高い男の子の声が聞こえたかと思ったら、遥が三歳くらいの男の子を肩車して現れた。

『楓、響ひびきが今日の晩ご飯カレーが食べたいって』

『カレーね。了解』

　ふたりに笑顔で返事をする。

『にんじんたっぷりね～、ママ』

　息子のかわいいお願いにビシッと敬礼する。

『了解』

『やくしょくね～。これね～、ざーしーきーわらししゃんがママにって』

　舌っ足らずの息子がそう言って私に丸い石を手渡す。

「え？　座敷わらししゃん？」

　そう呟いて、パッと目が覚めた。

「座敷わらしの夢でも見た？」

　遥が枕に片肘をついて甘く微笑む。

「座敷わらしの夢ではなかったけど……」

　息子と遥が出てきた。それに……私の手の中になにかがある。

　気になって手を布団から出して確かめれば、それは夢の中で息子が私に渡した石だった。

　ただの石ではない。ビー玉のように丸い、無色透明の水晶。

「その水晶どうしたんだ？」

　遥が不思議そうに私の手の中の石を覗き込む。

「夢にね、お腹の子が出てきたの。響って名前で、三歳くらいのかわいい男の子。その子が座敷わらしからだって言って私にくれたんだけど……」

　水晶をじっと見つめながら、夢のことを話して聞かせると、彼もポツリポツリと自分の見た夢について語り出した。

「俺も……夢に出てきた。名前は同じ響で、三歳くらいの男の子。楓のカレーが食べたいって……」

　遥の話に驚いて、ぞわわっと鳥肌が立つ。

　彼の夢にもお腹の子が出てきたんだ。しかも、同じ名前なんて、ただの偶然とは思えない。

　この宿に泊まると不思議なことが起こる。

　ある意味、神秘体験。

「ふたりで同じような夢見たんだね」

　遥を見てフフッと笑みをこぼすと、彼は私を背後から抱きしめて、お腹を愛おしげにゆっくりと撫でた。

「お腹の子の名前は、〝響〟で決まりだな。素敵な名前だし、みんなに愛されそうだ」

　その発言に反応してか、私のお腹がボコッと動いた。

　遥もすごくビックリしたみたいで、目を丸くしている。

「これが……胎動ってやつか。なんだか不思議な感じだな」

「私も驚いたよ。今まで胎動っていっても泡みたいにお腹の中がぶくぶくする程度だったのに。こんなに動くんだね」

　彼と顔を見合わせて笑い合う。

「その水晶、安産のお守りとして持っているといい。きっと座敷わらしが楓と響を守ってくれる」

「そうだね」

　初めての出産はとっても不安だけど、座敷わらしさんが守ってくれるなら心強い。

　それに、すぐそばに私をいつも守ってくれる旦那様もいる。

「もうすぐお腹の子に会えるのが楽しみだな。俺の子を授かってくれてありがとう。楓、愛してるよ」

　彼は私の顎を掴んで心のこもったキスをする。

　いつだってその眼差しは愛に満ち溢れていて、私を優しく包んでくれる。

「私も」ととびきりの笑顔を見せると、遥は極上の笑みを浮かべた。

　布団から出てふたりで隣の部屋を見に行けば、昨夜私が置いたお菓子とおもちゃは消えていた。

　多分、座敷わらしさんが気に入って、どこかに持って帰ったのだろう。




　その年の大晦日に、私は遥に見守られながら元気な男の子を出産した。

　陣痛が始まってから約三時間という超安産。

　名前はもちろん響と名付けた。

「今度は響を連れて三人であの温泉宿に泊まろう」

　小さな息子を抱きながら提案する遥の言葉に、弾けるように笑った。

「お菓子とおもちゃ、忘れないようにしないとね」




ＥＮＤ










あとがき




　この度は、『溺愛本能　オオカミ御曹司の独占欲には抗えない』をお手に取って頂いて有難うございます。最後までお楽しみ頂けたら嬉しいです。

　え～、四月といえば桜ですよね。私は桜が……！


遥　　悪い。尺が短いんで割り込ませてもらった。こんにちは、成瀬遥です。

修也　水無月修也です……って、あれ？　今日は響が一緒なんだね？　楓は？

遥　　美容院に行ってる。たまにはリフレッシュしないと。

修也　ふ～ん。遥、子育てもちゃんとしてるんだ。抱っこの仕方が手慣れてる。

遥　　お前も抱っこの練習しとけよ。ほら、響、修也おじさんだよ。

修也　俺が抱いても泣かないね。響、目と鼻は遥に似てる。口元は俺に似てるかな。

遥　　それを言うならお前じゃなくて楓だ。変な言い方するな。鳥肌立っただろ。

修也　ごめん。遥からかうの楽しくって。まあ、大事な楓をあげたんだから、それくらい許してくれるよね？

遥　　誰が許すか。お前も早く結婚して子供作れよ。あの黒髪の可愛い同僚と付き合っているんじゃないのか？

修也　もうしてるよ。

遥　　は？

修也　もう結婚して、彼女のお腹には子供もいる。俺も遥を見習って、欲しいものは手段を選ばずに手に入れることにしたんだ。

遥　　まだ根に持ってるのか？　それに、そういう大事なことはちゃんと報告しろ。

修也　だから、今報告してる。

遥　　お前ねえ……。



　あ～、ふたりが微妙な空気になって、急に帰ってしまいました（汗）。

　最後になりましたが、そそっかしい私を温かく支えてくださった編集部の鶴嶋様、妹尾様、また、思わず見とれてしまうようなイラストを描いてくださったさばるどろ先生、厚く御礼申し上げます。そして、いつも応援してくださる読者の皆様、心より感謝しております。

　このご縁が長く続きますように！




滝たき井いみらん
















この物語はフィクションであり、実在の人物・団体等には一切関係ありません。
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